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ご注意

保証

HP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるも

のとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。 ここに含まれる技術的、編集上の誤り、ま

たは欠如について、HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPからの有効な使用許

諾が必要です。 商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文書類、および商用アイテ

ムの技術データは、FAR12.211および 12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使

用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 1997-2013 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社 ) の登録商標です。

Intel®、Intel® Itanium®、Intel® Xeon®、およびPentium® は、Intel Corporationの米国およびその他の国における登録商

標です。

Microsoft®、Windows®、Windows® XP、およびWindows Vista®は、米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。

OracleとJavaは、Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、The Open Groupの登録商標です。

2



ドキュメントの更新情報

このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

 ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

 ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

 ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、最新版をご入手いただけます。 詳細は、HPの営業担

当にお問い合わせください。
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サポート

次のHPソフトウェアサポートのWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com/

HPソフトウェアサポートオンラインでは、対話型の技術支援ツールに効率的にアクセスできます。 HPソフトウェア

サポートのWebサイトでは、次のようなことができます。

 関心のあるナレッジドキュメントの検索

 サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

 ソフトウェアパッチのダウンロード

 サポート契約の管理

 HPサポート窓口の検索

 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

 ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインインしていただく必

要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

HP Passport IDを登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html （英語サイト）
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第 1 章 はじめに
HP Financial Managementの概要

HP Project and Portfolio Management Center (PPM Center) には、HP Financial
Managementと呼ばれる機能セットが含まれます。HP Financial Managementに
は次のような機能があります。

 人件費の詳細な見積もりを目的としたコストルールのセットアップと使用

o さまざまなコスト係数に基づいてコストレートを設定できます。

o コスト係数には、優先順位を割り当てることができます。

詳細については、第 2 章「コストルールの設定」 (15ページ) を参照してく

ださい。

 1つのPPM Center環境内で複数通貨の使用と表示に対応

o 通貨は、ユーザベースまたはエンティティベースで表示できます。

o 財務為替レートを使用して、通貨の値を相互にトラッキングできます。

詳細については、第 3 章「財務為替レートと通貨の管理」 (27ページ ) を参

照してください。

このマニュアルで使用する「ライフサイクルエンティティ」という用語は、提案、プロジェ

クト、資産を指します。また、提案、プロジェクト、資産を組み合わせたものも指します。

各ライフサイクルエンティティは新規作成が可能です。ただし通常の場合、提案は、承認

されると自動的にプロジェクトになり、プロジェクトは完了すると自動的に資産になり

ます。
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 財務サマリには、特定期間内にライフサイクルエンティティとプログラム

で発生したコストとベネフィットの予測および実績、承認された予算をト

ラッキングする機能や、特定期間内での承認された予算を組織単位ごとに

トラッキングする機能があります。また、財務サマリのスナップショット

の作成や、スナップショットをレコードの計画として指定することも可能

です。

o 財務サマリでは、スタッフィングプロファイルから予測人件費をロー

ルアップ (自動計算 ) できます。

o また、実績人件費は、HP Time Managementを使用している場合はタイ

ムシートに記録されている時間から、HP Project Managementを使用し

ている場合はプロジェクト作業計画からロールアップできます。

o プロジェクトの実績非人件費は、HP Project Managementを使用してい

る場合はプロジェクト作業計画からロールアップできます。

o HP Program Managementを使用している場合、プログラムの財務サマリ

のロールアップでは、プログラム内のプロジェクトの財務サマリの合

計が計算されます。

詳細については、第 4 章「財務サマリと財務データテーブル」 (37ページ )
を参照してください。

 財務データテーブルを設定、作成、使用することにより、ライフサイクル

エンティティに限らず、あらゆるタイプのリクエストに関して予測と実績

のコストおよびベネフィットをトラッキングできます。財務データテーブ

ルでこのようなトラッキングを行うことにより、間接的なコストやベネ

フィットのトラッキングが可能になります。

詳細については、第 4 章「財務サマリと財務データテーブル」 (37ページ )
を参照してください。

 HP Project Managementを使用して、プロジェクトのコストデータのトラッ

キングと分析を行います。

o 作業計画では、タスクでスケジュールされた工数または実績工数、人

件費レートに基づいて、計画コストと実績コストを自動計算できます。

o プロジェクトのコストデータからアーンドバリュー (EV) 分析を実行

できます。

詳細については、第 5 章「プロジェクトコストのトラッキングと分析」 (161
ページ) を参照してください。
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 Monitor SOP 98-1に準拠しています。

o アクティビティを使用して、タスクレベルで資産計上をトラッキング

できます。

o プロジェクトテンプレートを使用して、資産計上をプロセスに組み込

むことができます。

o プログラムおよびポートフォリオレベルで資本リスクを監視できます。

詳細については、第 6 章「SOP 98-1への準拠」 (181ページ ) を参照してく

ださい。

関連文書

次の文書には、HP Financial Managementに関連した情報が記載されています。

 『HP Project Managementユーザーガイド』

 『HP Program Managementユーザーガイド』

 『HP Portfolio Managementユーザーガイド』

 『HP Resource Managementユーザーガイド』

 『HP Time Managementユーザーガイド』

 『Operational Reportingユーザーガイド』

これ以外の一般的な内容については、『スタートアップガイド』を参照してく

ださい。
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第 2 章 コストルールの設定
コストルールの設定の概要

コストレートは、複数のコスト係数に基づいて決定されます。人員やロール

にレートを1つしか割り当てないと、コストを正確に予測することはできませ

ん。また、コストレートを決定するコスト係数も変化する可能性があります。

次に例を示します。

 リソースのコストレートは、リソースごとに異なる場合があります。

 ロールのコストレートは、年ごとに異なる場合があります。

 リソースのコストレートは、請負業者とフルタイム従業員とで異なる場合

があります。

さらに、コスト係数の優先順位も、組織ごとに異なる場合があります。たと

えば、特定のプロジェクトのコストレートよりも、地域のコストレートが優

先されることがあります。

HP Financial Managementでは、選択したコスト係数群に対してコストルールを

設定できます。コスト係数には次のようなものがあり、優先順序の変更が可

能です。

 リソース

 ロール

 地域

 プロジェクト

 リクエストタイプ

 リソースタイプ
15



 部門

 プライマリ組織単位

 パッケージワークフロー

 その他の作業項目

コストルールは、次のようなコスト計算に使用されます。

 承認可能なタイムシートで表示されるコスト

 スタッフィングプロファイルから計算される予測コスト

 提案と資産について、タイムシートに記録された期間の実績コスト

 プロジェクト作業計画の計画コストと実績コスト。時間データはタイム

シートからのロールアップ、[マイタスク ] ポートレットからのロールアッ

プ、作業計画への直接入力が可能

コストルールを入力する際には、使用するコスト係数と優先順位を確認して

おいてください。コストルールの確認と優先順位については、「コストルール

の優先順位」 (21ページ ) を参照してください。

コストルールの作成

新しいコストルールを作成するには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーから、[作成 ] > [管理 ] > [コストルール ] を選択します。

[コストルールの追加 ] ページが開きます。
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3. 必要に応じて、コスト係数の値を指定します。

4. [通貨 ] を選択し、[レート ] を入力します。

5. [作成 ] をクリックします。

コストルールの変更

コストルールの変更では、通貨、レート、発効日を変更できます。また、コ

スト係数の優先順位を変更することにより、コストルール全体を調整するこ

とも可能です。コストルールは、削除もできます。

コストルールの値の変更

コストルールのレートを変更するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーから、[検索 ] > [管理 ] > [コストルール ] を選択します。

[コストルールの検索 ] ページが開きます。

3. 検索条件を指定し、[検索 ] をクリックします。

このページに表示されるコスト係数は、選択したコスト係数と異なる場合があります。詳

細については、「コスト係数の優先順位の設定」 (19ページ ) を参照してください。

このページに表示されるコスト係数は、選択したコスト係数と異なる場合があります。詳

細については、「コスト係数の優先順位の設定」 (19ページ ) を参照してください。
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[コストルールの検索 ] ページに検索結果が表示されます。変更したいルー

ルの隣にある [編集 ] ボタンをクリックします。

[コストルールの編集 ] ページが開きます。

4. 変更したいルールのレートの隣にある [編集 ] ボタンをクリックします。

[レートの編集 ] ダイアログボックスが開きます。

5. 通貨、レート、有効期間を変更します。

6. [完了 ] をクリックします。
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コスト係数の優先順位の設定

コスト係数の優先順位は、[コストルールの検索 ] ページ上で左から右へと並

んでいます。優先順位は、左の方が高くなります (詳細な説明と例は「コスト

ルールの優先順位」 (21ページ ) を参照してください )。

コスト係数は、コストルールで使用されている場合は削除できません。コス

ト係数はいつでも追加または順序変更 (優先順位の変更 ) できます。このよう

な変更を行うと、開いているライフサイクルエンティティとタイムシートの

コストが再計算されます。

コスト係数の順序を変更するには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く] > [管理] > [財務] > [コスト係数の変更] を選択します。

[コスト係数の変更] ページが開きます。

3. コスト係数の追加、削除、順序の変更を行うには、次の手順を実行してく

ださい。

 コスト係数を追加するには、[利用できる列 ] リストでコスト係数を選択

し、右矢印アイコンをクリックします。

 コスト係数を削除するには、[選択した列] リストでコスト係数を選択し、

左矢印アイコンをクリックします。

 コスト係数の順序を変更するには、[選択した列] リストでコスト係数を

選択し、上下矢印アイコンをクリックします。

4. [保存 ] をクリックします。

コスト係数の順序は、コストルールごとに変更できません。同じコスト係数がすべてのコスト

ルールに適用されます。したがって、コストルールを変更した結果、コスト係数の順序が変わ

る場合には、システム上のすべてのコストルールに影響するので注意してください。
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コストルールの削除

コストルールを削除するには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーから、[検索 ] > [管理 ] > [コストルール ] を選択します。

[コストルールの検索 ] ページが開きます。

3. 検索条件を指定し、[検索 ] をクリックします。

[コストルールの検索 ] ページに検索結果が表示されます。

4. 削除したいルールの隣にある [編集 ] ボタンをクリックします。

[コストルールの編集 )] ページが開きます。

5. [このルールの削除 ] をクリックします。

ルールの削除を確認するダイアログボックスが開きます。コストルールの

削除は、取り消すことができません。

6. [削除 ] をクリックします。

これで、コストルールは削除されます。

コストルールのアクセス許可

ユーザには、所属しているセキュリティグループに基づいてアクセス許可が

割り当てられます。コストルールに関連するアクセス許可を表 2-1にまとめま

す。このアクセス許可は、すべてFinancial Managementカテゴリに属します。

アクセス許可とセキュリティグループの詳細については、『セキュリティモデ

ルのガイドとリファレンス』を参照してください。

表 2-1. コストルールに関連するFinancial Managementのアクセス許可

アクセス許可 説明

コストレートルールの表示 システム内にある任意のコストルールを表示できます

コストレートルールの編集 システム内にある任意のコストルールを編集できます

コスト係数の管理 コスト係数の順序変更、追加、削除ができます
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コストルールの変更後のコスト再計算

コストルールを変更すると、コストレートルール更新サービス (「コスト計算

サービス」 (196ページ ) を参照 ) で指定したスケジュールに従ってコストが再

計算されます。

コストルールの優先順位

コストルールを作成する際は、コストレートを決める要因となるコスト係数

と、コスト係数の優先順位を把握しておいてください。この作業は、表 2-2で
示すようなテーブルを使って行います。

コストレートの計算では、ルールテーブルのフィルタ処理によって、コスト

係数の条件に合致するルールのみが適用対象になります。これにより、トラ

ンザクション日に有効であり、コスト係数の値に合致するルール、またはコ

スト係数のすべての値に適用されるルールのみが選択されます。

この中から、適用するルールが決定されます。コスト係数の優先順位は、テー

ブル列の左から右に並んでいます。システムは、コスト係数とルールの値が

完全一致するかどうかを左から右へ順番にチェックします。一致した場合、そ

のコスト係数のすべての値に適用される一般的なルールは無視されます。合

致するルールが見つかるまで、以上の処理が左から右へ実行されます。

コストルールの変更内容は、ただちに有効にはならない場合があります。デフォルトでは、コ

ストの再計算は1時間ごとに実行されます。 コストレートの変更は、営業時間後や週末など、業

務に影響しない時間帯に行うことをお勧めします。

テーブルを作成する際には、ルールが競合しないように注意してください。つまり、特定のト

ランザクション日に適用可能なルールが複数存在する場合、その日に適用できるルールは1つ

のみであり、これによって各コスト係数の値が決まります (ただし、リソースのデフォルトレー

トを除く )。 PPM Centerでは、競合するルールは設定できません。
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コストルールの例

ここでは、コストレートの選択方法を、表 2-2を例に説明します。このテーブ

ルの行はルール、列 (ルール番号以外 ) はコスト係数を示します。

このテーブルは、次の内容を示しています。

 2009年以降にEMEA地域で発生するほとんどの人件費は€80/時です。

 2009年以降にEMEA地域で発生するDBAの人件費は€100/時です。

 2009年から2010年7月にAPAC地域で発生する人件費は$50/時 (単位は香港

ドル、HKD) です。

 2009年以降、John Doeの人件費は$200/時です。

 2009年以降、北米で発生する人件費は、John Doeが行う場合を除いて$75/
時です。

 2009年以降、ロールと地域のいずれも割り当てられていないリソースを使

用した作業計画のタスクは、$75/時です。

表 2-2. コストルールテーブルの例

ルール
番号

リソース Region Role 発効日 レート

1 1月9日 USD $75

2 EMEA 1月9日 EUR €80

3 EMEA DBA 1月9日 EUR €100

4 APAC 1月9日～7月10日 HKD $50

5 John Doe 1月9日 USD $200
22 第2 章



コスト係数の適用

コスト係数は、すべてのエンティティにいつでも適用できるとは限りません。

たとえば、パッケージワークフローは、パッケージに対するログ時間には関

連していますが、タスクやリクエストに対するログ時間とは関連性がありま

せん。 表 2-3では、重要なエンティティと適用対象となるコスト係数をまとめ

ています。

表 2-3. コスト係数と適用対象のエンティティ (1/3ページ )

エンティティ 関連するコスト係数

同期済みのスタッフィ

ングプロファイル上に

ある、未処理のデマン

ドに対する計画人件費

 地域 : スタッフィングプロファイルの地域。

 プロジェクト : スタッフィングプロファイルがプロジェクトで使

用される場合。

 リソースタイプ : スタッフィングプロファイルポジションでの

定義に従う。

 ロール : スタッフィングプロファイルポジションで指定された

ロール。

同期済みのスタッフィ

ングプロファイル上に

ある、割り当て済みの

リソースに対する計画

人件費

 地域 : リソースの地域。

 プロジェクト : スタッフィングプロファイルがプロジェクトで

使用される場合。

 リソース : ポジションに割り当てられたリソース。

 リソースタイプ : タスクに割り当てられたリソースタイプ。

 ロール : リソースのロール。

 部署 : リソースの部署。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。

タスクの計画コスト

 地域 : タスクのアサイン済み部分については、リソースの地域。

アサインされていない部分については、プロジェクトの地域。

 プロジェクト : 作業中のプロジェクト。

 リソースタイプ : タスクのアサイン済み部分については、リソー

スのリソースタイプを使用。

 ロール : タスクのアサイン済み部分については、リソースのロー

ルを使用。アサインされていない部分については、タスクのロー

ルを使用。

 部署 : タスクのアサイン済み部分については、リソースの部署を

使用。

 リソース : タスクのアサインされている部分。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。
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作業計画内のタスクの

実績コスト

 地域 : リソースの地域。

 プロジェクト : 作業中のプロジェクト。

 リソースタイプ : タスクにアサイン済みのリソースのタイプ。

 リソース : タスクにアサイン済みのリソース。

 ロール : リソースのロール。

 部署 : リソースの部署。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。

タイムシートで更新さ

れるプロジェクト、タ

スク、サマリタスク

 地域 : リソースの地域。

 プロジェクト : 作業中のプロジェクト。

 リソースタイプ : タスクにアサイン済みのリソースのタイプ。

 リソース :リソースのログ時間。

 ロール : リソースのロール。

 部署 : 時間を記録しているリソースの部署。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。

タイムシートで更新さ

れるパッケージ

 地域 : リソースの地域。

 リソースタイプ : タスクにアサイン済みのリソースのタイプ。

 リソース :リソースのログ時間。

 ロール : リソースのロール。

 部署 : 時間を記録しているリソースの部署。

 パッケージワークフロー : 作業中のパッケージのパッケージワー

クフロー。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。

表 2-3. コスト係数と適用対象のエンティティ (2/3ページ )

エンティティ 関連するコスト係数
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コスト係数を組み合わせる際、PPM Centerでは無効または冗長な組み合わせ

になることがあります。次に例を示します。

 リソースと部署

 リソースとロール

 リソースと組織単位

 リソースとリソースタイプ

 リソースと地域

上記のような組み合わせでコスト係数を指定すると、コスト係数のエラーが

報告されます。コスト係数の一方の値を変更するか、両方を空白にしないと、

ルールは保存されません。

タイムシートで更新さ

れるその他項目

 地域 : リソースの地域。

 リソースタイプ : タスクにアサイン済みのリソースのタイプ。

 リソース :リソースのログ時間。

 ロール : リソースのロール。

 部署 : 時間を記録しているリソースの部署。

 その他の作業項目タイプ : 作業中のその他作業項目のタイプ。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。

タイムシートで更新さ

れるリクエスト ( 提案

と資産を含む )

 地域 : リソースの地域。

 リクエストタイプ : 作業中のリクエストのタイプ。

 リソースタイプ : タスクにアサイン済みのリソースのタイプ。

 リソース :リソースのログ時間。

 ロール : リソースのロール。

 部署 : 時間を記録しているリソースの部署。

 組織単位 : リソースが所属するプライマリ組織単位。

表 2-3. コスト係数と適用対象のエンティティ (3/3ページ )

エンティティ 関連するコスト係数
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第 3 章 財務為替レートと通貨の管理
財務為替レートと通貨の管理

PPM Centerでは、プロジェクトや財務サマリなどのエンティティに関するコ

ストデータを、エンティティが関連付けられている地域の通貨で表示できま

す。1つのエンティティを関連付けられる地域は1つに限定されます。したがっ

て、エンティティのコストデータは、地域の現地通貨またはシステムで設定

されている基本通貨のいずれかで表示されます。現地通貨と基本通貨間の交

換レートは、財務為替 (FX) レートに基づいて計算されます。

通貨、為替レート、地域へのアクセスは、アクセス許可とセキュリティグループを使って制御

します。通貨、為替レート、地域のセキュリティの詳細については、『セキュリティモデルのガ

イドとリファレンス』を参照してください。
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通貨と為替レートの管理

データ表示に使用する通貨を新しく選択できます。また、為替レートは、新

規作成や既存のレートのメンテナンスが可能です。

通貨の追加

データ表示には通貨を使用できます。新しく追加した通貨は、任意の地域の

データ表示で使用できます。通貨を新規追加する場合は、現在および先日付

の為替レートも指定する必要があります。

新しい通貨を追加するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く] > [管理] > [財務] > [為替レートの管理] を選択します。

[財務為替レートの管理 ] ページが開きます。

一部の通貨では、正しく表示するために、PPM Serverのserver.confファイルでI18N_

ENCODINGパラメータをUTF-8に設定する必要があります。server.confファイルの設定

に関する詳細は、『Installation and Administration Guide』を参照してください。
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3. [通貨の追加 ] をクリックします。

[通貨の追加] ページが開きます。

4. [追加する通貨の選択 ] リストから通貨を選択します。

5. [発効日] にあるすべての日付に対するレートを [為替レート] に入力します。

6. [追加 ] をクリックします。

新しい為替レートの追加

新しい為替レートを追加すると、これまでに保存したコストおよびベネ

フィットデータ (予測と実績、プロジェクト計画コストなど ) の基本通貨額が

再計算されます。

新しい為替レートを追加するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く] > [管理] > [財務] > [為替レートの管理] を選択します。

[為替レートの管理] ページが開きます。
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3. [新規為替レートの追加 ] をクリックします。

[財務為替レートの追加 ] 画面が開き、アクティブなすべての通貨につい

て、現在の為替レートの値が表示されます。

4. 新しい為替レートを有効にする日付を [発効日 ] で選択します。

5. 一覧表示されている通貨について、必要に応じて新しい為替レートを追加

します。

6. [追加 ] をクリックします。

既存の為替レートの編集

為替レートを編集するには、[Financial Mgmt: 財務為替レートの編集 ] アクセ

ス許可が必要です。

既存の為替レートを編集するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く] > [管理] > [財務] > [為替レートの管理] を選択します。

[為替レートの管理] ページが開きます。

3. 目的の期間の下にある [レートの編集 ] リンクをクリックします。

[財務為替レートの編集 ] ページが開きます。

4. 通貨の為替レート値を編集します。

5. [完了 ] をクリックします。
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為替レート変更後の再計算

為替レートを変更すると、為替レート更新サービス (「コスト計算サービス」

(196ページ) を参照) で指定したスケジュールに従って金額が再計算されます。

地域の管理 (通貨表示 )

通貨表示は、地域ごとに行われます。各地域には、現地通貨と地域カレンダー

が定義されます。

コストデータの表示に使用される現地通貨は、エンティティが関連付けられて

いる地域によって決まります。次のエンティティには、地域を指定できます。

 提案、プロジェクト、資産 (ライフサイクルエンティティ )

 作業計画テンプレート

 リソース

 組織単位

 スタッフィングプロファイル

 リソースプール

為替レートの変更内容は、ただちに有効にはなりません。デフォルトでは、コストの再計算は

2時間ごとに実行されます。 為替レートの変更は、営業時間後や週末など、業務に影響しない時

間帯に行うことをお勧めします。

地域カレンダーは、HP Project ManagementとHP Resource Managementで使用します。地域

カレンダーの詳細と使用方法については、『HP Resource Managementユーザーガイド』を参

照してください。
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地域の作成

新しい地域を作成するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーから、[作成 ] > [管理 ] > [地域 ] を選択します。

[新規地域の作成 ] ページが開きます。

3. [地域名 ] を入力し、[地域カレンダー ] と [現地通貨 ] を指定します。

4. 地域を有効にするには、[有効 ] オプションで [はい ] を選択します。

5. [作成 ] をクリックします。

既存の地域の変更

既存の地域は、[地域の変更 ] ページで変更します。

[地域の変更 ] ページでは、不要な地域を無効にすることができます。地域を

無効にしても、その地域を使用中のエンティティに影響はありません。ただ

し、新規または既存のエンティティでその地域を選択できなくなります。

地域の定義言語が、セッション言語に設定されます。地域は、定義言語のみで変更可能で

す。詳細については、『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。

地域の定義言語とセッション言語が異なる場合、地域の変更はできません。詳細については、

ヘッダの [理由 ] をクリックして、『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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既存の地域を変更するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く ] > [管理 ] > [地域 ] > [地域の参照 ] を選択します。

[地域の管理] ページが開きます。

3. 目的の [地域名 ] をクリックします。

[地域の編集] ページが開きます。

4. 必要な変更を加えます。

5. [完了 ] をクリックします。

地域とエンティティの関連付け

地域と各種エンティティとの関連付けは、PPM Centerのページで指定します。

表 3-1は、各ページでの指定に基づいて、エンティティの地域を設定します。

リソースの地域は、所属するプライマリ組織単位の地域を継承する場合と、地

域が直接指定される場合があります。プライマリ組織単位に属さないリソー

スには、[リソース設定の変更 ] ページで地域を割り当てます。リソースと地

域の詳細については、『HP Resource Managementユーザーガイド』を参照して

ください。
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表 3-1. エンティティの地域を選択するフィールドがあるページ

エンティティ ページ フィールド名

提案
[新規PFM - 提案の作成 ] ページ

(地域は作成時のみに選択可能 )
[地域 ]

プロジェクト

とプロジェク

トテンプ

レート

[新規プロジェクト作成 ] ページ

(地域は作成時のみに選択可能 )
[地域 ]

資産
[新規PFM - 資産の作成 ] ページ

(地域は作成時のみに選択可能 )
[地域 ]

リソース [リソース ] ぺージ > [リソースの変更 ] ページ

リソースの作業内容 :

 [地域を継承 ]

 [この地域を使用 ]

組織単位

[新規組織単位の作成 ] ページ

上位組織単位

 [上位から地域を

継承 ]

 [この地域を使用 ]

[組織単位 ] ページ > [組織単位の変更 ] ページ

上位組織単位

 [上位から地域を

継承 ]

 [この地域を使用 ]

リソース

プール

[新規リソースプールの作成 ] ページ
[地域 ]

[リソースプールの編集 ] ページ

スタッフィン

グプロファ

イル

[スタッフィングプロファイルヘッダの変更] ページ

[地域 ]
[スタッフィングプロファイルの作成 ] ページ
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通貨表示のパーソナル設定

個人のPPM Dashboardページとポートレットの表示で使用する通貨を選択で

きます。

通貨のプリファレンスを選択するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く ] > [管理 ] > [マイプロファイルの編集 ] を選択します。

[マイプロファイルの編集] ページが開きます。

3. [ダッシュボードコスト表示 ] セクションでオプションを選択します。

4. [完了 ] をクリックします。

現地通貨は、エンティティの地域に関連付けられている通貨であり、各ユーザの地域設定

で指定されている通貨ではありません。
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通貨の表示形式の設定

通貨の表示形式を選択するには、プロファイルの地域設定を変更します。た

とえば、[ウクライナ語 (ウクライナ )] を選択すると、1,234.56 USDのように表

示されます。[英語 (アメリカ合衆国 )] を選択すると、$1,234.56のように表示さ

れます。

通貨の表示形式のプリファレンスを選択するには、次の手順を実行します。

1. PPM Centerにログオンします。

2. メニューバーで [開く ] > [管理 ] > [マイプロファイルの編集 ] を選択します。

3. [地域設定 ] タブをクリックします。

4. フォーマットオプションを選択します。

5. [完了 ] をクリックします。

通貨の表示形式を変更すると、日付や時刻の表示形式も変更されます。詳細については、『ス

タートアップガイド』を参照してください。
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第 4 章 財務サマリと財務データテーブル
財務サマリと財務データテーブルの概要

すべてのライフサイクルエンティティとプログラムには財務サマリがありま

す。財務サマリでは、予測と実績のコストを [コストの詳細 ] セクションに表示

し、予測と実績のベネフィット (財務ベネフィットともいう ) を[ベネフィット

の詳細 ] セクションに表示できます。すべてのライフサイクルエンティティ、

プログラム、組織単位の財務サマリでは、[承認された予算 ] セクションに承認

済みの予算が表示されます。

提案、プロジェクト、資産、プログラム、組織単位は、作成時、自動作成さ

れる財務サマリの親になります。

財務サマリには上位エンティティが必要であり、独立した財務サマリは存在

しません。提案、プロジェクト、資産、プログラム、組織単位には、財務サ

マリが1つあります。

提案が承認されてプロジェクトになる場合や、プロジェクトが完了して資産

になる場合、同じ財務サマリ (コピーではありません ) がこの3つの「ライフ

サイクルエンティティ」(提案、プロジェクト、資産 ) にそのまま繰り越され

ます。

財務データテーブルは、任意のタイプのリクエストの一部として設定できま

す (タイプは、ライフサイクルエンティティリクエストに限定されません )。
また、財務サマリとは別に、リクエストに関連するほかの財務情報のトラッ

キングも可能です。

このマニュアルで使用する「ライフサイクルエンティティ」という用語は、提案、プロジェク

ト、資産を指します。また、提案、プロジェクト、資産を組み合わせたものも指します。
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この章では、財務サマリと財務データテーブルを使用する方法を説明します。

財務サマリの詳細については、次を参照してください。

 ライフサイクルエンティティについては、「ライフサイクルエンティティ

(提案、プロジェクト、資産 ) の財務サマリ」を参照してください。

 プログラムについては、「プログラムの財務サマリ」 (90ページ) を参照して

ください。

 組織単位については、「組織単位の財務サマリ」 (122ページ) を参照してく

ださい。

財務データテーブルについては、「リクエストでの財務データテーブル」 (132
ページ) を参照してください。

ライフサイクルエンティティ (提案、プロジェクト、資産 ) の

財務サマリ

図 4-1は、あるライフサイクルエンティティに対して新規作成された財務サマ

リの例です。この財務サマリは、統計とサマリセクションに限られたデータが

あるだけで、ほかのセクションにはデータがありません。
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図 4-1. ライフサイクルエンティティで新規作成した財務サマリの例

図 4-2と図 4-3は、2013年のデータを表示する財務サマリの上の部分と下の部

分の例です。 以下では、この図に基づいて財務サマリを説明します。

財務サマリ内のセクションを表示または編集できるかどうかは、ユーザに割り当てられている

アクセス許可の設定と、財務サマリのアクセス権限によって決まります。詳細については、「ラ

イフサイクルエンティティの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ )

および「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ) を参照してください。
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図 4-2. ライフサイクルエンティティの財務サマリの例 (上の部分)
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図 4-3. ライフサイクルエンティティの財務サマリの例 (下の部分)

『HP Portfolio Managementユーザーガイド』で説明しているように、提案、プ

ロジェクト、資産の財務サマリのデータは、さまざまな方法でポートフォリ

オ分析に活用できます。

財務サマリページには、次の形式でタイトルが付けられています。

財務サマリ : <エンティティ名>: <財務サマリの名前> 

提案、プロジェクト、資産 (つまり、ライフサイクルエンティティ ) の財務サ

マリには、各種ボタン、[統計 ] セクション、[サマリ ] セクション、グラフ、お

よびコストとベネフィットのデータを示すテーブルがあります。これらの詳

細について、以下の節で説明します。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの右上隅にあるボタン

ライフサイクルエンティティの財務サマリの右上隅には、次に示すボタンが

あります (40ページの図 4-2を参照してください )。

 [スナップショットの比較 ] ボタン : スナップショットの詳細については、「ラ

イフサイクルエンティティの財務サマリのスナップショット」 (67ページ )
を参照してください。

 [財務サマリの設定] ボタン: このボタンをクリックすると、[財務サマリの設

定 ] ウィンドウが開きます。プロジェクトの場合、フィールドは読み取り

専用になります。プロジェクトの [プロジェクトの設定] ページ (フィール

ドを設定するページ ) にある [ コストと工数 ] ポリシーの [Financial

Management] セクションのサブセットが表示されます。財務サマリの設定

の詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリでの資産

計上とロールアップの設定」 (75ページ ) を参照してください。

 [アクセスの設定 ] ボタン : このボタンを使用できるのは、他のユーザが使用

する財務サマリのビュー設定や項目の編集を行う権限があるユーザのみ

です。アクセス権限の詳細については、「ライフサイクルエンティティの

財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ) を参照し

てください。

 [財務サマリの監査履歴 ]ボタン : このボタンをクリックして、ライフサイク

ルエンティティの財務サマリに対する変更内容をトラッキングします。財

務サマリの監査履歴の詳細については、「ライフサイクルエンティティの

財務サマリの監査履歴の表示」 (73ページ ) を参照してください。

 [Excelにエクスポート] リンク: 財務サマリをMicrosoft Excelスプレッドシー

トにエクスポートします。詳細については、「ライフサイクルエンティティ

の財務サマリを Microsoft Excelにエクスポート」 (72ページ ) を参照してく

ださい。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの [統計 ] セクション

ライフサイクルエンティティの財務サマリの [統計] セクションには、表 4-1で
示すフィールドが表示されます。

表 4-1. ライフサイクルエンティティの財務サマリの [統計 ] セクションにある

フィールド

フィールド (*必須 ) 説明

*名前 財務サマリの名前。

ステータス

財務サマリの上位ライフサイクルエンティティのステータス。

上位エンティティをクローズまたはキャンセルすると、財務サ

マリ全体が読み取り専用になります。

作成日時 財務サマリを作成した日付。

作成者 財務サマリを作成したユーザ。

予定されている開始期間

提案またはプロジェクト ( 資産は表示なし ) の開始予定日

(Microsoft Excelにエクスポートされる財務サマリには含まれ

ますが、財務サマリのスナップショットには含まれません )。

予定されている終了期間

提案またはプロジェクト ( 資産は表示なし ) の終了予定日

(Microsoft Excelにエクスポートされる財務サマリには含まれ

ますが、財務サマリのスナップショットには含まれません )。

説明 財務サマリの説明。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの [サマリ ] セクション

ライフサイクルエンティティの財務サマリの [サマリ ] セクションには、表 4-2
で示すフィールドが表示されます。

表 4-2. ライフサイクルエンティティの財務サマリの [サマリ ] セクションにある

フィールド (1/2ページ )

フィールド (*必須 ) 説明

割引率
割引率 (プロジェクトに適用される場合)。詳細については、『HP
Portfolio Managementユーザーガイド』を参照してください。

合計予測コストa エンティティの全期間に対して予測 (計画 ) されるコストの合

計額。

合計予測ベネフィットa エンティティの全期間に対して予測 (計画 ) されるベネフィッ

トの合計額。

NPV a エンティティの全期間での正味現在価値。計算方法は、『HP
Portfolio Managementユーザーガイド』を参照してください。

承認済み予算の合計b エンティティの全期間に対する予算として承認されている合

計金額。

表示通貨

次の通貨を切り替えて、金額を表示できます。

 上位エンティティの通貨 (デフォルトオプション )

 システムのデフォルト通貨

上記2つの通貨が異なる場合に、[表示通貨 ] フィールドが表示

されます。

合計実績コストa エンティティの全期間で実際に発生したコストの合計額。

合計実績ベネフィットa エンティティの全期間で実際に発生したベネフィットの合

計額。

合計名目収益a エンティティの全期間での合計名目収益。計算方法は、『HP
Portfolio Managementユーザーガイド』を参照してください。
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エンティティの承認済み予算は、会計年の割り当て予算として承認が得られ

た金額です。

[承認済み予算の合計] フィールドの下にある [承認済み予算明細の表示] リンクを

クリックすると、[予算の詳細 ] ページが開き、会計年の承認済み予算の明細

が一覧表示されます。[会計年 ] フィールドで年を選択できるので、現在の会計

年度、来年度、すべての年度の承認済み予算を表示できます。予算明細には、

名前、日付、金額、会計年、作成者、説明が表示されます。

[予算の詳細 ] ページで [予算の更新 ] をクリックすると、現在の会計年、前の

年、次の年の承認済み予算に予算明細 (正または負の値) を追加できます。い

ずれの会計年についても、既存の予算明細の編集や削除はできません。明細

の追加については、「承認された予算に明細を追加」 (55ページ) を参照してく

ださい。

ライフサイクルエンティティの財務サマリの [合計 (年別 )] セクション

ライフサイクルエンティティの財務サマリの [合計 (年別 )] セクションでは、選

択した会計年について、表 4-3で示す項目をグラフで表示します (40ページの

図 4-2を参照してください )。

[スナップショット ] フィー

ルド、[スナップショット

の作成 ] ボタン

財務サマリのスナップショットを作成します。詳細について

は、「ライフサイクルエンティティの財務サマリのスナップ

ショット」 (67ページ ) を参照してください。

[スナップショット ] フィー

ルド、[スナップショット

の表示 ] リンク

財務サマリのスナップショットを一覧表示します。

a. このメトリクスは、財務サマリ内のすべてのデータが対象になり、表示可能な期間範囲を超えるデータも対象に

することができます。また、ライフサイクルエンティティに含まれるすべてのフェーズ (提案から、プロジェク

ト、資産までのフェーズ ) が対象になります。

b. [承認済み予算の合計 ] には、財務サマリ内で承認された予算データがすべて含まれます。データは、データが存

在する会計年ごとに表示できます。[承認済み予算の合計 ] は、通常はプロジェクトのみで使用されますが、ライ

フサイクルエンティティの既存の全フェーズが対象となります。

表 4-2. ライフサイクルエンティティの財務サマリの [サマリ ] セクションにある

フィールド (2/2ページ )

フィールド (*必須 ) 説明
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グラフの下には、[予測コスト ]、[実績コスト ]、[承認された予算 ]、[予測ベネ

フィット ]、[実績ベネフィット ] の各フィールドがあり、選択した会計年のそれ

ぞれの合計額が表示されます。

グラフと [合計 (年別 )] セクションには、デフォルトで現在の会計年のデータ

が表示されますが、[会計年] フィールドのドロップダウンリストを使用して別

の会計年を選択できます。[ビュー ] オプションを使用すると、選択した会計年

のデータを月または四半期単位で表示できます。

管理者は、[会計年 ] フィールドに表示される会計年の範囲を、20年前から 20
年先の範囲で設定できます。詳細については、「会計年の設定可能範囲」を参

照してください。

[会計年 ] フィールドで、そのいずれかの年を選択すると、選択した年のグラ

フィカルデータが財務サマリの [合計 (年別 )] セクションに表示されます。詳

細については、40ページの図 4-2を参照してください。

表 4-3. 財務サマリのグラフ項目

グラフ項目 /色 説明

灰色の領域

その年の承認済み予算のうち、使用可能な金額を示します。承認

済み予算から、実績コストまたは予測コスト (実績コストが指定

されていない場合 ) を差し引いた額を月別に表示します。

明るい緑の棒グラフ

財務サマリの [レコードの計画] スナップショットがない場合は実

績コスト。

または 

財務サマリの [レコードの計画 ] スナップショットの値 (スナップ

ショットがある場合 )。この値とオレンジ色の予測明細との差異

は、[レコードの計画 ] スナップショット作成後の予測データの変

動分を示します。

黄緑の棒グラフ

財務サマリの [レコードの計画] スナップショットがある場合は実

績コスト。財務サマリの [レコードの計画 ] スナップショットがな

い場合は、この色の棒グラフはありません。

オレンジ色のライン 予測コスト。

赤の縦ライン
表示されている場合は、承認済み予算が完全になくなった時点を

示します。

黄色の領域 
(グラフ縦方向 )

今月または本四半期 (選択されている [ビュー ] オプションにより

ます )。
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[コストの表示] フィールド (40ページの図 4-2を参照) には、[すべて]、[資本金]、
[運用 ] のオプションがあります。このフィールドが表示されるのは、財務サ

マリでコストの資産計上が有効であり、かつserver.confのCOST_
CAPITALIZATION_ENABLEDパラメータがtrueに設定されている場合のみで

す。デフォルトのオプションは [すべて ] です。[資本金 ] または [運用 ] を選択

すると、グラフとその下の [予測コスト ]、[実績コスト ]、[承認された予算 ] フィー

ルドに、資本コストまたは運用コストのどちらかのみが表示されます。[予測

ベネフィット ] および [実績ベネフィット ] には影響しません。

ライフサイクルエンティティの財務サマリの [コストの詳細 ] セクション

コスト関連のユーザデータフィールドを管理者がオプションで設定した場

合、そのフィールドは、財務サマリの [コストの編集 ] ページの上部 ([コスト

の詳細 ] セクションの上 ) に表示されます。これらのユーザデータフィールド

の詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参照してください。

[コストの詳細] セクションに表示されるテーブルには、エンティティの予測コ

ストと実績コストが、月別、四半期別、または年別に示されます。[実績] は、

同じ期間中に実際に発生したコストを示します。

会計年の設定可能範囲

管理者は、財務サマリ全体に表示される会計年の範囲を、20年前から20年先

の範囲で設定できます。それには、

server.confパラメータの

NUMBER_OF_PAST_YEARS_TO_SHOW_ON_FINANCIAL_SUMMARYと
NUMBER_OF_FUTURE_YEARS_TO_SHOW_ON_FINANCIAL_SUMMARYで0～20の値を

指定します(デフォルトでは、2年前から5年先までのデータが表示されます)。

テーブル内の金額がすべて1000 倍される場合、セクションのタイトルは [ コストの詳細 (x

$1,000)] になります。

財務サマリには、表示可能な会計年の範囲外のコストも含めることができます。すべての財務

サマリデータを表示するには、財務サマリをMicrosoft Excelスプレッドシートにエクスポート

します。詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリを Microsoft Excelにエ

クスポート」 (72ページ ) を参照してください。
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コストのタイプ

管理者は、ライフサイクルエンティティの資産計上コストと運用コストを

別々にトラッキングするように設定できます。コストの詳細は、デフォルト

では次のフィールドで指定されるコスト明細で構成されます。

 [タイプ ] (「人件費」または「非人件費」)

 [カテゴリ ]:

o 「請負業者」または「従業員」(「タイプ」が「人件費」に設定されている場合 )

o 「ハードウェア」、「ソフトウェア」、「トレーニング」([タイプ ] が「非人件

費」に設定されている場合 )

 管理者がコスト明細用にオプションで設定したユーザデータフィールド (詳
細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参照してください )

追加したコストのタイプや、選択した [ビュー ] オプション (「ライフサイクル

エンティティの財務サマリのテーブルで使用できる機能」 (51ページ) を参照 )
によっては、[コストの詳細] セクションのテーブルに1つまたは2つのサブテー

ブルが表示されます。

 財務サマリの上位エンティティで、資産計上コストと運用コストを別々に

トラッキングしている場合 (「ライフサイクルエンティティの財務サマリ

での資産計上とロールアップの設定」 (75ページ ) を参照 )、サブテーブル

が 1つまたは 2つ追加されます。サブテーブルのヘッダには、使用されて

いる [費用タイプ ] ごとに次の項目が表示されます。

o [資本金合計 ] または [運用費の合計 ] (合計のみを表示する場合 )。

o [資本金 ] または [運用 ] (明細を表示する場合)。さらに、次の行が表示さ

れます。

 各コスト明細に対する行 (選択したカテゴリとタイプが表示されます)

 [資本金合計] または [運用費の合計 ] の行

管理者は、コストの [ カテゴリ ] に対して新しい値を追加できます。それには、PPM

Workbenchで次の検証を変更します。

 CST - 予算人件費カテゴリ

 CST - 予算非人件費カテゴリ

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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 資本コストと運用コストを別々にトラッキングしない場合、1つまたは2つ
のサブテーブルが表示されます。サブテーブルのヘッダには、使用してい

る [タイプ ] ごとに次の項目が表示されます。

o [非人件費の合計 ] または [人件費の合計 ] (合計のみを表示する場合)

o [非人件費 ] または [人件費 ] (明細を表示する場合 )。さらに、次の行が表

示されます。

 各コスト明細に対する行 (選択したカテゴリが表示されます)

 [非人件費の合計 ] または [人件費の合計 ] の行

いずれの場合も、サブテーブルの最後には [月合計 ]、[四半期合計 ]、[年合計 ]、
または [総合 ] というヘッダで合計額が表示されます (ヘッダは、[ビュー] オプ

ションを使用して、[月 ]、[四半期 ]、[年 ]、[合計 ] のどれを基準にデータを表

示しているかによって異なります)。

スタッフィングプロファイルから予測データを自動計算する方法や、タイム

シートから実績データを自動計算する方法 (プロジェクトについては作業計

画から計算 ) については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリでの資

産計上とロールアップの設定」 (75ページ ) を参照してください。自動計算を行

うと、財務サマリの [コストの詳細 ] セクションに、予測コストまたは実績コス

トの明細 (行 ) が追加されます。この行は編集できません。

[コストの詳細 ] セクションには、コストがまだ入力されていない場合は [コス

トの追加 ] ボタン、入力済みの場合は [コストの編集 ] ボタンが表示されます。詳

細については、「コスト明細の追加、削除、編集」 (57ページ ) を参照してくだ

さい。

ライフサイクルエンティティの財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] 
セクション

ベネフィット関連のユーザデータフィールドを管理者がオプションで設定し

た場合、そのフィールドは、財務サマリの [ベネフィットの編集 ] ページの上

部 ([ベネフィットの詳細 ] セクションの上 ) に表示されます。これらのユーザ

データフィールドの詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』

を参照してください。

[ベネフィットの詳細 ] セクションに表示されるテーブルには、エンティティの

予測ベネフィットと実績ベネフィットが、月別、四半期別、または年別に示

されます。[実績 ] は、同じ期間中に実際に発生したベネフィットを示します。
財務サマリと財務データテーブル 49



表示される年の範囲については、「会計年の設定可能範囲」 (47ページ) を参照

してください。

ベネフィットのタイプ

ベネフィットの詳細は、デフォルトでは次のフィールドで指定されるベネ

フィット明細で構成されます。

 [タイプ ] (「節減」、「収入」、「回避」)

 [カテゴリ ]:

o 「ハードウェア」、「人件費」、「メンテナンス」([タイプ ] が「節減」に設定

されている場合 )

o 「製品」または「サービス」([タイプ] が「収入」に設定されている場合 )

o 「コンプライアンス」または「リーガル」([タイプ ] が「回避」に設定され

ている場合 )

 管理者がベネフィット明細用にオプションで設定したユーザデータ

フィールド (詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参

照してください )

追加したベネフィットのタイプや、選択した [ビュー ] オプション (「ライフサ

イクルエンティティの財務サマリのテーブルで使用できる機能」 (51ページ )
を参照) によっては、[ベネフィットの詳細 ] セクションのテーブルに1つまたは

テーブル内の金額がすべて1000倍される場合、セクションのタイトルは [ベネフィットの詳細

(x $1,000)] になります。

財務サマリには、表示可能な会計年の範囲を超えたベネフィットも含めることができます。す

べての財務サマリデータを表示するには、財務サマリをMicrosoft Excelスプレッドシートにエ

クスポートします。詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリを Microsoft

Excelにエクスポート」 (72ページ ) を参照してください。

管理者は、新しい値をベネフィットの [カテゴリ ] に追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 財務ベネフィットの回避カテゴリリスト

 財務ベネフィットの明細カテゴリリスト

 財務ベネフィットの収入カテゴリリスト

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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2つのサブテーブルが表示されます。サブテーブルのヘッダには、使用してい

る [タイプ ] ごとに次の項目が表示されます。

 [収入の合計 ]、[節減合計 ]、[回避の合計 ] (合計のみを表示する場合 )。

 [収入 ]、[節減 ]、[回避 ] (明細を表示する場合)。さらに、次の行が表示され

ます。

o 各ベネフィット明細に対する行 (選択したカテゴリが表示されます )

o [収入の合計 ]、[節減合計 ]、[回避の合計 ] の行

サブテーブルの最後には [月合計 ]、[四半期合計 ]、[年合計 ]、または [総合 ] と
いうヘッダで合計額が表示されます (ヘッダは、[ビュー ] オプションを使用し

て、[月 ]、[四半期 ]、[年 ]、[合計 ] のどれを基準にデータを表示しているかに

よって異なります )。

[ベネフィットの詳細 ] セクションには、ベネフィットがまだ入力されていない

場合は [ベネフィットの追加 ] ボタン、入力済みの場合は [ベネフィットの編集 ]
ボタンが表示されます。詳細については、「ベネフィット明細の追加、削除、

編集」 (62ページ ) を参照してください。

ライフサイクルエンティティの財務サマリのテーブルで使用できる機能

ライフサイクルエンティティの財務サマリにある [コストの詳細 ] セクション

と [ベネフィットの詳細 ] セクションに表示されるテーブルには、[コストの編

集 ] ページおよび [ベネフィットの編集 ] ページで次の機能があります。

 水平スクロールバーを使用して期間全体を表示できます。また必要に応じ

て、コストやベネフィットのカテゴリリスト内にある正式名称をスクロー

ルバーを使用して表示できます。各テーブルで、左側にあるカテゴリと右

側にある金額データを区切る縦の分割ラインの位置を調整できます。

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクショ

ンの [ビュー ] オプションで、次のいずれかを表示できます。

o [合計のみ ] をクリックした場合は合計のみ

o [<x> 詳細の明細] をクリックした場合は明細 (および合計) (ここで、<x>

はシステムによって決まる1～100の数値)
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 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクショ

ンの [ビュー ] オプションで、次のいずれかを [コストの編集 ] ページおよ

び [ベネフィットの編集 ] ページに表示できます。

o [予測のみ ] をクリックした場合は予測値のみ

o [予測と実績 ] をクリックした場合は予測値と実績値

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクショ

ンの [ビュー ] オプションで、次のいずれかを [コストの編集 ] ページおよ

び [ベネフィットの編集 ] ページに表示できます。

o [月 ] をクリックした場合は月別データ (および四半期別の合計)。

o [四半期 ] をクリックした場合は四半期別データ。

o [年 ] をクリックした場合は年別データ。このオプションを選択すると、

設定された範囲のすべての会計年 (「会計年の設定可能範囲」 (47ペー

ジ ) を参照 ) がテーブルに表示されます。ただし、その範囲は財務サマ

リに対して非ゼロデータがある年に限定されます。[ コストの編集 ]
ページと [ベネフィットの編集] ページでは、[会計年] フィールドと [前
年からコピー ] ボタンが適用されなくなり、非表示になっています。

また、財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セ
クションの [ビュー ] オプションで、次の内容を表示できます。

o すべての年にわたる明細ごとの合計データ ([合計 ] をクリックした場

合 )。この [合計 ] オプションは [コストの編集 ] ページや [ベネフィッ

トの編集 ] ページでは使用できません。これらのページでは、[明細合

計] 列に明細ごとの合計が常に表示されます。また、選択した [ビュー ]
オプションに [予測と実績 ] が含まれる場合は、[予測 ] および [実績 ] の
サブ列も表示されます。

ライフサイクルエンティティの財務サマリに関する一般的な情報

ライフサイクルエンティティの財務サマリでは、会計期間を設定できます。会

計年は任意の日付から開始できます。グレゴリオ暦での 12か月とし、小売業

テーブルの明細が100行を超える場合は、合計のみを表示できます。
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で使用される標準または非標準のカレンダーを使用できます。表示されるの

は、管理者が作成した会計期間のみです。会計期間の詳細については、

『Generating Fiscal Periods』を参照してください。

承認済み予算、予測コスト、実績コスト、予測ベネフィット、実績ベネフィッ

トは、財務サマリの一部として処理され、個別に処理されることはありませ

ん。このようなデータの編集は、[財務サマリ] ページで直接行うのではなく、

アクセス許可を持ったユーザが財務サマリから別のページにアクセスして行

います。

提案がプロジェクトになった時点、またはプロジェクトが資産になった時点

で、同じ財務サマリ (コピーではありません ) がこの3つの「ライフサイクル

エンティティ」(提案、プロジェクト、資産 ) にそのまま繰り越されます。こ

れにより、トラッキングや比較を簡単に行うことができます。

server.conf設定ファイルで通貨金額の形式を指定するパラメータを設定す

る方法については、「財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定」

(146ページ ) を参照してください。

まだ開始されていない提案またはプロジェクトの開始日を調整した場合、変

更内容に基づいて財務サマリの予測コストおよびベネフィットも調整され

ます。

ライフサイクルエンティティの財務サマリの表示

提案または資産の財務サマリを表示するには、次の手順を実行してください。

1. [PFM - 提案 ] リクエストまたは [PFM - 資産 ] リクエストを検索して開き

ます。

たとえば、提案がプロジェクトになると、提案とプロジェクトは同じ財務サマリを使用します

が、このように複数のライフサイクルエンティティが同じ財務サマリを使用する場合、関連す

るライフサイクルエンティティは削除できなくなります。

ワークフローでは、さまざまなワークフローステップにおいて1つの提案から複数のプロジェ

クトを作成するように設定できます。この場合、作成された各プロジェクトの財務サマリにデー

タは含まれません (財務データは、さまざまなプロジェクト用にカスタマイズできます。詳細

ついては「リクエストでの財務データテーブル」 (132ページ ) 、特に「1つの提案から1つまた

は複数のプロジェクトが作成された場合の財務データテーブル」 (140ページ ) を参照してくだ

さい )。
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2. 提案または資産の [ビジネスケースの詳細 ] セクションにある [財務サマリ ]
フィールドで、財務サマリの名前のリンクをクリックします。

[財務サマリ] ページが開きます。

プロジェクトの財務サマリを開くには、次の手順を実行してください。

1. プロジェクトを検索して開きます。

2. 次のいずれかを行います。

 プロジェクトの [プロジェクトサマリ ] タブを選択し、[プロジェクトコ

スト ] セクションにある [財務サマリの表示 ] をクリックします。

 プロジェクトの [プロジェクトの詳細] タブを選択し、[PFMプロジェクト]
セクションにある [財務サマリ ] で、財務サマリの名前のリンクをク

リックします。

[財務サマリ] ページが開きます。

ライフサイクルエンティティの財務サマリの編集

ユーザにアクセス許可がある場合、以下で説明する手順に従って、[財務サマ

リ ] ページで承認済み予算、予測コストおよび実績コスト、予測ベネフィット

および実績ベネフィットを編集できます。また、承認された予算については、

明細を追加することはできますが、既存の明細の変更または削除はできません。

財務サマリ内のセクションを表示または編集できるかどうかは、ユーザに割り当てられている

アクセス許可の設定と、財務サマリのアクセス権限によって決まります。詳細については、「ラ

イフサイクルエンティティの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ )

および「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ) を参照してください。

ドルなどの通貨で金額を入力する際の形式は、server.conf設定ファイルのパラメータで指

定します (「財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定」 (146ページ ) を参照 )。
54 第4 章



承認された予算に明細を追加

アクセス許可とアクセス権限があるユーザは (「ライフサイクルエンティティ

の財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ ) を参照 )、
提案、プロジェクト、資産の承認済み予算に明細を追加できます。ただし、既

存の明細の変更はできません。

承認された予算に明細を追加するには、次の手順を実行してください。

1. [財務サマリ] ページで、[承認済み予算明細の表示 ] リンクをクリックします

(40ページの図 4-2を参照してください)。

[予算の詳細 ] ページが開きます。現在の会計年の予算が一覧表示されま

す。サマリデータは、[承認された予算 ] セクション見出しに表示されます。

2. [会計年 ] フィールドで、[すべての表示 ] を選択するか、ドロップダウンリ

ストから会計年を選択します。

選択内容に基づいて、[予算の詳細 ] ページがリフレッシュされます。

3. [予算の更新 ] をクリックします。

[予算の更新] ウィンドウが開きます。
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4. 次の表で示す内容をフィールドに入力します。

5. [完了 ] をクリックします。

確認ダイアログが表示されます。確認した更新は、承認された予算から後

で削除することはできません。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*名前

承認済み予算の明細の名前。既存の明細と同じ名前、または

別の名前を指定できます。いずれの場合も、明細は新しいエ

ントリ (行 ) として入力されます。

費用タイプ

財務サマリでコストの資産計上が有効であり、かつ

server.confのCOST_CAPITALIZATION_ENABLED
パラメータがtrueに設定されている場合にのみ表示され

ます。オプションは、[運用 ] (デフォルト ) と 
[資本金 ] です。

*会計年 予算明細の追加先となる会計年 (現在の会計年、昨年、来年)。

*金額
選択した会計年の承認済み予算に加算、または承認済み予算

から減算する金額。負の値を入力すると、減算されます。

説明 承認済み予算に新しく追加する明細の説明 (オプション )。
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これで、承認済み予算に明細が追加されました。[会計年<会計年>の承認済

み予算の合計 ] フィールド ([会計年 ] が [すべての表示 ] に設定されている場

合は [承認済み予算の合計 ]) の値が更新されます。

6. [予算の詳細] ページにある [完了 ] をクリックします。

コスト明細の追加、削除、編集

[財務サマリの実績の編集] または [全財務サマリの実績の編集] のアクセス許

可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を参照)
と [コストの編集 ] アクセス権限 (「ライフサイクルエンティティの財務サマ

リの表示および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ) を参照) を持つユーザ

は、予測コストと実績コストの明細の追加と削除、カテゴリなどのデータの

編集を実行できます。

予測コストおよび実績コストの明細を編集または追加するには、次の手順を

実行してください。

1. 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションにコスト明細がない場合、コスト

明細を追加するには [コストの追加 ] をクリックします。明細がある場合は

[コストの編集] をクリックします (41ページの図 4-3を参照してください)。

[コストの編集 ] ページが開きます。

編集可能な会計年の予算エントリを運用から資本金に変更する必要がある場合は、以下を作成

します。

 [費用タイプ ] を [運用 ] に設定した負のオフセット予算エントリ

 [費用タイプ ] を [資本金 ] に設定した同額の予算エントリ
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2. デフォルトでは現在の会計年が表示されますが、[会計年 ] フィールドのド

ロップダウンリストで会計年を選択できます。

必要に応じて、[ビュー ] オプション、水平スクロールバー、分割ラインを

使用できます。詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サ

マリのテーブルで使用できる機能」 (51ページ) を参照してください。

コスト明細がすでに追加されている場合は、以下に注意してください。

 財務サマリの上位エンティティで資産計上されたコストと運用コスト

を別々にトラッキングしている場合 (「ライフサイクルエンティティの

財務サマリでの資産計上とロールアップの設定」 (75ページ ) を参照 )、
テーブルには 1つまたは 2つの編集可能なサブテーブルが表示されま

す。このサブテーブルのヘッダには費用タイプ ([資本金] または [運用])、
コスト明細行にはカテゴリとタイプが表示されます。

 資産計上されたコストと運用コストを別々にトラッキングしていない

場合、テーブルには1つまたは2つのサブテーブル (編集可能 ) が表示

されます。このサブテーブルのヘッダには [タイプ ] ([非人件費 ] または

[人件費 ])、コスト明細行には [カテゴリ ] が表示されます。

 サブテーブルのデータは合計され、読み取り専用のサブテーブルの [合
計 ] というヘッダに合計額が表示されます。
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 各明細の合計は [明細合計 ] 列に表示されます (選択した [ビュー ] オプ

ションに [予測 ] ではなく [予測と実績 ] が含まれる場合は、[予測 ] およ

び [実績 ] のサブ列も表示されます )。[ビュー ] オプションに [月 ] また

は [四半期 ] が含まれる場合は、選択した会計年のみの値が明細合計に

反映されます。[ビュー ] オプションに [年 ] が含まれる場合は、設定さ

れた範囲内のすべての会計年の値の合計が明細合計に反映されます。

合計は、データを編集すると動的に更新されます。

3. コスト明細を追加するには、次の手順を実行してください。

a. [コスト明細の追加] をクリックします。

[コスト明細の追加] ページが開きます。

b. 次の表に説明するようにフィールドに入力します。

[コストの編集 ] ページの [コストの詳細 ] セクションにある [前年からコピー ] をクリック

すると、現在表示している会計年の前年の予測データがコピーされます。実績データはコ

ピーされないので、財務サマリで表示されている実績データは上書されません。

財務サマリで表示できるコスト明細は、300行までです。
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c. [追加] をクリックすると、明細を追加した後ページが閉じます。[他の

項目を追加 ] をクリックすると、明細を追加した後 [コスト明細の追加 ]
ページは開いたままになります。

4. 明細行を削除するには、削除する明細の左の削除アイコンをクリックしま

す。いずれの会計年についても、実績額がゼロでない行には削除アイコン

は表示されず、削除できません。

5. コスト明細に関連するフィールド (59ページの手順 3を参照 ) を編集する

には、次の手順を実行してください。

a. 編集する明細の左にある右矢印をクリックします。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*タイプ 「人件費」または「非人件費」。

*カテゴリ

「請負業者」または「従業員」([タイプ ] が「人件費」
に設定されている場合 )。

「ハードウェア」、「ソフトウェア」、「トレーニング」
([タイプ ] が「非人件費」に設定されている場合 )。

費用タイプ

「運用」または「資本金」。このフィールドが表示さ
れるのは、財務サマリの上位エンティティで資産計
上したコストをトラッキングしている場合のみで
す。詳細については、「ライフサイクルエンティティ
の財務サマリでの資産計上とロールアップの設定」
(75ページ ) を参照してください。

管理者は、コストの [カテゴリ ] に対して新しい値を追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 CST - 予算人件費カテゴリ

 CST - 予算非人件費カテゴリ

管理者は、新しいフィールドをこのページに追加できます。それには、PPM Workbench

で次のトークンを使用します。

 FS.FINANCIAL_SUMMARY_ID

 FS.FORECAST_ACTUAL_ID

このトークンにより、管理者は財務サマリ IDにアクセスし、財務サマリに関連する任

意の値 (予算など ) を取得するクエリを作成できます。

クエリを作成するには、PPM財務モジュールのデータモデルに関する知識が必要です。

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照

してください。
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[コスト明細の編集] ウィンドウが開きます。

b. フィールドの内容を適宜変更し、[OK] をクリックします。

6. [コストの編集 ] ページでは、テーブルのセルをクリックすると、予測コス

トと実績コストのデータを編集できます。次の点に注意してください。

 金額は、正または負の数値で入力できます。たとえば、会計システム

のデータと一致させるために、実績コストとして負の値を入力するこ

とができます。

 [ビュー] オプションが [四半期 ] の場合、四半期のコストを編集すると、

その金額が四半期内の各月に均等に配分されます。[ビュー ] オプショ

ンが [年 ] の場合、年のコストを編集すると、その年内の各月に均等に

配分され、したがって各四半期にも均等に配分されます。

 予測と実績の両方ではなく、予測データのみを表示している場合は、

同じ行内にある隣の連続セルにデータをコピーできます。それには、

コピー元のセルをクリックし、データをコピーする先のセル範囲の端

のセルにカーソルを移動して、SHIFTキーを押しながらクリックします。

7. [保存 ] をクリックすると、変更内容が保存されて [コストの編集 ] ページ

は開いたままになります。[完了 ] をクリックすると、変更内容が保存され

て [財務サマリ] ページに戻ります。

別のPFMリクエストの財務サマリからコスト明細をコピー

[コストの編集 ] ページの [別のリクエストからコスト明細をコピー ] ボタンを使

用すると、1つのPFMリクエスト (PFM - 提案、PFM - プロジェクト、PFM - 資
産の各リクエストタイプ ) の財務サマリから、開いているPFMリクエストに

すべてのコスト明細をコピーできます。明細をコピーするPFMリクエストを

探すには、検索機能を利用できます。検索結果で選択したリクエストの財務

サマリにスタッフィングプロファイルからロールアップされたコスト明細

は、開いているPFMリクエストの財務サマリにコピーされません。

リクエストで使用している通貨が異なる場合、コスト明細はコピーできます

が、明細のコストデータはコピーできません。リクエストで使用している通

貨が同じ場合は、コスト明細自体に加えて、明細の予測コストデータをコピー

するためのオプションが表示されます。
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ベネフィット明細の追加、削除、編集

[財務ベネフィットの編集] または [すべての財務ベネフィットの編集] のアク

セス許可と、[ベネフィットの編集 ] アクセス権限 (「ライフサイクルエンティ

ティの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ ) を参

照 ) を持つユーザは、予測ベネフィットおよび実績ベネフィットの明細の追加

と削除、カテゴリなどのデータの編集を実行できます。

予測ベネフィットおよび実績ベネフィットの明細を編集または追加するに

は、次の手順を実行します。

1. 財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] セクションにベネフィット明細がない

場合、コスト明細を追加するには [ベネフィットの追加 ] をクリックします。

明細がある場合は [ ベネフィットの編集 ] をクリックします (40 ページの

図 4-2を参照してください )。

[ベネフィットの編集 ] ページが開きます。

2. デフォルトでは現在の会計年が表示されますが、[会計年 ] フィールドのド

ロップダウンリストで会計年を選択できます。

必要に応じて、[ビュー ] オプション、水平スクロールバー、分割ラインを

使用できます。詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サ

マリのテーブルで使用できる機能」 (51ページ) を参照してください。

ベネフィット明細がすでに追加されている場合は、以下に注意してくだ

さい。
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 追加されているベネフィットのタイプによって、[ベネフィットの編集]
ページのテーブルにはサブテーブル (編集可能 ) が1つまたは2つ表示

されます。このサブテーブルのヘッダには、使用されているベネフィッ

トのタイプ ([収入 ]、[節減 ]、[回避 ])、明細行にはカテゴリが表示されま

す。すでに入力されている値は、64ページの手順 4から64ページの手

順 6の手順で編集できます。

 [収入 ]、[節減 ]、[回避 ] の各サブテーブルに含まれるデータは合計され、

別のサブテーブル (読み取り専用) の [合計] というヘッダに合計額が表

示されます。

 各明細の合計は [明細合計 ] 列に表示されます (選択した [ビュー ] オプ

ションに [予測 ] ではなく [予測と実績 ] が含まれる場合は、[予測 ] およ

び [実績 ] のサブ列も表示されます )。[ビュー ] オプションに [月 ] また

は [四半期 ] が含まれる場合は、選択した会計年のみの値が明細合計に

反映されます。[ビュー ] オプションに [年 ] が含まれる場合は、設定さ

れた範囲内のすべての会計年の値の合計が明細合計に反映されます。

合計は、データを編集すると動的に更新されます。

3. ベネフィット明細を追加するには、次の手順を実行してください。

a. [ベネフィット明細の追加] をクリックします。

[ベネフィット明細の追加] ページが開きます。

[ベネフィットの編集 ] ページの [ベネフィットの詳細 ] セクションにある [前年からコピー ]

をクリックすると、現在表示している会計年の前年の予測データがコピーされます。実績

データはコピーされないので、財務サマリで表示されている実績データは上書されません。

財務サマリで表示できるベネフィット明細は、300行までです。
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b. 次の表に説明するようにフィールドに入力します。

c. [追加 ] をクリックすると、明細の追加後に [ベネフィット明細の追加 ]
ページが閉じます。[ほかの項目を追加 ] をクリックすると、明細の追加

後に [ベネフィット明細の追加 ] ページは開いたままになります。

4. 明細行を削除するには、削除する明細の左の削除アイコンをクリックしま

す。いずれの会計年についても、実績額がゼロでない行には削除アイコン

は表示されず、削除できません。

5. ベネフィット明細に関連するフィールド (63ページの手順 3を参照 ) を編

集するには、次の手順を実行してください。

a. 編集する明細の左にある右矢印をクリックします。

[ベネフィット明細の編集] ウィンドウが開きます。

b. フィールドの内容を適宜変更し、[OK] をクリックします。

6. [ベネフィットの編集 ] ページでは、テーブルのセルをクリックすると、予

測ベネフィットと実績ベネフィットのデータを編集できます。次の点に注

意してください。

 金額は、正または負の数値で入力できます。たとえば、会計システム

のデータと一致させるために、実績コストとして負の値を入力するこ

とができます。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*タイプ 「節減」、「収入」、または「回避」

*カテゴリ

「ハードウェア」、「人件費」、「メンテナンス」、「ソフ
トウェア」([タイプ ] が「節減」に設定されている
場合 )。

「製品」または「サービス」([タイプ ] が「収入」に
設定されている場合 )。

「コンプライアンス」または「リーガル」 ([タイプ ]
が「回避」に設定されている場合 )。

管理者は、新しい値をベネフィットの [カテゴリ ] に追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 財務ベネフィットの回避カテゴリリスト

 財務ベネフィットの明細カテゴリリスト

 財務ベネフィットの収入カテゴリリスト

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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 [ビュー] オプションが [四半期] の場合、四半期のベネフィットを編集す

ると、その金額が四半期内の各月に均等に配分されます。[ビュー ] オ
プションが [年 ] の場合、年のベネフィットを編集すると、その年内の

各月に均等に配分され、したがって各四半期にも均等に配分されます。

 予測と実績の両方ではなく、予測データのみを表示している場合は、同

じ行内にある隣の連続セルにデータをコピーできます。それには、コ

ピー元のセルをクリックし、データをコピーする先のセル範囲の端の

セルにカーソルを移動して、SHIFTキーを押しながらクリックします。

7. [保存 ] をクリックすると、変更内容が保存されて [ベネフィットの編集 ]
ページは開いたままになります。[完了 ] をクリックすると、変更内容が保

存されて [財務サマリ] ページに戻ります。

メモの表示と追加

財務サマリでコストを表示できるユーザは、[コストの詳細 ] セクションでメモ

を表示することもできます。財務サマリでコストを表示し編集できるユーザ

は、[コストの詳細 ] セクションにメモを追加することもできます。

財務サマリでベネフィットを表示できるユーザは、[ベネフィットの詳細 ] セク

ションでメモを表示することもできます。財務サマリでベネフィットを表示

し編集できるユーザは、[ベネフィットの詳細 ] セクションにメモを追加するこ

ともできます。

詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリの表示および編

集に必要なアクセス権限」 (84ページ) および『セキュリティモデルのガイドと

リファレンス』を参照してください。

[コストの詳細 ] セクションまたは [ベネフィットの詳細 ] セクションのメモを表

示または追加するには、次の手順を実行します。

1. 目的のセクションの [メモの追加 ] ボタンをクリックします。

[メモ ] ダイアログボックスが開きます。

キャンセルされたライフサイクルエンティティについては、財務サマリにメモを追加できま

せん。

ボタンのラベルは、状況に合わせて変わります。メモが存在しない場合、ボタンは [メモ

の追加 ] になります。メモが存在する場合、ボタンにはメモの数が表示されます。
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2. メモを表示するには、[既存のメモ] セクションで、既存のメモを検索します。

3. メモを追加するには、[メモ ] フィールドに内容を入力してください。

[保存] をクリックすると、内容が保存された後、別のメモを入力できます。

[完了] をクリックすると、内容が保存された後、[メモ ] ダイアログボック

スは閉じます。[キャンセル ] をクリックすると、内容を保存しないでダイ

アログボックスを閉じます。

提案のコピー

[コピーの作成] ボタンを使って提案をコピーした場合、新しい提案の財務サマ

リは作成されますが、元の財務サマリのデータはコピーされません。

オリジナルの提案とコピーされた提案は、それぞれ別々に編集できます。1つ
または複数の提案のデータを、提案の財務サマリも含めて変更し、それらの

提案を代替案として相互に比較することもできます。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリのスナップショット

財務サマリのスナップショットは、予測コスト、実績コスト、予測ベネフィッ

ト、実績ベネフィット、承認された予算をコピーしたものであり、いつでも

作成できます。スナップショットの外観や機能は財務サマリと同じですが、次

のような相違点があります。

 スナップショットのページには、次の形式のタイトルが付けられています。

スナップショット : <エンティティ名>:<スナップショット名> 

 スナップショットには、財務サマリの [NPV] フィールド、[合計名目収益 ]
フィールドは含まれません。

 スナップショットには、メモは含まれません。

 スナップショットの財務サマリデータは読み取り専用なので、編集や保存

用のボタンはありません。

 管理者は、2 つのパラメータを設定して、財務サマリ全体に表示される会

計年の範囲を制御できます。これは、現在の会計年を基準として20年前か

ら20年先の範囲で指定します。詳細については、「会計年の設定可能範囲」

(47ページ ) を参照してください。同じパラメータは、スナップショットに

保存するデータの会計年の範囲にも適用されますが、スナップショットで

は、スナップショットが作成された会計年と現在の会計年が異なる場合、

現在の会計年が基準ではなく、スナップショットの作成時の会計年を基準

としてデータが表示されます。つまり、財務サマリに表示される年が、あ

る会計年から別の会計年に変化した場合でも、スナップショットに表示さ

れる年は固定されたままです。

スナップショットの [名前 ] フィールドと [説明 ] フィールドは編集可能です。

また、財務サマリのデータを、スナップショットの内容に戻すことはできま

せん。

財務サマリのスナップショットには、財務サマリの表示オプションがすべて

含まれます (「ライフサイクルエンティティの財務サマリのテーブルで使用で

きる機能」 (51ページ) を参照してください )。

財務サマリに表示期間範囲外のデータが含まれる場合、スナップショットに

も同じデータが含まれます。スナップショットは、財務サマリと同様に

Microsoft Excelにエクスポートできます (「ライフサイクルエンティティの財

務サマリを Microsoft Excelにエクスポート」 (72ページ) を参照してください)。
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スナップショットの作成

スナップショットを作成するには、次の手順を実行してください。

1. 財務サマリで、[スナップショットの作成 ] をクリックします (40ページの

図 4-2を参照してください )。

2. 次の表に説明するようにフィールドに入力します。

3. [完了 ] をクリックします。

スナップショットが作成され、表示オプションを使用できるようになり

ます。

スナップショットの表示

財務サマリから作成したスナップショットを一覧表示するには、次の手順を

実行してください。

1. [スナップショットの表示 ] リンクをクリックします (40ページの図 4-2を参

照してください )。

上位エンティティの財務サマリのスナップショットが一覧表示されます。

このリストには、次の列が含まれています。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*名前

スナップショットの名前。デフォルトは、スナップショット

番号<X>です。<X>は、新規スナップショットに割り当てら

れる連番で、1から始まります。

説明 スナップショットの説明。
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リスト内のスナップショットでは、[レコードの計画 ] 列と [名前 ] 列の間に

右矢印が表示されます。この右矢印をクリックすると、スナップショット

の [名前 ] と [説明 ] を変更できます。

2. [名前] 列にあるスナップショット名をクリックすると、そのスナップショッ

トが開きます。

スナップショットをレコードの計画として指定

財務サマリのスナップショットは、レコードの計画として指定することがで

きます。

レコードの計画のスナップショットを変更するには、次の手順を実行してく

ださい。

1. 財務サマリの [サマリ ] セクションで、[スナップショットの表示 ] をクリック

します (40ページの図 4-2を参照してください )。

スナップショットが一覧表示されます。

列 説明

レコードの計画

[レコードの計画 ] スナップショットのインジケータと、レコー

ドの計画の変更に使用するオプションが表示されます。詳細に

ついては、「スナップショットをレコードの計画として指定」 (69
ページ ) を参照してください。

名前 スナップショットの名前。

日付 スナップショットが作成された日付。

作成者 スナップショットを作成したユーザ。

説明
スナップショットの説明で、作成時に入力します。この列は拡

張できるので、長いテキストの指定も可能です。

デフォルトでは、提案が承認されてプロジェクトになる時点で、財務サマリのスナップショッ

トが自動作成され、そのプロジェクトのレコードの計画として指定されます。

レコードの計画を複数指定する場合には注意が必要です。レコードの計画を変更する場合は、

変更を行う前に、履歴を追跡できるようレコードの計画の現在のスナップショットの [説明 ] を

更新してください (たとえば、このスナップショットは、提案が承認されてプロジェクトになっ

たときのスナップショットであることなどを記述します )。
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2. [レコードの計画 ] 列で、レコードの計画として指定するスナップショット

を選択します。

現在のレコードの計画以外のスナップショットを選択すると、[レコードの

計画として設定 ] ボタンが表示されます。

3. [レコードの計画として設定 ] をクリックします。

4. [完了 ] をクリックします。

プロジェクトを直接作成する場合 (つまり、提案の承認という手順を経ないで

作成 )、最初に作成したプロジェクトスナップショットがレコードの計画にな

りますが、ほかのスナップショットを作成した後で変更できます。

スナップショットの自動作成

次の場合、財務サマリのスナップショットは自動的に作成されます。

 デフォルトでは、提案が承認されてプロジェクトになる時点で、ワークフ

ローステップにより、財務サマリのスナップショットが自動作成されます

(そのプロジェクトのレコードの計画として指定されます )。提案には、[承
認済み提案のスナップショット ] フィールドが追加されます。このフィール

ドには、スナップショットへのリンクが指定されます。

 デフォルトでは、プロジェクトが完了して資産になる時点で、ワークフ

ローステップにより、財務サマリのスナップショットが自動的に作成され

ます。

スナップショットの比較

予測データのコスト明細を比較する場合、最大5つのスナップショット、また

は4つのスナップショットと現在の財務サマリを一度に比較できます。比較対

象には、レコードの計画スナップショットも含めることができます。

スナップショットを比較するには、次の手順を実行してください。

1. 財務サマリの右上隅にある [スナップショットの比較] をクリックします (40
ページの図 4-2を参照してください )。

[スナップショットの比較] ページが開きます。
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2. (オプション) [比較日 ] フィールドで、比較の対象となる日付の範囲を指定

します。日付は、いずれか一方または両方のフィールドに指定できます。

3. [比較対象スナップショットの選択 ] セクションには、比較対象となるスナッ

プショットが一覧表示されます。

[現在 /POR] 列には、次の内容が表示されます。

 レコードの計画スナップショット

 現在の財務サマリ (作成したスナップショットの有無は関係ありませ

ん ) 選択すると、現在の財務サマリの予測および実績のコスト明細が

表示されます。

[日付] 列にはスナップショットの作成日が表示されます。現在の財務サマ

リの場合は、親が作成された日付が表示されます。

[説明 ] 列の内容が途中で切れている場合は、[すべて展開する ] リンクをク

リックすると展開されます。

比較対象のチェックボックスを選択します。スナップショットは5つまで、

またはスナップショット4つと現在の財務サマリを選択できます。

4. [送信 ] をクリックします。

スナップショットの比較結果が表示されます。
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予測データは、コスト明細ごとに比較されます。現在の財務サマリを比較

対象にした場合は、予測コストと実績コストが表示されます。

ライフサイクルエンティティの財務サマリを Microsoft Excelにエクスポート

財務サマリの右上隅にある [Excelにエクスポート] ボタン (40ページの図 4-2を
参照 ) をクリックすると、ライフサイクルエンティティの財務サマリ全体を

Microsoft Excelスプレッドシートにエクスポートできます。ただし、[合計 (年

別 )] セクションとメモは除外されます。

スプレッドシートには、次のデータがエクスポートされます。財務サマリで

選択した [ビュー ] オプションに関係なく、ユーザのアクセス許可で表示可能

なデータがエクスポートされます。

 予測および実績データ : 月別で示されます。

 明細行 : コストおよびベネフィットのカテゴリ別に集計されます。

 [コストの詳細] セクションと [ベネフィットの詳細] セクションでテーブル表

示されているデータベース内で、会計年にゼロ以外の数値があるデータ :
スプレッドシートにキャプチャされ表示されるデータには、財務サマリに

表示可能なデータ (管理者が設定した表示可能な年範囲によって規定され

るデータ ) 以外のデータも含まれます。したがって、何年かのデータをま

とめて参照したい場合は、財務サマリをMicrosoft Excelにエクスポートす

ると便利です。

 コスト明細のユーザデータとベネフィット明細のユーザデータ : 財務サマ

リでは最大5列ですが、上限はありません。

Microsoft Excelスプレッドシートにエクスポートするすべての財務データで

は、財務サマリで選択した通貨が使用されます。

Microsoft Excelスプレッドシートのファイル名はExportFSToExcel.xlsです。

財務サマリのスナップショットをMicrosoft Excelにエクスポートすることも

できます。スプレッドシートは、財務サマリをMicrosoft Excelにエクスポート

する場合と同じです。

Microsoft Internet Explorerバージョン7を使用している場合は、インターネットオプションが

正しく設定されていることを確認してください。詳細については、『スタートアップガイド』を

参照してください。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの監査履歴の表示

財務サマリの監査履歴は、ライフサイクルエンティティの財務サマリに対す

る変更内容をトラッキングします。財務サマリの変更には、PPM Centerまた

はWebサービスを使用します。

[財務サマリの監査履歴 ] ウィンドウを表示するには、財務サマリの右上隅に

ある [財務サマリの監査履歴 ] ボタンをクリックします。監査履歴イベントが、

日付が新しい順に一覧表示されます。

監査履歴の列名は、表 4-4を参照してください。

監査履歴で監査されるタイプとイベントについては、表 4-5を参照してくだ

さい。

表 4-4. ライフサイクルエンティティの財務サマリの監査履歴で表示される列

列名 説明

日付 イベントの日付と時刻。

ユーザ イベントを開始したユーザ。

タイプ

イベントの対象となった財務サマリ内のモジュール :

 承認された予算

 ベネフィット

 予測

 レコードの計画

 スナップショット

コンテキスト 監査エントリ。

イベント
監査履歴のイベントの内容。

監査されるイベントについては、表 4-5を参照してください。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの監査履歴を表示するために必要なアクセス

権限

財務サマリの監査履歴では、財務サマリに関するアクセス権限とアクセス許

可に基づいてエントリが表示されます。表 4-6を参照してください。

表 4-5. 財務サマリの監査履歴のタイプと監査イベント

タイプ 監査されるイベント

予測

 会計年<yyyy>の計画コストの増加 /減少

 会計年<yyyy>の実績コストの増加 /減少

 コスト明細の追加 /削除

 カテゴリの変更

 タイプの変更

 費用タイプの変更

ベネフィット

 会計年<yyyy>の計画ベネフィットの増加 /減少

 会計年<yyyy>の実績ベネフィットの増加 /減少

 ベネフィット明細の追加 /削除

 カテゴリの変更

 タイプの変更

承認された予算 会計年<yyyy>での増加 /減少

スナップショット スナップショットの作成

レコードの計画 レコードの計画の設定

アクセス権限 (たとえば、レコードの計画のスナップショットを設定する権限など ) を割り当て

ても、アクセス許可がなければ操作を実行できません。つまり、アクセス権限とアクセス許可

の両方が必要になります。詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリの表示

および編集に必要なアクセス権限」 (84ページ ) を参照してください。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリでの資産計上とロールアップの

設定

ライフサイクルエンティティの財務サマリでは、コストの資産計上のトラッ

キングの設定や、予測コストや実績コストの自動計算 (ロールアップ) の有効

化と無効化を行います。具体的な計算方法については、「コストデータの計算

と式」 (161ページ) および『HP Resource Managementユーザーガイド』を参照

してください。

ここでは、財務サマリの設定について説明します。設定内容を表示または変

更するには、財務サマリの右上隅にある [財務サマリの設定 ] をクリックしてく

ださい (40ページの図 4-2を参照 )。財務サマリの設定変更には、財務サマリコ

ストを編集する権限が必要です。
.

表 4-6. ライフサイクルエンティティの財務サマリの監査履歴を表示するために

必要なアクセス権限

アクセス権限 説明

コストの表示またはコストの

編集

予測の更新 (コスト明細の追加、変更、または削除 ) に対

する監査履歴エントリの表示を許可します。

ベネフィットの表示またはベネ

フィットの編集

ベネフィットの更新 (ベネフィット明細の追加、変更、

または削除) に対する監査履歴エントリの表示を許可し

ます。

承認された予算の編集
承認された予算の更新に対する監査履歴エントリの表示

を許可します。

レコードの計画の設定

スナップショットの作成に対する監査履歴エントリの表

示を許可します。[レコードの計画 ] アクセス許可として

[ 財務サマリのスナップショットの設定 ] を持つユーザ

は、レコードの計画の更新に関するエントリも表示でき

ます。

ここでは、ライフサイクルエンティティの財務サマリで、タイムシート、プロジェクト、作業

計画に入力されたデータに基づいて、人件費と非人件費の実績値を自動計算する設定について

説明します。計算を行う頻度は、コストロールアップサービスの設定に基づきます。詳細につ

いては、『Installation and Administration Guide』を参照してください。
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次に、財務サマリで行う提案、プロジェクト、資産の設定について説明します。

提案がプロジェクトになり、さらに資産になる過程では、財務サマリで行う

それぞれの設定内容に基づいて、資産計上や自動計算が行われます。

以下の説明では、オプションにスタッフィングプロファイルが使用されます。

スタッフィングプロファイルの詳細については『HP Resource Managementユー

ザーガイド』および『HP Portfolio Managementユーザーガイド』を参照してく

ださい。

財務サマリでの提案の設定

財務サマリで [財務サマリの設定 ] をクリックすると、[財務サマリの設定 ] ペー

ジが開きます (図 4-4を参照 )。

図 4-4. [財務サマリの設定 ] ページで提案を設定

財務サマリで提案の設定を行うには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

提案、プロジェクト、資産で資産計上されたコストをトラッキングするには、管理者が

server.conf設定ファイルのCOST_CAPITALIZATION_ENABLEDパラメータをtrue

に設定する必要があります。PPM Centerの使用開始後は変更しないでください。
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2. 提案を開きます。

3. 提案の [ビジネスケースの詳細 ] セクションで、[財務サマリ ] フィールドにあ

るリンクをクリックすると、提案の財務サマリが開きます。

4. 財務サマリで、[財務サマリの設定 ] をクリックします。

5. 必要に応じて、財務サマリの設定を指定します。

財務サマリでは、次に示すように提案の設定を行います。

 [提案は、資本コストを記録するプロジェクト用です ]: このオプションでは、提

案のプロジェクトで、資産計上したコストのトラッキングを行うかどうか

を指定します。このオプションを選択しない場合、提案の財務サマリにコ

スト明細を追加する際、[費用タイプ ] ([運用 ] または [資本金 ]) を指定でき

なくなります。つまり、コストはすべて運用費として処理されます。

 [スタッフィングプロファイルから予測人件費を計算します]: このオプションは、

財務サマリ上で、予測人件費 (提案されたプロジェクト ) をスタッフィン

グプロファイルから計算 (ロールアップ ) するかどうかを指定します。こ

のオプションを選択すると、予測データ明細 (読み取り専用 ) が財務サマ

リに自動的に追加され、スタッフィングプロファイルの見積もりデータが

反映されます。提案されたプロジェクトの予測人件費が運用コストと資本

コストのどちらになるかは、スタッフィングプロファイルのポジション (保
証済み割り当てを含む ) と、上記で説明した [提案は、資本コストを記録する

プロジェクト用です ] オプションに基づいて決まります。

 [提案リクエストと照らし合わせて記録された時間から、実際の人件費を計算しま

す ]: このオプションは、財務サマリ上で、タイムシート上の時間と提案リ

クエストに基づいて実績人件費を計算 (ロールアップ ) するかどうかを指

定します。このオプションを選択すると、財務サマリは次のように処理さ

れます。

o コスト明細 (読み取り専用 ) が財務サマリに自動的に追加され、タイム

シートの実績人件費が反映されます。

o タイムシートでのカテゴリに関係なく、実績人件費はすべて資本コス

トではなく運用コストとしてロールアップされます。
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o 財務サマリでの実績人件費のカテゴリは、リソースの [コストカテゴリ]
に基づきます。[コストカテゴリ ] が指定されていない場合、コスト明細

の実績人件費には [未指定 ] と表示されます。

財務サマリでのプロジェクトの設定

プロジェクトについて、読み取り専用の [財務サマリの設定] を表示するには、

次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. プロジェクトを開きます。

3. [プロジェクトの詳細 ] タブで、[財務サマリ ] フィールドのリンクをクリック

すると、プロジェクトの財務サマリが開きます。

4. 財務サマリで、[財務サマリの設定 ] をクリックします。

読み取り専用の [財務サマリの設定] ページが開きます。

プロジェクトの財務サマリ設定を指定するには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. プロジェクトを開きます。

3. [プロジェクト設定 ] をクリックします。

4. [プロジェクトの設定 ] ページで、[設定するポリシーの選択 :] の下の [コスト

と工数 ] ポリシーを開きます。
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5. [Financial Management] セクションの [作業計画のFinancial Managementを

有効にする ] チェックボックスが選択されていることを確認します。

6. [コストと工数 ] ポリシーの [Financial Management] セクションで、次に示

すように財務サマリを設定します ([Financial Management] セクションに

は、財務サマリ設定に関連しないオプションもあります。これは、予測お

よび実績の人件費をプロジェクト作業計画にロールアップする方法に関

する設定であり、詳細は「[プロジェクト設定] でのプロジェクトコスト計

算の設定」 (165ページ ) を参照してください )。

財務サマリでは、次に示すようにプロジェクトの設定を行います。

 [このプロジェクト上で資産計上されたコストを許可します]: このオプションは、

資産計上されたコストをプロジェクトでトラッキングするかどうかを指

定します。このオプションを選択しない場合、プロジェクトの財務サマリ

にコスト明細を追加する際、[費用タイプ ] ([運用 ] または [資本金 ]) を指定

できなくなります。つまり、コストはすべて運用費として処理されます。

 [作業計画のFinancial Managementを有効にする]: このオプションでは、プロ

ジェクト作業計画のコスト計算にHP Financial Managementを使用する設定

を行い、[コストと工数 ] ポリシーのオプションを有効または無効にします

(ただし、[スタッフィングプロファイルから予測人件費を計算します ] は除きま

す。このオプションは常に設定可能です)。

 [スタッフィングプロファイルから予測人件費を計算します]: このオプションは、

財務サマリ上で、予測人件費をスタッフィングプロファイルから計算 (ロー

ルアップ ) するかどうかを指定します。このオプションを選択すると、予

測データ明細 (読み取り専用 ) が財務サマリに自動的に追加され、スタッ

フィングプロファイルの見積もりデータ (資本コストと運用コストの分割

比など) が反映されます。

資産計上されたコストを提案で追跡するかどうかは、提案の [財務サマリの設定 ] ページの

オプション [提案は、資本コストを記録するプロジェクト用です ] の設定によって決まりま

す。提案がプロジェクトになる場合、その提案の設定が、プロジェクトのコストと工数ポ

リシーの [このプロジェクト上で資産計上されたコストを許可します ] オプションと矛盾

することがあります。

プロジェクトタイプのコストと工数ポリシーがロックされているときにときに (つまり、

そのタイプの個々のプロジェクトを、そのコストと工数ポリシーの設定より優先させるこ

とができないときに )、そのコストと工数ポリシーでの資産計上コストのトラッキングの設

定が、提案の財務サマリの設定と矛盾する場合は、プロジェクトタイプのコストと工数ポ

リシーが優先されます。そうでない場合、プロジェクトの資産計上コストを追跡するため

の設定は、提案の財務サマリの設定と矛盾しません。
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予測人件費は、スタッフィングプロファイル内の場所の予測データに適用

されるコストレートルールに基づいて計算されます。

 [作業計画とタイムシートから、実際の人件費を計算します (作業計画用にFinancial

Managementを有効にする必要があります )]このオプションは、プロジェク

ト作業計画でHP Financial Managementが有効になっている場合に使用でき

ます。このオプションでは、プロジェクトの作業計画とタイムシートに記

録された時間から実績人件費を計算 (ロールアップ ) するかどうかを指定

します。このオプションを選択すると、財務サマリは次のように処理され

ます。

o コスト明細 (読み取り専用 ) が財務サマリに自動的に追加され、作業計

画とタイムシートの実績人件費が反映されます。

o 実績人件費を資産計上するかどうかの区分はタスクアクティビティで

設定され、この設定は財務サマリに保存されます。

o 財務サマリでの実績人件費のカテゴリは、リソースの [コストカテゴリ]
に基づきます。[コストカテゴリ ] が指定されていない場合、コスト明細

の実績人件費には [未指定 ] と表示されます。

 [作業計画から、実際の非人件費を計算します (作業計画用にFinancial Management

を有効にする必要があります )]このオプションは、プロジェクト作業計画で

HP Financial Managementが有効になっている場合に使用できます。このオ

プションでは、財務サマリの実績非人件費をプロジェクトの作業計画から

計算 (ロールアップ ) するかどうかを指定します。このオプションを選択

すると、財務サマリは次のように処理されます。

o コスト明細 (読み取り専用 ) が財務サマリに自動的に追加され、作業計

画の実績非人件費が反映されます。

提案が承認されてプロジェクトになると、ワークフロー内のコマンドによって提案のス

タッフィングプロファイルのステータスが [承認済み ] となり、そのスタッフィングプロ

ファイルのコピーがプロジェクトのスタッフィングプロファイルになります。

スタッフィングプロファイルのステータスが [承認済み ]、[ベースライン ]、[キャンセル済

み ] の場合、スタッフィングプロファイルからコストはロールアップされません。

作業計画の実績値は、プロジェクトの財務サマリにただちに反映されない場合があります。

コストのロールアップは、システム全体に適用される時間間隔で実行されます。詳細につ

いては、付録 A「コストの計算間隔の設定」 (195ページ ) を参照してください。
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o 実績非人件費を資産計上するかどうかの区分はタスクアクティビティ

で設定され、この設定は財務サマリに保存されます。

o 実績非人件費は、[タスクの詳細] ウィンドウの [コスト] タブにある [非
人件費カテゴリ ] に基づいて区分されます。このフィールドが指定され

ていない場合、コスト明細の実績非人件費には [未指定] と表示されます。

財務サマリでの資産の設定

資産の財務サマリで [財務サマリの設定 ] をクリックすると、[財務サマリの設

定 ] ページが開きます (図 4-5を参照 )。

図 4-5. [財務サマリの設定 ] ページで資産を設定

財務サマリで資産の設定を行うには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. 資産を開きます。

3. 資産の [ビジネスケースの詳細 ] セクションで、[財務サマリ ] フィールドにあ

るリンクをクリックすると、資産の財務サマリが開きます。

作業計画の実績値は、プロジェクトの財務サマリにただちに反映されない場合があります。

コストのロールアップは、システム全体に適用される時間間隔で実行されます。詳細につ

いては、付録 A「コストの計算間隔の設定」 (195ページ ) を参照してください。
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4. 財務サマリで、[財務サマリの設定 ] をクリックします。

5. 必要に応じて、財務サマリの設定を指定します。

財務サマリでは、次に示すように資産の設定を行います。

 [資産は、資本的非人件費を記録します ]: このオプションは、資産計上された

非人件費を資産で記録するかどうかを指定します。このオプションを選択

しない場合、資産の財務サマリに非人件費の明細を追加する際、[費用タイ

プ ] (「運用」または「資本金」) を指定できなくなります。つまり、コスト

はすべて運用費として処理されます。

 [スタッフィングプロファイルから予測人件費を計算します (すべての人件費は運

用コストに設定されます )]: このオプションは、財務サマリ上で、資産に関

連付けられたスタッフィングプロファイルから予測人件費を計算 (ロール

アップ) するかどうかを指定します(プロジェクトが資産になっても、プロ

ジェクトのスタッフィングプロファイルは資産にコピーまたは共有され

ることはありません。資産でスタッフィングプロファイルが必要な場合

は、新規作成してください )。このオプションを選択すると、予測データ

明細 (読み取り専用 ) が財務サマリに自動的に追加され、スタッフィング

プロファイルの見積もりデータ (保証済み割り当て ) が反映されます。予

測人件費はすべて運用コストとなり、資産計上されません。

 [資産と照らし合わせて記録された時間から、実際の人件費を計算します (すべて

の人件費は運用コストに設定されます )]: このオプションは、財務サマリ上で、

タイムシートに記録された時間と資産に基づいて実績人件費を計算 (ロー

ルアップ ) するかどうかを指定します。このオプションを選択すると、財

務サマリは次のように処理されます。

o コスト明細 (読み取り専用 ) が財務サマリに自動的に追加され、タイム

シートの実績人件費が反映されます。

o タイムシートでのカテゴリに関係なく、実績人件費はすべて資本コス

トではなく運用コストとしてロールアップされます。

o 財務サマリでの実績人件費のカテゴリは、リソースの [コストカテゴリ]
に基づきます。[コストカテゴリ ] が指定されていない場合、コスト明細

の実績人件費には [未指定 ] と表示されます。
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの計算と式

次の表に、リストしたライフサイクルエンティティについて、選択した財務

サマリ設定での財務サマリの計算と式の概要を示します。

表 4-7. ライフサイクルエンティティの財務サマリ設定と関連式 (1/2ページ )

項目 財務サマリの選択 式

Proposal

予測人件費

スタッフィングプロ

ファイルから予測人件

費を計算します

予測人件費＝[(合計アサイン×リソースごとのコス

トルールで規定されたレート)＋(未処理のデマンド

×スタッフィングプロファイルの場所のコスト

ルールで規定されたレート )] の合計

実績人件費

提案リクエストと照ら

し合わせて記録された

時間から、実際の人件

費を計算します

実績人件費＝ (タイムシートの実績工数×リソース

ごとのコストルールで規定されたレート ) の合計

Project

予測人件費

スタッフィングプロ

ファイルから予測人件

費を計算します

予測人件費＝[(合計アサイン×リソースごとのコス

トルールで規定されたレート)＋(未処理のデマンド

×スタッフィングプロファイルの場所のコスト

ルールで規定されたレート )] の合計

実績人件費

作業計画とタイムシー

トから、実際の人件費

を計算します

タイムシートが使用される場合 :

実績人件費＝ (タイムシートの実績工数×リソース

ごとのコストルールで規定されたレート ) の合計

タイムシートが使用されない場合 :

実績人件費＝ ( 実績工数×リソースごとのコスト

ルールで規定されたレート ) の合計

実績

非人件費

作業計画から、実際の

非人件費を計算します

実績非人件費＝ (タスクごとの実績非人件費 ) の
合計
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ライフサイクルエンティティの財務サマリの表示および編集に必要なアクセ

ス権限

ライフサイクルエンティティ (提案、プロジェクト、資産 ) の財務サマリでは、

コスト、ベネフィット、承認済み予算の表示と編集、レコードの計画として

使用する財務サマリのスナップショットの指定などの機能へのアクセスは、

アクセス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ペー

ジ) を参照) とアクセス権限 ([財務サマリのアクセスの設定] ページ) で制御し

ます。ここでは、[財務サマリのアクセスの設定 ] ページについて説明します。

このページは、アクセス制御リストとも呼ばれます。

[財務サマリのアクセスの設定 ] ページの内容を変更するには、[コストセキュ

リティの編集] アクセス許可と [セキュリティの編集] アクセス権限が必要です。

アクセス許可は、アクセス権限よりも優先されます。アクセス権限 (たとえ

ば、レコードの計画のスナップショットを設定する権限など ) を割り当てて

も、アクセス許可がなければ操作を実行できません。

ここでは、ライフサイクルエンティティに関するアクセス権限について説明

します。アクセス権限を変更するには、財務サマリの右上隅にある [アクセス

の設定 ] をクリックしてください (40ページの図 4-2を参照 )。

Asset

予測人件費

スタッフィングプロ

ファイルから予測人件

費を計算します (すべ

ての人件費は運用コス

トに設定されます )

予測人件費＝[(合計アサイン×リソースごとのコス

トルールで規定されたレート)＋(未処理のデマンド

×スタッフィングプロファイルの場所のコスト

ルールで規定されたレート )] の合計

実績人件費

資産と照らし合わせて

記録された時間から、

実際の人件費を計算し

ます (すべての人件費

は運用コストに設定さ

れます )

実績人件費＝ (タイムシートの実績工数×リソース

ごとのコストルールで規定されたレート ) の合計

表 4-7. ライフサイクルエンティティの財務サマリ設定と関連式 (2/2ページ )

項目 財務サマリの選択 式
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財務サマリで [アクセスの設定 ] をクリックすると、[財務サマリのアクセスの

設定 ] ページが開き、アクセス権限が列ごとに表示されます。図 4-6の例を参

照してください。

図 4-6. [財務サマリのアクセスの設定 ] ページの例

アクセス権限は、アクセス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセ

ス許可」 (148ページ ) を参照 ) との組み合わせに基づいて、ユーザとセキュリ

ティグループに許可する機能 (表 4-8を参照 ) を指定します。

ユーザを追加するには、[ユーザの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス

権限を指定します。セキュリティグループを追加するには、[セキュリティグ

ループの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス権限を指定します。ユー

ザまたはセキュリティグループを削除する場合は、名前の左にある削除アイコ

ンをクリックします。

ライフサイクルエンティティの財務サマリの操作には、ライフサイクルエンティティへのアク

セス権限が必要です。提案の財務サマリにアクセスできても、その提案がプロジェクトになっ

た後、プロジェクトの財務サマリにアクセスできるとは限りません。また、プロジェクトの財

務サマリにアクセスできても、そのプロジェクトが資産になった後、資産の財務サマリにアク

セスできるとは限りません。
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表 4-8. ライフサイクルエンティティに対する [財務サマリのアクセスの設定 ] 
ページのアクセス権限 (1/3ページ )

アクセス権限 説明

コストの表示

(読み取り専用 ) 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションで予測

コストおよび実績コストとメモの表示を許可し、そのスナップ

ショットでコストの表示を許可します。

[財務サマリのコストの表示] または [財務サマリの実績の編集] の
アクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリのコストの表示 ] または [全財務サマリの実

績の編集 ] のアクセス許可がある場合には、このアクセス権限は

不要です。

コストの編集

次の操作を許可します。

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションの予測コストと実績

コストを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 [コストの詳細 ] セクションにメモを追加。

 財務サマリのスナップショットを作成および表示。

 財務サマリの [統計 ] セクションにある [名前 ] フィールドと 
[説明 ] フィールドを編集。

 財務サマリの設定を編集。

[財務サマリの実績の編集 ] のアクセス許可も必要です。

注記:[全財務サマリの実績の編集] アクセス許可がある場合には、

このアクセス権限は不要です。
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ベネフィットの表示

財務サマリの [ ベネフィットの詳細 ] セクションで予測ベネ

フィットおよび実績ベネフィットとメモの表示を許可し、そのス

ナップショットでベネフィットの表示を許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [財務サマリのコストの表示] アクセス許可または [財務サマリ

の実績の編集 ] アクセス許可。

 [財務ベネフィットの表示] アクセス許可または [財務ベネフィッ

トの編集 ] アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

注記:[全財務ベネフィットの表示] アクセス許可または [全財務ベ

ネフィットの編集 ] アクセス許可がある場合には、このアクセス

権限は不要です。

ベネフィットの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] セクションのベネフィッ

トを編集 (ベネフィット明細の追加、更新、削除 )。

 [ベネフィットの詳細 ] セクションにメモを追加。

 財務サマリのスナップショットを作成および表示。

次の許可または権限も必要です。

 [財務ベネフィットの編集 ] アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

 財務サマリのベネフィットの表示に必要なアクセス権限 (この

表の「ベネフィットの表示」アクセス権限を参照 )。

注記:[全財務ベネフィットの編集] のアクセス許可がある場合は、

このアクセス権限は不要です。

表 4-8. ライフサイクルエンティティに対する [財務サマリのアクセスの設定 ] 
ページのアクセス権限 (2/3ページ )

アクセス権限 説明
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承認された予算の編集

財務サマリの承認された予算へのエントリ追加を許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [承認された予算の編集 ] アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

注記 :[全財務サマリの承認済み予算の編集 ] のアクセス許可があ

る場合は、このアクセス権限は不要です。

レコードの計画の設定

財務サマリのスナップショット一覧で、レコードの計画としてス

ナップショットを指定することを許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [財務サマリのスナップショットをレコードの計画として設定 ]
アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

セキュリティの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 [財務サマリのアクセスの設定 ] ページで、ユーザとセキュリ

ティグループを追加および削除。

 ユーザとセキュリティグループの財務サマリのアクセス権限

を変更。

[コストセキュリティの編集 ] アクセス許可も必要です。

注記 :[全財務サマリのコストセキュリティの編集 ] のアクセス許

可がある場合は、このアクセス権限は不要です。

表 4-8. ライフサイクルエンティティに対する [財務サマリのアクセスの設定 ] 
ページのアクセス権限 (3/3ページ )

アクセス権限 説明
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[財務サマリのアクセスの設定 ] ページを開くと、プロジェクトマネージャ、

ベネフィットマネージャ、コストの参加者について、アクセス権限が列ごと

に表示されます。前提として必要なアクセス許可がある場合に、ここに挙げ

たアクセス権限で、次の操作が許可されます。

 プロジェクトマネージャは、次の操作を実行できます。

o 予測コストと実績コストの表示と編集

o スナップショットの表示と作成

o ほかのユーザのアクセス権限の編集

 ベネフィットマネージャは、次の操作を実行できます。

o 予測コストと実績コストの表示

o ベネフィットの表示と編集

o スナップショットの表示と作成

o ほかのユーザのアクセス権限の編集

 コストの参加者は、次の操作を実行できます。

o 予測コストと実績コストの表示

o スナップショットの [コストの詳細 ] セクション (コスト ) の表示

コストの参加者の指定には、プロジェクトの [プロジェクトセキュリティ ]
ポリシーにある [財務サマリと作業計画コストを表示できる人員 ] フィールド

で選択したオプションを使用します。
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プログラムの財務サマリ

プログラムの財務サマリを表示するには、プログラムの [プログラムの設定 ]
ページにある [このプログラムのFinancial Managementを有効にする ] チェック

ボックスを選択する必要があります。

プログラムの財務サマリには、次のような機能があります。

 プログラムの提案、プロジェクト、資産で資産計上が設定されている場

合、資産計上された費用と運用費を別々に表示します。

 プログラムの提案、プロジェクト、資産のいずれでも資産計上が設定され

ていない場合、人件費と非人件費を別々に表示します。

 設定可能な会計期間を使用します。会計年は任意の日付から開始できま

す。グレゴリオ暦での12か月とし、小売業で使用される標準または非標準

のカレンダーを使用できます。表示されるのは、管理者が作成した会計期

間のみです。会計期間の詳細については、『Generating Fiscal Periods』を参

照してください。

 承認された予算、予測コストと実績コスト、予測ベネフィットと実績ベネ

フィットを表示します。この値は [財務サマリ ] ページで直接編集するこ

とはできません。編集は、適切な権限を持つユーザが財務サマリから別の

ページにアクセスして行います。

 通貨金額の表示と保存には、PPM Centerの基本通貨のみが使用されます。

 通貨金額の入力形式は、server.conf設定ファイルで設定できます。詳細

については、「財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定」 (146
ページ) を参照してください。
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プログラムの財務サマリにある [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの

詳細 ] セクションでは、次の2つのタイプのデータが表示されます。

 ロールアップデータ : すべてのプログラムにはロールアップデータがあり

ます。これは、プログラムに含まれる提案、プロジェクト、資産のデータ

の合計 (ロールアップ ) であり、変更できません。ロールアップデータの

明細行は薄い灰色で表示され、セルは編集できません。

 編集可能なデータ : すべてのプログラムには、編集可能なデータを入力で

きます (オプション )。この値は、自由に編集できます。通常の場合、この

データは、プログラムの財務サマリに、コスト明細またはベネフィット明

細として手動で追加されます。このコスト明細は色付きではありません

が、セルを選択して編集できます。

プログラムの財務サマリには、各種ボタン、[統計 ] セクション、[サマリ ] セク

ション、グラフ、およびコストとベネフィットのデータを示すテーブルがあ

ります。これらの詳細について、以下の節で説明します。

プログラムの財務サマリの右上隅にあるボタン

プログラムの財務サマリの右上隅には、次に示すボタンがあります。

 [スナップショットの比較 ] ボタン : スナップショットの詳細については、「プ

ログラムの財務サマリのスナップショット」 (111ページ ) を参照してくだ

さい。

プログラムのコストとヘルスは、プログラムに含まれる提案、プロジェクト、資産の金額

に基づいて計算されます。この計算では、財務サマリにコスト明細がある場合 (値がゼロ

の場合を含む )、財務サマリのコストが使用されます。また、財務サマリにコスト明細がな

い場合は、作業計画のコストが使用されます。

財務サマリのロールアップデータは、直接編集できません。

ただし、プログラム内のプロジェクトが開始される前にキャンセルされ、そのプロジェク

トの予測データをロールアップデータから除外したい場合には、プログラムからプロジェ

クトを削除してください。

進行中のプロジェクトがクローズまたはキャンセルされ、それ以降の予測データをロール

アップデータから除外したい場合には、そのプロジェクトの財務サマリに含まれる月の予

測データを削除してください。
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 [財務サマリの設定] ボタン: このボタンをクリックすると、[財務サマリの設

定 ] ウィンドウが開きます。このウィンドウのフィールドでは、財務サマ

リで使用する資本コストデータ (編集可能 ) のトラッキングを有効または

無効にできます。詳細については、「プログラムの財務サマリでの資産計

上とロールアップの設定」 (116ページ) を参照してください。

 [アクセスの設定 ] ボタン : このボタンを使用できるのは、ほかのユーザが使

用する財務サマリのビュー設定や項目の編集を行う権限があるユーザの

みです。アクセス権限の詳細については、「プログラムの財務サマリの表

示および編集に必要なアクセス権限」 (117ページ ) を参照してください。

 [財務サマリの監査履歴 ]ボタン : このボタンをクリックして、ライフサイク

ルエンティティの財務サマリに対する変更内容をトラッキングします。財

務サマリの監査履歴の詳細については、「プログラムの財務サマリの監査

履歴の表示」 (116ページ) を参照してください。

 [Excelにエクスポート ] リンクは、財務サマリをMicrosoft Excelスプレッド

シートにエクスポートします。詳細については、「プログラムの財務サマ

リをMicrosoft Excelにエクスポート」 (115ページ) を参照してください。

プログラムの財務サマリの [統計 ] セクション

プログラムの財務サマリの [統計] セクションでは、表 4-9で示すフィールド

が表示されます。

プログラムの財務サマリの [サマリ ] セクション

プログラムの財務サマリの [サマリ ] セクションでは、表 4-10で示すフィール

ドが表示されます。

表 4-9. プログラムの財務サマリの [統計 ] セクションにあるフィールド

フィールド (*必須 ) 説明

*名前 財務サマリの名前。

作成日時 財務サマリを作成した日付。

作成者 財務サマリを作成したユーザ。

説明 財務サマリの説明。
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表 4-10. プログラムの財務サマリの [サマリ ] セクションにあるフィールド

(1/3ページ )

フィールド (*必須 ) 説明

割引率

プログラムに適用する割引率 (適用する場合 )。この割引率は、

NPV(ロールアップ ) ではなく、NPV(編集可能 ) の計算で使用

します。

合計予測コストa プログラムの全期間での、予測 (計画 ) コストの合計額。

合計予測ベネフィットa プログラムの全期間での、予測 (計画 ) ベネフィットの合計額。

NPV a

プログラムの全期間での正味現在価値。NPVは、プログラムコ

ンテンツのNPVと、プログラムに手動で追加したデータ (追加

した場合 ) のNPVの合計です。

以下に各項目を説明します。

NPV: 正味現在価値。

NPV(ロールアップ ): プログラムコンテンツの正味現在価値。

プログラムに含まれる各ライフサイクルエンティティのNPV
を示します。各ライフサイクルエンティティのNPVの計算方

法は、『HP Portfolio Managementユーザーガイド』を参照して

ください。

NPV(編集可能): 手動で追加したデータ (追加した場合) に基づ

くプログラムの正味現在価値。ここで使用される名目収益は、

ライフサイクルエンティティではなくプログラムに手動で追

加したコストとベネフィットのみを元に計算されます。NPV(編
集可能 ) の計算方法は、『HP Portfolio Managementユーザーガ

イド』を参照してください。この計算で使用する割引率は、プ

ログラムの [財務サマリの設定 ] ページで設定されます。

承認済み予算の合計b プログラムの全期間において、プログラムに割り当てられた承

認済みの資金 (ロールアップと編集可能データの両方を含む )。

NPV NPV rollup  NPV editable +=
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[承認済み予算明細の表示 ]
リンク

クリックすると、[予算の詳細 ] ページが開きます。このページ

では、承認済み予算の合計額に含まれる個々の予算明細 (ロー

ルアップと編集可能データの両方 ) が一覧表示されます。

[予算の詳細 ] ページでは、合計の承認済み予算のフィルタ条件

として、[会計年 ] フィールドで現在の会計年、前の年、次の

年、すべての年を選択することにより、既存の承認済み予算の

表示を絞り込むことができます。予算明細には、名前、日付、

金額、会計年、作成者、説明が表示されます。

[予算の詳細 ] ページで [予算の更新 ] をクリックすると、現在

の会計年、前の年、次の年の承認済み予算に予算明細 (正また

は負の値 ) を追加できます。ロールアップデータから作成され

た予算明細は、編集または削除できません。明細の追加につい

ては、「承認された予算に明細を追加」 (102ページ ) を参照して

ください。

表示通貨

次の通貨を切り替えて、金額を表示できます。

 プログラムコンテンツ (提案、プロジェクト、資産 ) の通貨

 システムのデフォルト通貨

すべてのコンテンツで共通の通貨を使用する場合のみ、[表示

通貨 ] フィールドが表示されます。

通貨の詳細については、第 3 章「財務為替レートと通貨の管

理」 (27ページ ) を参照してください。

合計実績コストa プログラムの全期間での、実績コストの合計額。

合計実績ベネフィットa プログラムの全期間での、実績ベネフィットの合計額。

表 4-10. プログラムの財務サマリの [サマリ ] セクションにあるフィールド

(2/3ページ )

フィールド (*必須 ) 説明
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プログラムの財務サマリの [合計 (年別 )] セクション

プログラムの財務サマリの [合計 (年別 )] セクションは、ライフサイクルエン

ティティの財務サマリの [合計 (年別 )] セクションと類似しています。詳細に

ついては、「ライフサイクルエンティティの財務サマリの [合計 (年別 )] セク

ション」 (45ページ ) を参照してください。

合計名目収益a

プログラムの全期間での合計名目収益。合計名目収益 (TNR)
とは、プログラムコンテンツの合計ベネフィットから、プログ

ラムコンテンツの合計コストを差し引いた金額です。

以下に各項目を説明します。

TNR: 合計名目収益。

Benefit: プログラムコンテンツの合計ベネフィット。プログラ

ムに含まれる各ライフサイクルエンティティに関するすべて

のロールアップベネフィットと編集可能なベネフィットの合

計額です。

Cost: プログラムコンテンツの合計コスト。プログラムに含ま

れる各ライフサイクルエンティティに関するロールアップコ

ストと編集可能なコストの合計額です。

[スナップショット ] フィー

ルド、[スナップショットの

作成 ] ボタン

財務サマリのスナップショットを作成します。詳細について

は、「プログラムの財務サマリのスナップショット」 (111ペー

ジ ) を参照してください。

[スナップショット ] フィー

ルド、[スナップショットの

表示 ] リンク

財務サマリのスナップショットを一覧表示します。

a. このメトリクスは、財務サマリ内のすべてのデータが対象になり、表示可能な期間範囲を超えるデータも対象に

することができます。

b. [承認済み予算の合計 ] には、財務サマリ内で承認された予算データがすべて含まれます。データは、データが存

在する会計年ごとに表示できます。

表 4-10. プログラムの財務サマリの [サマリ ] セクションにあるフィールド

(3/3ページ )

フィールド (*必須 ) 説明

TNR Benefit Cost–=
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プログラムの財務サマリの [コストの詳細 ] セクション

コスト関連のユーザデータフィールドを管理者がオプションで設定した場

合、そのフィールドは、財務サマリの [コストの編集 ] ページの上部 ([コスト

の詳細 ] セクションの上 ) に表示されます。これらのユーザデータフィールド

の詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参照してください。

[コストの詳細] セクションに表示されるテーブルには、プログラムの予測コス

トと実績コストが、月別、四半期別、または年別に示されます。[実績 ] は、

同じ期間中に実際に発生したコストを示します。

表示される年の範囲については、「会計年の設定可能範囲」 (47ページ) を参照

してください。

管理者は、プログラムやプログラムコンテンツの資産計上コストと運用コス

トを別々にトラッキングするように設定できます。コストの詳細は、デフォ

ルトでは次のフィールドで指定されるコスト明細で構成されます。

 [タイプ ] (「人件費」または「非人件費」)

 [カテゴリ ]:

o 「請負業者」または「従業員」(「タイプ」が「人件費」に設定されている場合 )

o 「ハードウェア」、「ソフトウェア」、「トレーニング」([タイプ ] が「非人件

費」に設定されている場合 )

 管理者がコスト明細用にオプションで設定したユーザデータフィールド (詳
細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参照してください)

テーブル内の金額がすべて1000倍される場合、セクションのタイトルは [コストの詳細 

(x $1,000)] になります。

財務サマリでは、表示期間以外のコストを表示することもできます。すべての財務サマリデー

タを表示するには、財務サマリをMicrosoft Excelスプレッドシートにエクスポートします。詳

細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリを Microsoft Excelにエクスポート」

(72ページ ) を参照してください。

管理者は、コストの [カテゴリ ] に対して新しい値を追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 CST - 予算人件費カテゴリ

 CST - 予算非人件費カテゴリ

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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追加したコストのタイプや、選択した [ビュー ] オプション (「プログラムの財

務サマリのテーブルで使用できる機能」 (100ページ) を参照 ) によっては、[コ
ストの詳細] セクションのテーブルに1つまたは2つのサブテーブルが表示され

ます。

 プログラムやプログラムコンテンツで資産計上コストと運用コストを

別々にトラッキングしている場合、サブテーブルが 1つまたは 2つ追加さ

れ、使用されている [費用タイプ ] がヘッダとして表示されます。

o [資本金合計 ] または [運用費の合計 ] (合計のみを表示する場合 )。

o [資本金 ] または [運用 ] (明細を表示する場合)。さらに、次の行が表示さ

れます。

 各コスト明細に対するカテゴリの行とタイプの行

 [資本金合計]、[運用費の合計 ] の行のどちらか、または両方

 資本コストと運用コストを別々にトラッキングしない場合、1つまたは2つ
のサブテーブルが表示されます。サブテーブルのヘッダには、使用してい

る [タイプ ] ごとに次の項目が表示されます。

o [非人件費の合計 ] または [人件費の合計 ] (合計のみを表示する場合)

o [非人件費 ] または [人件費 ] (明細を表示する場合 )。さらに、次の行が表

示されます。

 各コスト明細に対するカテゴリの [カテゴリ ] 行

 [非人件費の合計 ] または [人件費の合計 ] の行

いずれの場合も、サブテーブルの最後には [月合計 ]、[四半期合計 ]、[年合計 ]、
または [総合 ] というヘッダで合計額が表示されます (ヘッダは、[ビュー] オプ

ションを使用して、[月 ]、[四半期 ]、[年 ]、[合計 ] のどれを基準にデータを表

示しているかによって異なります)。

予測データの自動計算の設定方法については、「プログラムの財務サマリでの

資産計上とロールアップの設定」 (116ページ ) を参照してください。自動計算

を行うと、財務サマリの [コストの詳細 ] セクションに、予測コストまたは実績

コストの明細 (行 ) が追加されます。この行は編集できません。
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[コストの詳細] セクションには、予測コストまたは実績コストがまだ入力され

ていない場合は [コストの追加 ] ボタン、入力済みの場合は [コストの編集 ] ボタ

ンが表示されます。詳細については、「コスト明細の追加、削除、編集」 (104
ページ) を参照してください。

プログラムの財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] セクション

ベネフィット関連のユーザデータフィールドを管理者がオプションで設定し

た場合、そのフィールドは、財務サマリの [ベネフィットの編集 ] ページの上

部 ([ベネフィットの詳細 ] セクションの上 ) に表示されます。これらのユーザ

データフィールドの詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』

を参照してください。

[ベネフィットの詳細 ] セクションに表示されるテーブルには、プログラムの予

測ベネフィットと実績ベネフィットが、月別、四半期別、または年別に示さ

れます。[実績 ] は、同じ期間中に実際に発生したベネフィットを示します。

表示される年の範囲については、「会計年の設定可能範囲」 (47ページ) を参照

してください。

ベネフィットの詳細は、デフォルトでは次のフィールドで指定されるベネ

フィット明細で構成されます。

 [タイプ ] (「節減」、「収入」、「回避」)

 [カテゴリ ]:

o 「ハードウェア」、「人件費」、「メンテナンス」([タイプ ] が「節減」に設定

されている場合 )

o 「製品」または「サービス」([タイプ] が「収入」に設定されている場合 )

o 「コンプライアンス」または「リーガル」([タイプ ] が「回避」に設定され

ている場合 )

テーブル内の金額がすべて1000倍される場合、セクションのタイトルは [ベネフィットの詳細

(x $1,000)] になります。

財務サマリには、表示可能な会計年の範囲を超えたベネフィットも含めることができます。す

べての財務サマリデータを表示するには、財務サマリをMicrosoft Excelスプレッドシートにエ

クスポートします。詳細については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリを Microsoft

Excelにエクスポート」 (72ページ ) を参照してください。.
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 管理者がベネフィット明細用にオプションで設定したユーザデータ

フィールド (詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参

照してください )

追加したベネフィットのタイプや、選択した [ビュー ] オプション (「プログラ

ムの財務サマリのテーブルで使用できる機能」 (100ページ ) を参照 ) によって

は、[ベネフィットの詳細 ] セクションのテーブルに最大で 3つのサブテーブル

が表示されます。サブテーブルのヘッダには、使用している [タイプ ] ごとに

次の項目が表示されます。

 [収入の合計 ]、[節減合計 ]、[回避の合計 ] (合計のみを表示する場合 )。

 [収入 ]、[節減 ]、[回避 ] (明細を表示する場合)。さらに、次の行が表示され

ます。

o ベネフィットの各明細を示す [カテゴリ ] 行

o [収入の合計 ]、[節減合計 ]、[回避の合計 ] の行

サブテーブルの最後には [月合計 ]、[四半期合計 ]、[年合計 ]、または [総合 ] と
いうヘッダで合計額が表示されます (ヘッダは、[ビュー ] オプションを使用し

て、[月 ]、[四半期 ]、[年 ]、[合計 ] のどれを基準にデータを表示しているかに

よって異なります )。

ベネフィットの自動計算を設定する方法については、「プログラムの財務サマ

リでの資産計上とロールアップの設定」 (116ページ ) を参照してください。自

動計算を行うと、財務サマリの [ベネフィットの詳細] セクションに、ベネフィッ

トの明細 (行 ) が追加されます。この行は編集できません。

[ベネフィットの詳細 ] セクションには、ベネフィットがまだ入力されていない

場合は [ベネフィットの追加 ] ボタン、入力済みの場合は [ベネフィットの編集 ]
ボタンが表示されます。詳細については、「ベネフィット明細の追加、削除、

編集」 (108ページ) を参照してください。.

管理者は、新しい値をベネフィットの [カテゴリ ] に追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 財務ベネフィットの回避カテゴリリスト

 財務ベネフィットの明細カテゴリリスト

 財務ベネフィットの収入カテゴリリスト

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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プログラムの財務サマリのテーブルで使用できる機能

プログラムの財務サマリにある [コストの詳細] セクションと [ベネフィットの詳

細 ] セクションに表示されるテーブルには、[コストの編集] ページおよび [ベ
ネフィットの編集 ] ページで次の機能があります。

 水平スクロールバーを使用して期間全体を表示できます。また必要に応じ

て、コストやベネフィットのカテゴリリスト内にある正式名称をスクロー

ルバーを使用して表示できます。各テーブルで、左側にあるカテゴリと右

側にある金額データを区切る縦の分割ラインの位置を調整できます。

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクショ

ンの [ビュー ] オプションで、次のいずれかを表示できます。

o [合計のみ ] をクリックした場合は合計のみ

o [<x> 詳細の明細] をクリックした場合は明細 (および合計) (ここで、<x>

はシステムによって決まる1～100の数値)

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクショ

ンの [ビュー ] オプションで、次のいずれかを [コストの編集 ] ページおよ

び [ベネフィットの編集 ] ページに表示できます。

o [予測のみ ] をクリックした場合は予測値のみ

o [予測と実績 ] をクリックした場合は予測値と実績値

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクショ

ンの [ビュー ] オプションで、次のいずれかを [コストの編集 ] ページおよ

び [ベネフィットの編集 ] ページに表示できます。

o [月 ] をクリックした場合は月別データ (および四半期別の合計)

o [四半期 ] をクリックした場合は四半期別データ

テーブルの明細が100行を超える場合は、合計のみを表示できます。
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o [年 ] をクリックした場合は年別データ : このオプションを選択すると、

設定された範囲のすべての会計年 (「会計年の設定可能範囲」 (47ペー

ジ ) を参照 ) がテーブルに表示されます。ただし、その範囲は財務サマ

リに対して非ゼロデータがある年に限定されます。[ コストの編集 ]
ページと [ベネフィットの編集] ページでは、[会計年] フィールドと [前
年からコピー ] ボタンが適用されなくなり、非表示になっています。

また、財務サマリの [コストの詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セ
クションの [ビュー ] オプションで、次の内容を表示できます。

o すべての年にわたる明細ごとの合計データ ([合計 ] をクリックした場

合 ): この [合計 ] オプションは [コストの編集] ページや [ベネフィット

の編集] ページでは使用できません。これらのページでは、[明細合計]
列に明細ごとの合計が常に表示されます。また、選択した [ビュー ] オ
プションに [予測と実績 ] が含まれる場合は、[予測 ] および [実績 ] のサ

ブ列も表示されます。

プログラムの財務サマリに関する一般的な情報

プログラムの財務サマリでは、会計期間を設定できます。会計年は任意の日

付から開始できます。グレゴリオ暦での 12か月とし、小売業で使用される標

準または非標準のカレンダーを使用できます。表示されるのは、管理者が作

成した会計期間のみです。会計期間の詳細については、『Generating Fiscal
Periods』を参照してください。

承認済み予算、予測コスト、実績コスト、予測ベネフィット、実績ベネフィッ

トは、財務サマリの一部として処理され、個別に処理されることはありませ

ん。このようなデータの編集は、[財務サマリ] ページで直接行うのではなく、

アクセス許可を持ったユーザが財務サマリから別のページにアクセスして行

います。

プログラムの財務サマリの表示

プログラムの財務サマリを開いて表示するには、次の手順を実行してください。

1. PPM Centerにログオンします。

2. プログラムを検索して開きます。
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3. プログラムの [概要 ] タブにある [プログラムコスト ] セクション見出しで、

[財務サマリ] フィールド内のリンク (財務サマリの名前) をクリックします

([プログラム設定 ] で [このプログラムのFinancial Managementを有効にす

る ] チェックボックスを選択すると、[プログラムコスト ] セクションが表示

されます )。

[財務サマリ] ページが開きます。

プログラムの財務サマリの編集

ユーザにアクセス許可がある場合、以下で説明する手順に従って、[財務サマ

リ ] ページで承認済み予算、予測コストおよび実績コスト、予測ベネフィット

および実績ベネフィットを編集できます。また、承認された予算については、

明細を追加することはできますが、既存の明細の変更または削除はできません。

承認された予算に明細を追加

[承認された予算の編集] または [全財務サマリの承認済み予算の編集] のアク

セス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を
参照 ) と、[承認された予算の編集 ] アクセス権限 (「プログラムの財務サマリ

の表示および編集に必要なアクセス権限」 (117ページ ) を参照 ) を持つユーザ

は、プログラムの承認済み予算に明細を追加できます。ただし、既存の明細

の編集はできません。

承認された予算に明細を追加するには、次の手順を実行してください。

1. [財務サマリ] ページで、[承認済み予算明細の表示 ] リンクをクリックします

財務サマリ内のセクションを表示または編集できるかどうかは、ユーザに割り当てられている

アクセス許可の設定と、財務サマリのアクセス権限によって決まります。詳細については、「プ

ログラムの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (117ページ ) および「財務サ

マリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を参照してください。

ドルなどの通貨で金額を入力する際の形式は、server.conf設定ファイルのパラメータで指

定します (「財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定」 (146ページ ) を参照 )。
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[予算の詳細 ] ページが開きます。現在の会計年の予算が一覧表示されま

す。サマリデータは、[承認された予算 ] セクション見出しに表示されます。

2. [会計年 ] フィールドで、[すべての表示 ] を選択するか、ドロップダウンリ

ストから会計年を選択します。

選択内容に基づいて、[予算の詳細 ] ページがリフレッシュされます。

3. [予算の更新 ] をクリックします。

[予算の更新] ウィンドウが開きます。

4. 次の表で示す内容をフィールドに入力します。

5. [完了 ] をクリックします。

確認ダイアログが表示されます。確認した更新は、承認された予算から後

で削除することはできません。

これで、承認済み予算に明細が追加されました。[会計年<会計年>の承認済

み予算の合計 ] フィールド ([会計年 ] が [すべての表示 ] に設定されている場

合は [承認済み予算の合計 ]) の値が更新されます。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*名前

承認済み予算の明細の名前。既存の明細と同じ名前、または

別の名前を指定できます。いずれの場合も、明細は新しいエ

ントリ (行 ) として入力されます。

費用タイプ

財務サマリでコストの資産計上が有効であり、かつ

server.confのCOST_CAPITALIZATION_ENABLED
パラメータがtrueに設定されている場合にのみ表示され

ます。オプションは、[運用 ] (デフォルト ) と
[資本金 ] です。

*会計年 予算明細の追加先となる会計年 (現在の会計年、昨年、来年)。

*金額
選択した会計年の承認済み予算に加算、または承認済み予算

から減算する金額。負の値を入力すると、減算されます。

説明 承認済み予算に新しく追加する明細の説明 (オプション )。
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6. [予算の詳細] ページにある [完了 ] をクリックします。

コスト明細の追加、削除、編集

[財務サマリの実績の編集] または [全財務サマリの実績の編集] のアクセス許

可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を参照 )
と [コストの編集 ] アクセス権限 (「プログラムの財務サマリの表示および編

集に必要なアクセス権限」 (117ページ ) を参照 ) を持つユーザは、予測コスト

と実績コストの明細の追加と削除、カテゴリなどのデータの編集を実行でき

ます。

予測コストおよび実績コストの明細を編集または追加するには、次の手順を

実行してください。

1. 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションにコスト明細がない場合、コスト

明細を追加するには [コストの追加 ] をクリックします。明細がある場合は

[コストの編集] をクリックします。

[コストの編集 ] ページが開きます。

2. デフォルトでは現在の会計年が表示されますが、[会計年 ] フィールドのド

ロップダウンリストで会計年を選択できます。

必要に応じて、[ビュー ] オプション、水平スクロールバー、分割ラインを

使用できます。詳細については、「プログラムの財務サマリのテーブルで

使用できる機能」 (100ページ ) を参照してください。

コスト明細がすでに追加されている場合は、以下に注意してください。

 財務サマリのプログラムまたはプログラムコンテンツで資産計上され

たコストと運用コストを別々にトラッキングしている場合 (「プログラ

ムの財務サマリでの資産計上とロールアップの設定」 (116ページ ) を
参照 )、テーブルには1つまたは2つのサブテーブル (編集可能) が表示

されます。このサブテーブルでは、ヘッダに各費用タイプ ([資本金 ] ま
たは [運用 ])、コスト明細行にカテゴリとタイプが表示されます。

 資産計上されたコストと運用コストを別々にトラッキングしていない

場合、テーブルには1つまたは2つのサブテーブル (編集可能 ) が表示

編集可能な会計年の予算エントリを運用から資本金に変更する必要がある場合は、以下を作成

します。

 [費用タイプ ] を [運用 ] に設定した負のオフセット予算エントリ

 [費用タイプ ] を [資本金 ] に設定した同額の予算エントリ
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されます。このサブテーブルのヘッダには [タイプ ] ([非人件費 ] または

[人件費 ])、コスト明細行には [カテゴリ ] が表示されます。

 サブテーブルのデータは合計され、読み取り専用のサブテーブルの [合
計 ] というヘッダーに合計額が表示されます。

 各明細の合計は [明細合計 ] 列に表示されます (選択した [ビュー ] オプ

ションに [予測 ] ではなく [予測と実績 ] が含まれる場合は、[予測 ] およ

び [実績 ] のサブ列も表示されます )。[ビュー ] オプションに [月 ] また

は [四半期 ] が含まれる場合は、選択した会計年のみの値が明細合計に

反映されます。[ビュー ] オプションに [年 ] が含まれる場合は、設定さ

れた範囲内のすべての会計年の値の合計が明細合計に反映されます。

合計は、データを編集すると動的に更新されます。

3. コスト明細を追加するには、次の手順を実行してください。

a. [コスト明細の追加] をクリックします。

[コスト明細の追加] ページが開きます。

b. 次の表で示す内容をフィールドに入力します。

[コストの編集 ] ページの [コストの詳細 ] セクションにある [前年からコピー ] をクリック

すると、現在表示している会計年の前年の予測データがコピーされます。実績データはコ

ピーされないので、財務サマリで表示されている実績データは上書されません。

財務サマリで表示できるコスト明細は、300行までです。
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c. [追加] をクリックすると、明細を追加した後 [コスト明細の追加 ] ペー

ジが閉じます。[ほかの項目を追加 ] をクリックすると、明細を追加した

後 [コスト明細の追加] ページは開いたままになります。

4. 明細行を削除するには、削除する明細の左の削除アイコンをクリックしま

す。いずれの会計年についても、実績額がゼロでない行には削除アイコン

は表示されず、削除できません。

5. コスト明細に関連するフィールド (105ページの手順 3を参照) を編集する

には、次の手順を実行してください。

a. 編集する明細の左にある右矢印をクリックします。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*タイプ 「人件費」または「非人件費」。

*カテゴリ

「請負業者」または「従業員」([タイプ ] が「人件費」
に設定されている場合 )。

「ハードウェア」、「ソフトウェア」、「トレーニング」
([タイプ ] が「非人件費」に設定されている場合 )。

費用タイプ

「運用」または「資本金」。このフィールドが表示さ
れるのは、プログラムの財務サマリで、資産計上し
たコストをトラッキングしている場合のみです。詳
細については、「プログラムの財務サマリでの資産計
上とロールアップの設定」 (116ページ ) を参照して
ください。

管理者は、コストの [カテゴリ ] に対して新しい値を追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 CST - 予算人件費カテゴリ

 CST - 予算非人件費カテゴリ

管理者は、新しいフィールドをこのページに追加できます。それには、PPM Workbench
で次の2つのトークンを使用します。

 FS.FINANCIAL_SUMMARY_ID

 FS.FORECAST_ACTUAL_ID

このトークンにより、管理者は財務サマリ IDにアクセスし、財務サマリに関連する任意の

値 (予算など ) を取得するクエリを作成できます。

クエリを作成するには、PPM財務モジュールのデータモデルに関する知識が必要です。

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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[コスト明細の編集] ウィンドウが開きます。

b. フィールドの内容を適宜変更し、[OK] をクリックします。

6. [コストの編集 ] ページでは、テーブルのセルをクリックすると、予測コス

トと実績コストのデータを編集できます。次の点に注意してください。

 金額は、正または負の数値で入力できます。たとえば、会計システム

のデータと一致させるために、実績コストとして負の値を入力するこ

とができます。

 [ビュー] オプションが [四半期 ] の場合、四半期のコストを編集すると、

その金額が四半期内の各月に均等に配分されます。[ビュー ] オプショ

ンが [年 ] の場合、年のコストを編集すると、その年内の各月に均等に

配分され、したがって各四半期にも均等に配分されます。

 予測と実績の両方ではなく、予測データのみを表示している場合は、

同じ行内にある隣の連続セルにデータをコピーできます。それには、

コピー元のセルをクリックし、データをコピーする先のセル範囲の端

のセルにカーソルを移動して、SHIFTキーを押しながらクリックします。

7. [保存 ] をクリックすると、変更内容が保存されて [コストの編集 ] ページ

は開いたままになります。[完了 ] をクリックすると、変更内容が保存され

て [財務サマリ] ページに戻ります。

PFMリクエストの財務サマリからコスト明細をコピー

[コストの編集 ] ページの [別のリクエストからコスト明細をコピー ] ボタンを使

用すると、1つのPFMリクエスト (PFM - 提案、PFM - プロジェクト、PFM - 資
産の各リクエストタイプ ) の財務サマリから、開いているPFMリクエストに

すべてのコスト明細をコピーできます。明細をコピーするPFMリクエストを

探すには、検索機能を利用できます。検索結果で選択したリクエストの財務

サマリにスタッフィングプロファイルからロールアップされたコスト明細

は、開いているPFMリクエストの財務サマリにコピーされません。

リクエストで使用している通貨が異なる場合、コスト明細はコピーできます

が、明細のコストデータはコピーできません。リクエストで使用している通

貨が同じ場合は、コスト明細自体に加えて、明細の予測コストデータをコピー

するためのオプションが表示されます。
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ベネフィット明細の追加、削除、編集

[財務ベネフィットの編集] または [すべての財務ベネフィットの編集] のアク

セス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を
参照 ) と [ベネフィットの編集] アクセス権限 (「プログラムの財務サマリの表

示および編集に必要なアクセス権限」 (117ページ) を参照) を持つユーザは、予

測ベネフィットと実績ベネフィットの明細の追加と削除、カテゴリなどの

データの編集を実行できます。

予測ベネフィットおよび実績ベネフィットの明細を編集または追加するに

は、次の手順を実行します。

1. 財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] セクションにベネフィット明細がない

場合、コスト明細を追加するには [ベネフィットの追加 ] をクリックします。

明細がある場合は [ベネフィットの編集 ] をクリックします。

[ベネフィットの編集 ] ページが開きます。

2. デフォルトでは現在の会計年が表示されますが、[会計年 ] フィールドのド

ロップダウンリストで会計年を選択できます。

ベネフィット明細がすでに追加されている場合は、以下に注意してくだ

さい。

 追加されているベネフィットのタイプによって、[ベネフィットの編集]
ページのテーブルにはサブテーブル (編集可能 ) が1つまたは2つ表示

されます。このサブテーブルのヘッダーには、使用されているベネ

フィットのタイプ ([収入 ]、[節減 ]、[回避 ])、明細行にはカテゴリが表示

されます。すでに入力されている値は、109ページの手順 4から110
ページの手順 6の手順で編集できます。

 [収入 ]、[節減 ]、[回避 ] の各サブテーブルに含まれるデータは合計され、

別のサブテーブル (読み取り専用) の [合計] というヘッダーに合計額が

表示されます。

 各明細の合計は [明細合計 ] 列に表示されます (選択した [ビュー ] オプ

ションに [予測 ] ではなく [予測と実績 ] が含まれる場合は、[予測 ] およ

び [実績 ] のサブ列も表示されます )。[ビュー ] オプションに [月 ] また

は [四半期 ] が含まれる場合は、選択した会計年のみの値が明細合計に

反映されます。[ビュー ] オプションに [年 ] が含まれる場合は、設定さ

れた範囲内のすべての会計年の値の合計が明細合計に反映されます。

合計は、データを編集すると動的に更新されます。
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3. ベネフィット明細を追加するには、次の手順を実行してください。

a. [ベネフィット明細の追加] をクリックします。

[ベネフィット明細の追加] ページが開きます。

b. 次の表で示す内容をフィールドに入力します。

c. [追加 ] をクリックすると、明細の追加後に [ベネフィット明細の追加 ]
ページが閉じます。[ほかの項目を追加 ] をクリックすると、明細の追加

後に [ベネフィット明細の追加 ] ページは開いたままになります。

4. 明細行を削除するには、削除する明細の左の削除アイコンをクリックしま

す。いずれの会計年についても、実績額がゼロでない行には削除アイコン

は表示されず、削除できません。

財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] セクションにある [前年からコピー ] をクリックする

と、現在表示している会計年の前年の予測データがコピーされます。実績データはコピー

されないので、財務サマリで表示されている実績データは上書されません。

財務サマリで表示できるベネフィット明細は、300行までです。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*タイプ 「節減」、「収入」、または「回避」

*カテゴリ

「ハードウェア」、「人件費」、「メンテナンス」、「ソフ
トウェア」([タイプ ] が「節減」に設定されている
場合 )。

「製品」または「サービス」([タイプ ] が「収入」に
設定されている場合 )。

「コンプライアンス」または「リーガル」([タイプ ]
が「回避」に設定されている場合 )。

管理者は、新しい値をベネフィットの [カテゴリ ] に追加できます。それには、PPM 

Workbenchで次の検証を変更します。

 財務ベネフィットの回避カテゴリリスト

 財務ベネフィットの明細カテゴリリスト

 財務ベネフィットの収入カテゴリリスト

詳細については、『コマンド、トークン、妥当性検証のガイドとリファレンス』を参照して

ください。
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5. ベネフィット明細に関連するフィールド (109ページの手順 3を参照) を編

集するには、次の手順を実行してください。

a. 編集する明細の左にある右矢印をクリックします。

[ベネフィット明細の編集] ウィンドウが開きます。

b. フィールドの内容を適宜変更し、[OK] をクリックします。

6. [ベネフィットの編集 ] ページでは、テーブルのセルをクリックすると、予

測ベネフィットと実績ベネフィットのデータを編集できます。次の点に注

意してください。

 金額は、正または負の数値で入力できます。たとえば、会計システム

のデータと一致させるために、実績コストとして負の値を入力するこ

とができます。

 [ビュー] オプションが [四半期] の場合、四半期のベネフィットを編集す

ると、その金額が四半期内の各月に均等に配分されます。[ビュー ] オ
プションが [年 ] の場合、年のベネフィットを編集すると、その年内の

各月に均等に配分され、したがって各四半期にも均等に配分されます。

 予測と実績の両方ではなく、予測データのみを表示している場合は、同

じ行内にある隣の連続セルにデータをコピーできます。それには、コ

ピー元のセルをクリックし、データをコピーする先のセル範囲の端の

セルにカーソルを移動して、SHIFTキーを押しながらクリックします。

7. [保存 ] をクリックすると、変更内容が保存されて [ベネフィットの編集 ]
ページは開いたままになります。[完了 ] をクリックすると、変更内容が保

存されて [財務サマリ] ページに戻ります。

メモの表示と追加

財務サマリでコストを表示できるユーザは、[コストの詳細 ] セクションでメモ

を表示することもできます。財務サマリでコストを表示し編集できるユーザ

は、[コストの詳細 ] セクションにメモを追加することもできます。

財務サマリでベネフィットを表示できるユーザは、[ベネフィットの詳細 ] セク

ションでメモを表示することもできます。財務サマリでベネフィットを表示

し編集できるユーザは、[ベネフィットの詳細 ] セクションにメモを追加するこ

ともできます。
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詳細については、「プログラムの財務サマリの表示および編集に必要なアクセ

ス権限」 (117ページ ) 」および『セキュリティモデルのガイドとリファレンス』

を参照してください。

[コストの詳細 ] セクションまたは [ベネフィットの詳細 ] セクションのメモを表

示または追加するには、次の手順を実行します。

1. 目的のセクションの [メモの追加 ] ボタンをクリックします。

[メモ ] ダイアログボックスが開きます。

2. メモを表示するには、[既存のメモ] セクションで、既存のメモを検索します。

3. メモを追加するには、[メモ ] フィールドに内容を入力してください。

[保存] をクリックすると、内容が保存された後、別のメモを入力できます。

[完了] をクリックすると、内容が保存された後、[メモ ] ダイアログボック

スは閉じます。[キャンセル ] をクリックすると、内容を保存しないでダイ

アログボックスを閉じます。

プログラムの財務サマリのスナップショット

財務サマリのスナップショットは、予測コスト、実績コスト、予測ベネフィッ

ト、実績ベネフィット、承認された予算をコピーしたものであり、いつでも

作成できます。スナップショットの外観や機能は財務サマリと同じですが、次

のような相違点があります。

 スナップショットのページには、次の形式のタイトルが付けられています。

スナップショット :<プログラム名>:<スナップショット名> 

 スナップショットには、財務サマリの [NPV] フィールド、[合計名目収益 ]
フィールドは含まれません。

 スナップショットには、メモは含まれません。

 スナップショットの財務サマリデータは読み取り専用なので、編集や保存

用のボタンはありません。

 管理者は、2 つのパラメータを設定して、財務サマリ全体に表示される会

計年の範囲を制御できます。これは、現在の会計年を基準として20年前か

ボタンのラベルは、状況に合わせて変わります。メモが存在しない場合、ボタンは [メモ

の追加 ] になります。メモが存在する場合、ボタンにはメモの数が表示されます。
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ら20年先の範囲で指定します。詳細については、「会計年の設定可能範囲」

(47ページ ) を参照してください。同じパラメータは、スナップショットに

保存するデータの会計年の範囲にも適用されますが、スナップショットで

は、スナップショットが作成された会計年と現在の会計年が異なる場合、

現在の会計年が基準ではなく、スナップショットの作成時の会計年を基準

としてデータが表示されます。つまり、財務サマリに表示される年が、あ

る会計年から別の会計年に変化した場合でも、スナップショットに表示さ

れる年は固定されたままです。

スナップショットの [名前 ] フィールドと [説明 ] フィールドは編集可能です。

また、財務サマリのデータを、スナップショットの内容に戻すことはできま

せん。

財務サマリのスナップショットには、財務サマリの表示オプションがすべて

含まれます (「プログラムの財務サマリのテーブルで使用できる機能」 (100
ページ) を参照してください)。

管理者が設定した表示可能範囲以外のデータが財務サマリに含まれる場合、

スナップショットにも同じデータが含まれます。スナップショットは、財務

サマリと同様にMicrosoft Excelにエクスポートできます (「プログラムの財務

サマリをMicrosoft Excelにエクスポート」 (115ページ ) を参照してください )。

スナップショットの作成

スナップショットを作成するには、次の手順を実行してください。

1. 財務サマリで、[スナップショットの作成 ] をクリックします。

2. 次の表で示す内容をフィールドに入力します。

3. [完了 ] をクリックします。

スナップショットが作成され、表示オプションを使用できるようになります。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*名前

スナップショットの名前。デフォルトは、スナップショット

番号<X>です。<X>は、新規スナップショットに割り当てら

れる連番で、1から始まります。

説明 スナップショットの説明。
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スナップショットの表示

財務サマリから作成したスナップショットを一覧表示するには、次の手順を

実行してください。

1. [スナップショットの表示 ] リンクをクリックします。

プログラムの財務サマリのスナップショットが一覧表示されます。

このリストには、次の列が含まれています。

リスト内のスナップショットでは、[レコードの計画 ] 列と [名前 ] 列の間に

右矢印が表示されます。この右矢印をクリックすると、スナップショット

の [名前 ] と [説明 ] を変更できます。

2. [名前] 列にあるスナップショット名をクリックすると、そのスナップショッ

トが開きます。

スナップショットをレコードの計画として指定

財務サマリのスナップショットは、レコードの計画として指定することがで

きます。

レコードの計画のスナップショットを変更するには、次の手順を実行してく

ださい。

1. 財務サマリの [サマリ ] セクションで、[スナップショットの表示 ] をクリック

します。

列 説明

レコードの計画

[レコードの計画 ] スナップショットのインジケータと、レコー
ドの計画の変更に使用するオプションが表示されます。詳細に
ついては、「スナップショットをレコードの計画として指定」
(113ページ ) を参照してください。

名前 スナップショットの名前。

日付 スナップショットが作成された日付。

作成者 スナップショットを作成したユーザ。

説明
スナップショットの説明で、作成時に入力します。この列は拡
張できるので、長いテキストの指定も可能です。

レコードの計画を複数指定する場合には注意が必要です。レコードの計画を変更する場合は、

履歴を追跡できるように、現在のスナップショットの [説明 ] を更新することを検討してくだ

さい。
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スナップショットが一覧表示されます。

2. [レコードの計画 ] 列で、レコードの計画として指定するスナップショット

を選択します。

現在のレコードの計画以外のスナップショットを選択すると、[レコードの

計画として設定 ] ボタンが表示されます。

3. [レコードの計画として設定 ] をクリックします。

4. [完了 ] をクリックします。

プログラムで最初に作成したスナップショットがレコードの計画になります

が、ほかのスナップショットを作成した後、変更が可能です。

スナップショットの比較

予測データのコスト明細を比較する場合、最大5つのスナップショット、また

は4つのスナップショットと現在の財務サマリを一度に比較できます。比較対

象には、レコードの計画スナップショットも含めることができます。

スナップショットを比較するには、次の手順を実行してください。

1. 財務サマリの右上隅にある [スナップショットの比較 ] をクリックします。

[スナップショットの比較] ページが開きます。

2. (オプション) [比較日 ] フィールドで、比較の対象となる日付の範囲を指定

します。日付は、いずれか一方または両方のフィールドに指定できます。

3. [比較対象スナップショットの選択 ] セクションには、比較対象となるスナッ

プショットが一覧表示されます。

[現在 /POR] 列には、次の内容が表示されます。

 レコードの計画スナップショット

 現在の財務サマリ (作成したスナップショットの有無は関係ありませ

ん )。選択すると、現在の財務サマリの予測および実績のコスト明細が

表示されます。
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[日付] 列にはスナップショットの作成日が表示されます。現在の財務サマ

リの場合は、親が作成された日付が表示されます。

[説明 ] 列の内容が途中で切れている場合は、[すべて展開する ] リンクをク

リックすると展開されます。

比較対象のチェックボックスを選択します。スナップショットは5つまで、

またはスナップショット4つと現在の財務サマリを選択できます。

4. [送信 ] をクリックします。

スナップショットの比較結果が表示されます。

予測データは、コスト明細ごとに比較されます。現在の財務サマリを比較

対象にした場合は、予測コストと実績コストが表示されます。

プログラムの財務サマリをMicrosoft Excelにエクスポート

財務サマリの右上隅にある [Excelにエクスポート] ボタンをクリックすると、プ

ログラムの財務サマリ全体をMicrosoft Excelスプレッドシートにエクスポー

トできます。ただし、[合計 (年別 )] セクションとメモは除外されます。

スプレッドシートには、次のデータがエクスポートされます。財務サマリで

選択した [ビュー ] オプションに関係なく、ユーザのアクセス許可で表示可能

なデータがエクスポートされます。

 予測および実績データ : 月別で示されます。

 明細行 : コストおよびベネフィットのカテゴリ別に集計されます。

 [コストの詳細] セクションと [ベネフィットの詳細] セクションでテーブル表

示されているデータベース内で、会計年にゼロ以外の数値があるデータ :
スプレッドシートにキャプチャされ表示されるデータは、管理者が設定し

た表示可能な年範囲に制限されません。したがって、何年かのデータをま

とめて参照したい場合は、財務サマリをMicrosoft Excelにエクスポートす

ると便利です。

Microsoft Internet Explorerバージョン7を使用している場合は、インターネットオプションが

正しく設定されていることを確認してください。詳細については、『スタートアップガイド』を

参照してください。
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 コスト明細のユーザデータとベネフィット明細のユーザデータ : 財務サマ

リでは最大5列ですが、上限はありません。

Microsoft Excelスプレッドシートにエクスポートするすべての財務データで

は、財務サマリで選択した通貨が使用されます。

Microsoft Excelスプレッドシートのファイル名はExportFSToExcel.xlsです。

財務サマリのスナップショットをMicrosoft Excelにエクスポートすることも

できます。スプレッドシートは、財務サマリをMicrosoft Excelにエクスポート

する場合と同じです。

プログラムの財務サマリの監査履歴の表示

財務サマリの監査履歴では、プログラムの財務サマリに対する変更内容をト

ラッキングします。財務サマリの変更には、PPM CenterまたはWebサービス

を使用します。

プログラムの財務サマリの監査履歴は、そのアクセス権限も含めて、ライフ

サイクルエンティティの財務サマリの監査履歴と類似しています。詳細につ

いては、「ライフサイクルエンティティの財務サマリの監査履歴の表示」 (73
ページ) を参照してください。

プログラムの財務サマリでの資産計上とロールアップの設定

プログラムの財務サマリでは、コストの資産計上のトラッキングの設定や、予

測コストおよび実績コストの自動計算 (ロールアップ ) の有効化と無効化を行

います。具体的な計算方法については、「コストデータの計算と式」 (161ペー

ジ ) 」および『HP Resource Managementユーザーガイド』を参照してください。

プログラムの財務サマリでの資産計上コストのトラッキング

資産計上されたコストのトラッキングは、次のように、ロールアップデータと

編集可能データでそれぞれ独立して有効または無効にすることができます。

 ロールアップデータ: 資産計上されたコストのトラッキングをロールアップ

データに対して有効にするには、管理者がserver.conf設定ファイルの

COST_CAPITALIZATION_ENABLEDパラメータをtrueに設定する必要があり

ます。デフォルトでは、このパラメータがfalseに設定されており、資産
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計上されたコストのトラッキングはロールアップデータに対して無効に

なっています。PPM Centerの使用開始後は変更しないでください。

 編集可能なデータ:資産計上されたコストのトラッキングを編集可能なデー

タに対して有効にするには、プログラムの財務サマリで [財務サマリの設定 ]
をクリックし、[財務サマリは、資本コストを記録します ] チェックボックス

を選択または解除してから、[保存 ] をクリックします。デフォルトでは、

チェックボックスが選択されているため、資産計上されたコストのトラッ

キングは編集可能データに対して有効になっています。

プログラムの財務サマリでの自動計算の設定

計算を行う頻度は、財務サマリのロールアップサービスの設定に基づきます。

詳細については、付録 A「コストの計算間隔の設定」 (195ページ ) 」および

『Installation and Administration Guide』を参照してください。

プログラムの財務サマリで使用する割引率の設定

プログラムの割引率は、プログラムのNPV (正味現在価値 ) の計算で使用しま

す。NPVの計算で割引率を使用する方法については、『HP Portfolio Management
ユーザーガイド』を参照してください。

プログラムに適用する割引率を設定するには、次の手順を実行してください。

1. プログラムの財務サマリで、[財務サマリの設定 ] をクリックします。

2. [財務サマリの設定] ページで、割引率をパーセンテージ単位、小数点以下

2桁まで指定します。

3. [保存 ] をクリックします。

プログラムの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限

プログラムの財務サマリの一部を表示するには、プログラム全体に対するア

クセス権限が必要です。この権限は、プログラムの [財務サマリのアクセスの

設定 ] ページで指定されます。

コスト、ベネフィット、承認済み予算の表示と編集、レコードの計画として

使用する財務サマリのスナップショットの指定などの機能へのアクセスは、

アクセス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ペー
財務サマリと財務データテーブル 117



ジ ) を参照 ) とアクセス権限 (プログラムの [財務サマリのアクセスの設定 ]
ページ) で制御されます。ここでは、プログラムの [財務サマリのアクセスの

設定 ] ページについて説明します。このページは、アクセス制御リストとも呼

ばれます。

[財務サマリのアクセスの設定 ] ページの内容を変更するには、[コストセキュ

リティの編集 ] アクセス許可と [セキュリティの編集 ] アクセス権限が必要

です。

アクセス許可は、アクセス権限よりも優先されます。アクセス権限 (たとえ

ば、レコードの計画のスナップショットを設定する権限など ) を割り当てて

も、アクセス許可がなければ操作を実行できません。

ここでは、プログラムに関するアクセス権限について説明します。アクセス

権限を変更するには、財務サマリの右上隅にある [アクセスの設定 ] をクリック

してください。[財務サマリのアクセス権限の設定 ] ページが開き、アクセス

権限が列に表示されます。

プログラムの財務サマリの [財務サマリのアクセスの設定 ] ページを開くと、

プロジェクトマネージャのアクセス権限が列ごとに表示されます (アクセス

権限は編集できません )。プログラムマネージャには、基本となるアクセス許

可と割り当てられたアクセス権限に基づいて、次の操作が許可されます。

 予測コストと実績コストの表示と編集

 ベネフィットの表示と編集

 承認された予算の編集

 レコードの計画のスナップショットの設定

 ほかのユーザのアクセス権限の編集

アクセス権限は、アクセス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセ

ス許可」 (148ページ ) を参照 ) との組み合わせに基づいて、ユーザとセキュリ

ティグループに許可する機能 (表 4-11を参照 ) を指定します。

ユーザを追加するには、[ユーザの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス

権限を指定します。セキュリティグループを追加するには、[セキュリティグ

ループの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス権限を指定します。ユー

ザまたはセキュリティグループを削除する場合は、名前の左にある削除アイコ

ンをクリックします。
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表 4-11. プログラムに対する [財務サマリのアクセスの設定 ] ページの

アクセス権限 (1/3ページ )

アクセス権限 説明

コストの表示

(読み取り専用 ) 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションで予測

コストおよび実績コストとメモの表示を許可し、そのスナップ

ショットでコストの表示を許可します。

[財務サマリのコストの表示] または [財務サマリの実績の編集] の
アクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリのコストの表示 ] または [全財務サマリの実

績の編集 ] のアクセス許可がある場合には、このアクセス権限は

不要です。

コストの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務サマリの [コストの詳細 ] セクションの予測コストと実績

コストを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 [コストの詳細 ] セクションにメモを追加。

 財務サマリのスナップショットを作成および表示。

 財務サマリの [統計 ] セクションにある [名前 ] フィールドと 
[説明 ] フィールドを編集。

 財務サマリの設定を編集。

[財務サマリの実績の編集 ] のアクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリの実績の編集 ] アクセス許可がある場合に

は、このアクセス権限は不要です。
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ベネフィットの表示

財務サマリの [ベネフィットの詳細] セクションで予測ベネフィッ

トおよび実績ベネフィットとメモの表示を許可し、そのスナップ

ショットでベネフィットの表示を許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [財務サマリのコストの表示] アクセス許可または [財務サマリ

の実績の編集 ] アクセス許可。

 [財務ベネフィットの表示] アクセス許可または [財務ベネフィッ

トの編集 ] アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

注記 : [全財務ベネフィットの表示 ] アクセス許可または [全財務

ベネフィットの編集 ] アクセス許可がある場合には、このアクセ

ス権限は不要です。

ベネフィットの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務サマリの [ベネフィットの詳細 ] セクションのベネフィッ

トを編集 (ベネフィット明細の追加、更新、削除 )。

 [ベネフィットの詳細 ] セクションにメモを追加。

 財務サマリのスナップショットを作成および表示。

次の許可または権限も必要です。

 [財務ベネフィットの編集 ] アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

 財務サマリのベネフィットの表示に必要なアクセス権限 (この

表の「ベネフィットの表示」アクセス権限を参照 )。

注記 : [全財務ベネフィットの編集 ] のアクセス許可がある場合

は、このアクセス権限は不要です。

表 4-11. プログラムに対する [財務サマリのアクセスの設定 ] ページの

アクセス権限 (2/3ページ )

アクセス権限 説明
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承認された予算の編集

財務サマリの承認された予算へのエントリ追加を許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [承認された予算の編集 ] アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

注記 : [全財務サマリの承認済み予算の編集 ] のアクセス許可があ

る場合は、このアクセス権限は不要です。

レコードの計画の設定

財務サマリのスナップショット一覧で、レコードの計画としてス

ナップショットを指定することを許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [財務サマリのスナップショットをレコードの計画として設定 ]
アクセス許可。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照 )。

セキュリティの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 [財務サマリのアクセスの設定 ] ページで、ユーザとセキュリ

ティグループを追加および削除。

 ユーザとセキュリティグループの財務サマリのアクセス権限

を変更。

[コストセキュリティの編集 ] アクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリのコストセキュリティの編集 ] のアクセス許

可がある場合は、このアクセス権限は不要です。

表 4-11. プログラムに対する [財務サマリのアクセスの設定 ] ページの

アクセス権限 (3/3ページ )

アクセス権限 説明
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組織単位の財務サマリ

各組織単位には、財務サマリが存在します。財務サマリには、以下で説明す

るようにボタン、[統計 ] セクション、[サマリ ] セクション、承認された予算

データのテーブルが表示されます。

図 4-7は、組織単位の財務サマリの例です。

図 4-7. 組織単位の財務サマリの例

組織単位の財務サマリの右上隅にあるボタン

組織単位の財務サマリの右上隅には、次の2つのボタンがあります。

 [アクセスの設定 ] ボタン : これを使用できるのは、他のユーザが使用する財

務サマリのビュー設定や項目の編集を行う権限があるユーザのみです。ア

クセス権限の詳細については、「組織単位の財務サマリの表示および編集

に必要なアクセス権限」 (129ページ ) を参照してください。

 [財務サマリの監査履歴 ]ボタン : このボタンをクリックして、組織単位の財

務サマリに対する変更内容をトラッキングします。財務サマリの監査履歴

の詳細については、「組織単位の財務サマリの監査履歴の表示」 (129ペー

ジ ) を参照してください。
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Statistics Section of an Organization Unit Financial Summary

組織単位の財務サマリの [統計 ] セクションでは、表 4-12で示すフィールドが

表示されます。

組織単位の財務サマリの [サマリ ] セクション

組織単位の財務サマリの [サマリ ] セクションでは、表 4-13で示すフィールド

が表示されます。

組織単位の財務サマリの [承認された予算 ] セクション

承認された予算とは、会計年度の割り当て予算として承認が得られた金額で

す。組織単位の財務サマリにある [承認された予算 ] セクション見出しには、

表 4-14で示すように、承認済み予算の状況が表示されます。

表 4-12. 組織単位の財務サマリの [統計 ] セクションにあるフィールド

フィールド (*必須 ) 説明

*名前 財務サマリの名前。

作成日時 財務サマリを作成した日付。

作成者 財務サマリを作成したユーザ。

説明 財務サマリの説明。

表 4-13. 組織単位の財務サマリの [サマリ ] セクションにあるフィールド

フィールド (*必須 ) 説明

表示通貨

次の通貨を切り替えて、金額を表示できます。

 上位エンティティの通貨 (デフォルトオプション )

 システムのデフォルト通貨

上記2つの通貨が異なる場合に、[表示通貨 ] フィールドが表示され

ます。

通貨の詳細については、第 3 章「財務為替レートと通貨の管理」 (27
ページ ) を参照してください。
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表 4-14. 組織単位の財務サマリの [承認された予算 ] セクション見出しにある

フィールド

フィールド (*必須 ) 説明

会計年

ドロップダウンリストに会計年が表示されるので、承認済

み予算データを表示する年を選択できます。[すべての表示 ]
を選択すると、[承認済み予算の合計 ] にはすべての会計年

の合計金額が表示され、予算テーブルにはすべての会計年

のエントリが一覧表示されます。

承認済み予算の合計

または 

会計年<yyyy>の承認済み予算

の合計 :

(どちらの場合も読み取り専用

データ )

[会計年 ] が [すべての表示 ] に設定されている場合は、承認

された予算の全体の年範囲の承認済み予算の合計。

または 

[会計年 ] が特定の年yyyyに設定されている場合は、その

年の承認済み予算の合計。

承認された資本予算

(読み取り専用データ )

[会計年 ] が [すべての表示 ] に設定されている場合は、承認

された予算の全体の年範囲の承認済み資本予算の合計。

または 

[会計年 ] が特定の年に設定されている場合は、その年の承

認済み資本予算の合計。

承認された業務予算

(読み取り専用データ )

[会計年 ] が [すべての表示 ] に設定されている場合は、承認

された予算の全体の年範囲の承認済み業務予算の合計。

または 

[会計年 ] が特定の年に設定されている場合は、その年の承

認済み業務予算の合計。

[予算の更新 ] ボタン

選択した [会計年 ] の予算にエントリを追加します (正また

は負の金額 )。既存の明細は編集できません。詳細について

は、「組織単位の承認済み予算に明細を追加」 (126ページ )
を参照してください。
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[承認された予算] セクションには、選択した会計年またはすべての会計年の承

認済み予算に含まれるエントリが一覧表示されます。この一覧の表示列を、

表 4-15で示します。

いずれの会計年度についても、既存の予算明細の編集や削除はできません。明

細の追加については、「組織単位の承認済み予算に明細を追加」 (126ページ ) を
参照してください。

組織単位の財務サマリの表示

組織単位の財務サマリを表示するには、次の手順を実行してください。

1. 次の手順で、組織単位を検索して開きます。

a. 標準インタフェースで、[検索 ] > [管理 ] > [組織単位] をクリックします。

[組織単位の変更 ] ページが開きます。

b. 検索条件を指定して、[検索 ] をクリックします。

条件を満たした組織単位が一覧表示されます。

表 4-15. 組織単位の財務サマリの承認された予算で表示される列

列 説明

名前 承認済み予算の明細の名前。

日付 承認済み予算の明細を追加した日付。

費用タイプ

費用のタイプ。表示されるのは、server.confの
COST_CAPITALIZATION_ENABLEDパラメータがtrueに設定さ

れている場合のみです。オプションは、[運用 ] (デフォルト ) と [資本

金 ] です。

金額 承認済み予算の明細の金額。

会計年 承認済み予算の明細の会計年。

作成者 承認済み予算の明細を作成したユーザ。

説明 承認済み予算の明細について、ユーザが入力した説明。
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c. 組織単位の名前をクリックします。

組織単位の表示ページが開きます。

2. [財務サマリ ] フィールドで、財務サマリの名前を示すリンクをクリックし

ます。

[財務サマリ] ページが開きます。

3. [承認された予算 ] セクションにある [会計年] フィールドで、[すべての表示 ]
を選択するか、ドロップダウンリストから会計年を選択します。

選択内容に基づいて、[財務サマリ ] ページがリフレッシュされます。

組織単位の承認済み予算に明細を追加

[承認された予算の編集] または [全財務サマリの承認済み予算の編集] のアク

セス許可と、[承認された予算の編集] アクセス権限 (「組織単位の財務サマリ

の表示および編集に必要なアクセス権限」 (129ページ ) を参照 ) を持つユーザ

は、承認済み予算に明細を追加できます。ただし、既存の明細の編集はでき

ません。

承認された予算に明細を追加するには、次の手順を実行してください。

1. 組織単位の財務サマリを開きます (「組織単位の財務サマリの表示」を

参照 )。

2. [承認された予算 ] セクション見出しで、[予算の更新 ] をクリックします。

ドルなどの通貨で金額を入力する際の形式は、server.conf設定ファイルのパラメータで指

定します (「財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定」 (146ページ ) を参照 )。
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3. 次の表に説明するようにフィールドに入力します。

4. [完了 ] をクリックします。

これで、承認済み予算に明細が追加されました。[会計年<会計年>の承認済

み予算の合計 ] フィールド ([会計年 ] が [すべての表示 ] に設定されている場

合は [承認済み予算の合計 ]) の値が更新されます。資本コストがトラッキン

グされている場合は、[承認された資本予算 ] および [承認された業務予算 ]
フィールドの値も更新されます。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*名前

承認済み予算の明細の名前。既存の明細と同じ名前、または

別の名前を指定できます。いずれの場合も、明細は新しいエ

ントリ (行 ) として入力されます。

費用タイプ 費用のタイプ。[運用 ] (デフォルト ) または [資本金 ] です。

*会計年 予算明細の追加先となる会計年 (現在の会計年、昨年、来年)。

*金額
選択した会計年の承認済み予算に加算、または承認済み予算

から減算する金額。負の値を入力すると、減算されます。

説明 承認済み予算に新しく追加する明細の説明 (オプション )。
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5. [財務サマリ] ページで、[保存] をクリックすると変更内容が保存され、[完
了 ] をクリックすると変更内容を保存した後財務サマリが閉じます。

メモの表示と追加

組織単位の財務サマリを表示する権限を持つユーザは、メモの表示も可能で

す。組織単位の財務サマリにある承認された予算を変更する権限を持つユー

ザは、メモの変更も可能です。詳細については、『セキュリティモデルのガイ

ドとリファレンス』を参照してください。

詳細については、「組織単位の財務サマリの表示および編集に必要なアクセス

権限」 (129ページ ) 」および『セキュリティモデルのガイドとリファレンス』

を参照してください。

財務サマリのメモを表示または追加するには、次の手順を実行します。

1. [メモの追加 ] ボタンをクリックします。

[メモ ] ダイアログボックスが開きます。

ボタンのラベルは、状況に合わせて変わります。メモが存在しない場合、ボタンは [メモ

の追加 ] になります。メモが存在する場合、ボタンにはメモの数が表示されます。
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2. メモを表示するには、[既存のメモ] セクションで、既存のメモを検索します。

3. メモを追加するには、[メモ ] フィールドに内容を入力してください。

[保存] をクリックすると、内容が保存された後、別のメモを入力できます。

[完了] をクリックすると、内容が保存された後、[メモ ] ダイアログボック

スは閉じます。[キャンセル ] をクリックすると、内容を保存しないでダイ

アログボックスを閉じます。

組織単位の財務サマリの監査履歴の表示

財務サマリの監査履歴では、組織単位の財務サマリに対する変更内容をト

ラッキングします。財務サマリの変更には、PPM CenterまたはWebサービス

を使用します。

組織単位の財務サマリの監査履歴は、ライフサイクルエンティティの財務サマ

リの監査履歴に類似しています。ただし、有効な [タイプ ] が [承認された予算 ]
のみである点と、適用可能なアクセス権限が [承認された予算の表示 ] と [承
認された予算の編集 ] のみである点は異なります。詳細については、「ライフ

サイクルエンティティの財務サマリの監査履歴の表示」 (73ページ ) を参照し

てください。

組織単位の財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限

組織単位について、承認された予算の表示と編集を行う権限は、アクセス許

可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を参照 )
とアクセス権限 (組織単位の [財務サマリのアクセスの設定] ページ) で制御さ

れます。ここでは、[財務サマリのアクセスの設定 ] ページについて説明しま

す。このページは、アクセス制御リストとも呼ばれます。

[財務サマリのアクセスの設定 ] ページの内容を変更するには、[コストセキュ

リティの編集] アクセス許可と [セキュリティの編集] アクセス権限が必要です。

アクセス許可は、アクセス権限よりも優先されます。アクセス権限 (たとえ

ば、承認された予算にエントリを追加する権限など ) を割り当てても、アクセ

ス許可がなければ操作を実行できません。
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ここでは、組織単位に関するアクセス権限について説明します。アクセス権

限を変更するには、財務サマリの右上隅にある [アクセスの設定 ] をクリックし

てください (122ページの図 4-7を参照)。[財務サマリのアクセス権限の設定 ]
ページが開き、アクセス権限が列に表示されます。図 4-8を参照してください。

図 4-8. 組織単位の [財務サマリのアクセスの設定 ] ページの例

アクセス権限は、アクセス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセ

ス許可」 (148ページ ) を参照 ) との組み合わせに基づいて、ユーザとセキュリ

ティグループに許可する機能 (表 4-16を参照 ) を指定します。

ユーザを追加するには、[ユーザの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス

権限を指定します。セキュリティグループを追加するには、[セキュリティグルー

プの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス権限を指定します。ユーザま

たはセキュリティグループを削除する場合は、名前の左にある削除アイコンを

クリックします。
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[財務サマリのアクセスの設定 ] ページを開くと、組織マネージャのアクセス

権限が列ごとに表示されます。組織マネージャには、基本となるアクセス許

可と割り当てられたアクセス権限に基づいて、次の操作が許可されます。

 承認された予算の表示と編集。

 ほかのユーザのアクセス権限の編集。

表 4-16. 組織単位に対する [財務サマリのアクセスの設定] ページのアクセス権限

アクセス権限 説明

承認された予算の表示

(読み取り専用 ) 財務サマリで、承認された予算と監査履歴のエ

ントリを表示することを許可します。

[財務サマリのコストの表示 ] または [財務サマリの実績の編集 ]
のアクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリのコストの表示 ] または [全財務サマリの実

績の編集 ] のアクセス許可がある場合には、このアクセス権限は

不要です。

承認された予算の編集

財務サマリで、承認された予算へのエントリの追加と、監査履

歴エントリの表示を許可します。

[承認された予算の編集 ] および [財務サマリのコストの表示 ] の
アクセス許可も必要です。

注記 :[全財務サマリのコストの表示 ] および [全財務サマリの承

認済み予算の編集 ] のアクセス許可がある場合には、このアクセ

ス権限は不要です。

セキュリティの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 [財務サマリのアクセスの設定 ] ページで、ユーザとセキュリ

ティグループを追加および削除。

 ユーザとセキュリティグループの財務サマリのアクセス権限

を変更。

[コストセキュリティの編集 ] アクセス許可も必要です。

注記: [全財務サマリのコストセキュリティの編集] のアクセス許

可がある場合は、このアクセス権限は不要です。
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リクエストでの財務データテーブル

適切なリクエストタイプが設定されたリクエストでは、財務データテーブル

を設定できます。リクエストタイプの例として、ライフサイクルエンティティ

のリクエストタイプ (「PFM - 提案」、「PFM - プロジェクト」、「PFM - 資産」の

各リクエストタイプ) があります。

財務データテーブルは、リクエスト関連の財務情報や財務サマリから除外し

たい財務情報 (ライフサイクルエンティティの場合 ) の集計やトラッキングに

使用します。

財務データテーブルには、次のような機能があります。

 間接的なコストおよびベネフィットのトラッキング

 新しいリクエストに対して複数の予測データを作成

 財務サマリにはないコスト係数に基づいてコストを分類

リクエストの財務データテーブルに含まれるデータタイプは、ライフサイク

ルエンティティの財務サマリのデータタイプのサブセットです。詳細につい

ては、後で説明します。

デフォルトでは、PPM Centerのリクエストタイプには財務データテーブル用

のフィールドがありません。財務データテーブルを作成するには、リクエス

トタイプにフィールドを追加する必要があります。リクエストで必要なデー

タフィールドは、[サマリ ] セクションや [詳細 ] セクションなど、任意の場所

に作成できます。また、「代替データ」や「間接コスト」など、任意の名前を

付けることができます。詳細については、 『HP Demand Management設定ガイ

ド』を参照してください。

財務データテーブルでは、財務サマリと同じ会計年が使用されます。表示さ

れるのは、管理者が作成した会計期間のみです。会計期間の詳細については、

『Generating Fiscal Periods』を参照してください。

会計期間を使用するフィールドに財務データテーブルを作成する方法につい

ては、「財務データテーブルの作成と編集」 (137ページ) を参照してください。

リクエストで使用する財務データテーブルのフィールドを作成するには、[属性 ] タブで、[検証 ]

を「CST - 財務データテーブル」、[検証の検索 ] を「CST - 財務データの検索」に設定します。
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図 4-9は、リクエストの財務データテーブルの例です。この財務データテーブ

ルの名前は「Alternative A」です。この値は、財務データテーブルの名前とし

てリクエストでユーザが指定します (リクエストのフィールドの名前は、管理

者が設定します )。この例では、テーブルにデータは入力されていません。

図 4-9. 財務データテーブルの例

財務データテーブルには、ボタン、フィールド、リンク、テーブルが表示さ

れます。詳細については、以下で説明します。

財務データテーブルの右上隅にあるボタン

財務データテーブルの右上隅には、次に示すボタンがあります。

 [アクセスの設定 ] ボタン : このボタンを使用できるのは、他のユーザが使用

する財務データテーブルのビュー設定や項目の編集を行う権限がある

ユーザのみです。アクセス権限の詳細については、「財務データテーブル

の表示および編集に必要なアクセス権限」 (142ページ) を参照してください。

 [財務サマリの監査履歴]ボタン: このボタンをクリックして、財務データテー

ブルに対する変更内容をトラッキングします。

 [Excelにエクスポート] ボタンは、財務データテーブルをMicrosoft Excelスプ

レッドシートにエクスポートします。詳細については、「財務データテー

ブルをMicrosoft Excelにエクスポート」 (141ページ ) を参照してください。
財務サマリと財務データテーブル 133



財務データテーブルの [統計 ] セクション

リクエストの財務データテーブルの [統計 ] セクションでは、表 4-1 で示す

フィールドが表示されます。

財務データテーブルの [サマリ ] セクション

リクエストの財務データテーブルの [サマリ ] セクションでは、表 4-18で示す

フィールドが表示されます。

表 4-17. リクエストの財務データテーブルの [統計 ] セクションに含まれる

フィールド

フィールド (*必須 ) 説明

*名前 財務データテーブルの名前。

ステータス

財務データテーブルの上位リクエストのステータス。上位リク

エストをクローズまたはキャンセルすると、財務データテーブ

ルは読み取り専用になります。

作成日時 財務データテーブルを作成した日付。

作成者 財務データテーブルを作成したユーザ。

説明 財務データテーブルの説明。
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財務データテーブルの [コストの詳細 ] セクション

コスト関連のユーザデータフィールドを管理者がオプションで設定した場

合、そのフィールドは、財務データテーブルの [コストの編集] ページの上部

([ コストの詳細 ] セクションの上 ) に表示されます。これらのユーザデータ

フィールドの詳細については、『HP Portfolio Management設定ガイド』を参照

してください。

[コストの詳細 ] セクションに表示されるテーブルには、予測と実績のコスト

データが、月別、四半期別、または年別に示されます。[実績 ] は、同じ期間

中に実際に発生したコストを示します。

表 4-18. リクエストの財務データテーブルの [サマリ ] セクションに含まれる

フィールド

フィールド (*必須 ) 説明

表示通貨

次の通貨を切り替えて、金額を表示できます。

 財務データテーブルの作成時に選択された地域の通貨 (デ
フォルトオプション )。

 システムのデフォルト通貨

上記2つの通貨が異なる場合に、[表示通貨 ] フィールドが表示

されます。

通貨の詳細については、第 3 章「財務為替レートと通貨の管

理」 (27ページ ) を参照してください。

合計予測コストa 全期間での予測 (計画 ) コストの合計。

合計予測ベネフィットa 全期間での予測ベネフィット (計画 ) の合計。

合計実績コストa 全期間での実績コストの合計。

合計実績ベネフィットa 全期間での実績ベネフィットの合計。

a. このメトリクスは、すべての財務データが対象になります。これは、表示可能な期間の範囲を超えることができ

ます。

財務データテーブルには、表示可能な会計年の範囲外のコストデータも含めることができます。

財務データテーブルに含まれるすべてのデータを表示するには、Microsoft Excelスプレッド

シートに財務データテーブルをエクスポートしてください。詳細については、「財務データテー

ブルをMicrosoft Excelにエクスポート」 (141ページ ) を参照してください。
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財務データテーブルでは、コスト明細に対して、財務サマリ使用と同じフィー

ルドおよびオプション値 (検証 ) が使用されます。これには、管理者が行った

変更も含まれます。

[コストの詳細] セクション内のテーブルは、財務サマリ内のテーブルと同じ方

法で表示および編集できます。「ライフサイクルエンティティの財務サマリの

[コストの詳細] セクション」 (47ページ) および「ライフサイクルエンティティ

の財務サマリのテーブルで使用できる機能」 (51ページ ) を参照してください。

PFMリクエストの財務サマリからコスト明細をコピー

[コストの編集 ] ページの [別のリクエストからコスト明細をコピー ] ボタンを使

用すると、1つのPFMリクエスト (PFM - 提案、PFM - プロジェクト、PFM - 資
産の各リクエストタイプ ) の財務サマリから、開いている財務データテーブル

にすべてのコスト明細をコピーできます。明細をコピーするPFMリクエスト

を探すには、検索機能を利用できます。検索結果で選択したリクエストの財

務サマリにスタッフィングプロファイルからロールアップされたコスト明細

は、開いているPFMリクエストの財務データテーブルにコピーされません。

使用している通貨がリクエストと財務データテーブルで異なる場合、コスト

明細はコピーできますが、明細のコストデータはコピーできません。使用し

ている通貨が同じ場合は、コスト明細自体に加えて、明細の予測コストデー

タをコピーするためのオプションが表示されます。

財務データテーブルの [ベネフィットの詳細 ] セクション

ベネフィット関連のユーザデータフィールドを管理者がオプションで設定し

た場合、そのフィールドは、財務データテーブルの [ベネフィットの編集 ] ペー

ジの上部 ([ベネフィットの詳細 ] セクションの上 ) に表示されます。これらの

ユーザデータフィールドの詳細については、『HP Portfolio Management設定ガ

イド』を参照してください。

[ベネフィットの詳細 ] セクションに表示されるテーブルには、予測と実績のベ

ネフィットデータが、月別、四半期別、または年別に示されます。[実績] は、

同じ期間中に実際に発生したベネフィットを示します。

財務データテーブルには、表示可能な会計年の範囲外のベネフィットデータも含めることがで

きます。財務データテーブルに含まれるすべてのデータを表示するには、Microsoft Excelスプ

レッドシートに財務データテーブルをエクスポートしてください。「財務データテーブルを

Microsoft Excelにエクスポート」 (141ページ ) を参照してください。
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財務データテーブルでは、ベネフィット明細に対して、財務サマリ使用と同

じフィールドおよびオプション値 (検証 ) が使用されます。これには、管理者

が行った変更も含まれます。

[ベネフィットの詳細 ] セクション内のテーブルは、財務サマリ内のテーブルと

同じ方法で表示および編集できます。「ライフサイクルエンティティの財務サ

マリの [ベネフィットの詳細 ] セクション」 (49ページ ) および「ライフサイク

ルエンティティの財務サマリのテーブルで使用できる機能」 (51ページ ) を参

照してください。

財務データテーブルに関する一般的な情報

財務データテーブルでは、会計期間を設定できます。会計年は任意の日付か

ら開始できます。グレゴリオ暦での 12か月とし、小売業で使用される標準ま

たは非標準のカレンダーを使用できます。表示されるのは、管理者が作成し

た会計期間のみです。会計期間の詳細については、『Generating Fiscal Periods』
を参照してください。

承認済み予算、予測コスト、実績コスト、予測ベネフィット、実績ベネフィッ

トは、財務データテーブルの一部として処理され、個別に処理されることは

ありません。このようなデータの編集は、[財務データ ] ページで直接行うの

ではなく、アクセス許可を持ったユーザが財務データテーブルから別のペー

ジにアクセスして行います。

まだ開始されていない提案またはプロジェクトの開始日を調整した場合は、

財務サマリとは異なり、変更内容に基づいて財務データテーブルの予測のコ

ストおよびベネフィットが調整されることはありません。

財務データテーブルの作成と編集

財務データテーブルの設定が完了したら、新規または既存のリクエストに追

加できます。財務データテーブルを指定できるリクエストフィールドに財務

データテーブルがない場合、[作成 ] ボタンの横に (財務データなし ) というテキ

ストが表示されます。

財務データテーブルを作成するには、次の手順を実行してください。

1. リクエストで、財務データフィールド (フィールドには任意の名前を割り

当てることができます ) の横にある [作成] をクリックします。

[財務データの作成] ウィンドウが開きます。
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2. 次の表に説明するようにフィールドに入力します。

3. [作成 ] をクリックします。

財務データテーブルを作成すると、リクエストの送信が保留されます。ま

たリクエストでは、(財務データなし ) ではなく、財務データテーブルの名

前の後に (保留中の保存 ) というテキストが表示されます。

このフィールドの [作成 ] ボタンは [変更 ] ボタンに変わります。リクエス

トを送信して財務データテーブルを作成する前に、手順 2 で作成した

フィールドを変更できます。

4. [送信 ] をクリックすると、リクエストが保存されます。

財務データテーブルを含むリクエストが作成されます。

フィールド 
(*必須 ) 説明

*名前 財務データテーブルの名前。

説明 財務データテーブルの説明。

*地域 財務データテーブルで使用する地域。

[資本コストをトラッ

クします。] チェック

ボックス

選択すると、財務データテーブルでは、資本コストと運用

コストが区別して処理されます。
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財務データテーブルでは、[名前 ] フィールドと [説明 ] フィールド、[コストの

詳細 ] セクションと [ベネフィットの詳細 ] セクションのデータを、ライフサイ

クルエンティティの財務サマリと同様の方法で編集できます。ただし、承認

された予算に関連するデータは、財務データテーブルに適用されません。詳

しい編集方法については、「ライフサイクルエンティティの財務サマリの編

集」 (54ページ) を参照してください。

ユーザにアクセス許可がある場合、財務データテーブルの予測コストと実績

コスト、および予測ベネフィットと実績ベネフィットを [財務データ] ページ

で編集できます。財務データテーブルの編集は、財務サマリの編集と同じよ

うに実行できます。詳細については、以下を参照してください。

 「コスト明細の追加、削除、編集」 (57ページ ) 

 「ベネフィット明細の追加、削除、編集」 (62ページ ) 

 「メモの表示と追加」 (65ページ ) 

財務データテーブルを含むリクエストまたは提案をコピー

財務データテーブルを含むリクエストをコピーするには、リクエストの [コ
ピーの作成] ボタンをクリックする方法と、ksc_copy_requestコマンドをワー

クフローで指定する方法があります。いずれの場合も、次の内容が新しいリ

クエストにコピーされます。

 リクエストの全財務データテーブル

 アクセス制御リスト ([財務データへのアクセス権限の設定 ] ページのデー

タ )。詳細については、「財務データテーブルの表示および編集に必要なア

クセス権限」 (142ページ) を参照してください。

 財務データテーブルに含まれる予測コストと予測ベネフィット

ドルなどの通貨で金額を入力する際の形式は、server.conf設定ファイルのパラメータで指

定します (「財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定」 (146ページ ) を参照 )。

財務データテーブル内のセクションを表示または編集できるかどうかは、ユーザに割り当てら

れているアクセス許可の設定と、財務サマリのアクセス権限によって決まります。詳細につい

ては、「ライフサイクルエンティティの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」

(84ページ ) および「財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を参照し

てください。
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財務データテーブルに含まれる実績コスト、実績ベネフィット、メモは、新

規リクエストにはコピーされません。

オリジナルのリクエストとコピーされたリクエストは、それぞれ別々に編集

できます。

[コピーの作成] ボタンで提案をコピーした場合、提案の財務データテーブルで

も同じ操作を実行できます。1つまたは複数の提案に含まれる財務データテー

ブルを変更して代替案とし、相互に比較することもできます。

ライフサイクルエンティティの遷移に伴う財務データテーブル

ここでは、提案、プロジェクト、資産というライフサイクルエンティティの

遷移に伴う財務データテーブルの操作について説明します。

1つの提案から1つまたは複数のプロジェクトが作成された場合の財務データテーブル

提案がプロジェクトになると、デフォルトでは、財務データテーブルが提案

からプロジェクトにコピーされます。コピー対象には、予測データと実績デー

タの両方が含まれます。プロジェクトの財務データテーブルは編集可能です

が、提案の財務データテーブルは読み取り専用になります。

ワークローでは、さまざまなワークフローステップにおいて、1つの提案から

複数のプロジェクトを作成する設定が可能です。これにより、たとえば、提

案の承認後、複数の独立したプロジェクトをビジネスユニットごとに実施す

ることができます。この場合、プロジェクトの財務サマリと財務データテー

ブルは、次のように処理されます。

 最初に作成されたプロジェクト :

o 提案の財務サマリが、プロジェクトの財務サマリとして使用されます

(財務サマリは、プロジェクトにコピーされません )。

o 提案の財務データテーブル全体が、同じトークンを持つ対象にコピー

されます。

財務データテーブルをコピーするには、財務データテーブルのフィールドについて、提案のリ

クエストタイプとプロジェクトのリクエストタイプで同じトークンを設定する必要があり

ます。
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 最初のプロジェクトの後に作成されたプロジェクト :

o 財務サマリは作成されますが、データは含まれません。

o 財務データテーブルのフィールドは、提案と同じ内容がプロジェクト

にも作成されます。ただし、財務データテーブルが提案からプロジェ

クトのフィールドにコピーされることはありません。

プロジェクトから作成された資産の財務データテーブル

プロジェクトから資産が作成されると、プロジェクトから資産に財務データ

テーブルがコピーされます。コピー対象には、予測データと実績データの両

方が含まれます。資産の財務データテーブルは編集可能ですが、プロジェク

トの財務データテーブルは読み取り専用になります。

財務データテーブルをMicrosoft Excelにエクスポート

財務データテーブルの右上隅にある [Excelにエクスポート ] ボタンをクリック

すると、財務データテーブルがそのメモを除いてMicrosoft Excelスプレッド

シートにエクスポートされます (133ページの図 4-9を参照)。

スプレッドシートには、次のデータがエクスポートされます。財務データテー

ブルで選択した [ビュー ] オプションに関係なく、ユーザのアクセス許可で表

示可能なデータがエクスポートされます。

 予測および実績データ。月別で示されます。

 明細行。コストおよびベネフィットのカテゴリ別に集計されます。

 [コストの詳細] セクションと [ベネフィットの詳細] セクションでテーブル表

示されているデータベース内で、会計年にゼロ以外の数値があるデータ。

スプレッドシートにキャプチャされ表示されるデータには、財務サマリに

表示可能なデータ (管理者が設定した表示可能な年範囲によって規定され

財務データテーブルをコピーするには、財務データテーブルのフィールドについて、プロジェ

クトのリクエストタイプと資産のリクエストタイプで同じトークンを設定する必要があり

ます。

Microsoft Internet Explorerのバージョン7を使用している場合は、インターネットオプション

が正しく設定されていることを確認します。詳細については、『スタートアップガイド』を参照

してください。
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るデータ ) 以外のデータも含まれます。したがって、何年かのデータをま

とめて参照したい場合は、財務サマリをMicrosoft Excelにエクスポートす

ると便利です。

Microsoft Excelスプレッドシートにエクスポートするすべての財務データで

は、財務データテーブルで選択した通貨が使用されます。

Microsoft Excelスプレッドシートのファイル名はExportFSToExcel.xlsです。

財務データテーブルの表示および編集に必要なアクセス権限

財務データテーブルの表示および編集機能へのアクセスは、アクセス許可 (「財

務サマリと財務データテーブルのアクセス許可」 (148ページ ) を参照 ) とアク

セス権限 ([財務データへのアクセス権限の設定 ] ページ ) で制御されます。こ

こでは、[財務データへのアクセス権限の設定] ページについて説明します。

財務データテーブルを作成および編集するには、[財務サマリの実績の編集 ]
または [全財務サマリの実績の編集] のアクセス許可、およびリクエストタイ

プの財務データテーブルフィールドでフィールドレベルのセキュリティが必

要です。

財務データテーブルの作成者には、[ 財務データへのアクセス権限の設定 ]
ページ上にあるすべてのアクセス権限が自動的に割り当てられます。

[財務データへのアクセス権限の設定 ] ページの内容を変更するには、[コスト

セキュリティの編集 ] アクセス許可と [セキュリティの編集 ] アクセス権限が

必要です。

アクセス許可は、アクセス権限よりも優先されます。アクセス権限があって

も、アクセス許可がなければ操作を実行できません。

リクエストの財務データテーブルの右上隅にある [アクセスの設定 ] をクリッ

クすると (133ページの図 4-9を参照 )、[財務データへのアクセス権限の設定 ]
ページが開き、アクセス権限が列に表示されます。図 4-10の例を参照してく

ださい。
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図 4-10. [財務データへのアクセス権限の設定 ] ページの例

アクセス権限は、アクセス許可 (「財務サマリと財務データテーブルのアクセ

ス許可」 (148ページ ) を参照 ) との組み合わせに基づいて、ユーザとセキュリ

ティグループに許可する機能 (表 4-19を参照 ) を指定します。

ユーザを追加するには、[ユーザの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス

権限を指定します。セキュリティグループを追加するには、[セキュリティグ

ループの追加 ] をクリックして、割り当てるアクセス権限を指定します。ユー

ザまたはセキュリティグループを削除する場合は、名前の左にある削除アイコ

ンをクリックします。
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表 4-19. [財務データへのアクセス権限の設定 ] ページで設定できるアクセス権限

(1/2ページ )

アクセス権限 説明

コストの表示

(読み取り専用) 財務データテーブルの [コストの詳細] セクションで予測コ

ストおよび実績コストとメモの表示を許可します。

[財務サマリのコストの表示] または [財務サマリの実績の編集] のアクセス

許可も必要です。

注記 : [全財務サマリのコストの表示 ] または [全財務サマリの実績の編集 ]
のアクセス許可がある場合には、このアクセス権限は不要です。

コストの編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務データテーブルの [コストの詳細 ] セクションの予測コストと実績

コストを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 [コストの詳細 ] セクションにメモを追加。

 財務データテーブルの [統計] セクションにある [名前] フィールドと [説
明 ] フィールドを編集。

[財務サマリの実績の編集 ] のアクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリの実績の編集 ] アクセス許可がある場合には、このア

クセス権限は不要です。
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ベネフィット

の表示

財務データテーブルの [ベネフィットの詳細 ] セクションで予測ベネフィッ

トおよび実績ベネフィットとメモの表示を許可します。

次の許可または権限も必要です。

 [財務サマリのコストの表示 ] アクセス許可または [財務サマリの実績の

編集 ] アクセス許可。

 [財務ベネフィットの表示 ] アクセス許可または [財務ベネフィットの編

集 ] アクセス許可。

 財務データテーブルのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照)。

注記: [全財務ベネフィットの表示] アクセス許可または [全財務ベネフィッ

トの編集 ] アクセス許可がある場合には、このアクセス権限は不要です。

ベネフィット

の編集

財務データテーブルの [ベネフィットの詳細 ] セクションでベネフィット

の編集 (ベネフィット明細の追加、更新、削除) およびメモの追加を許可し

ます。

次の許可または権限も必要です。

 [財務ベネフィットの編集 ] アクセス許可。

 財務データテーブルのコスト表示に必要な権限 (この表の「コストの表

示」アクセス権限を参照)。

 財務データテーブルのベネフィットの表示に必要なアクセス権限 (この

表の「ベネフィットの表示」アクセス権限を参照)。

注記 : [全財務ベネフィットの編集 ] のアクセス許可がある場合は、このア

クセス権限は不要です。

セキュリティ

の編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 [財務データへのアクセス権限の設定 ] ページで、ユーザとセキュリティ

グループを追加および削除。

 ユーザとセキュリティグループの財務データテーブルのアクセス権限

を変更。

[コストセキュリティの編集 ] アクセス許可も必要です。

注記 : [全財務サマリのコストセキュリティの編集 ] のアクセス許可がある

場合は、このアクセス権限は不要です。

表 4-19. [財務データへのアクセス権限の設定 ] ページで設定できるアクセス権限

(2/2ページ )

アクセス権限 説明
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財務サマリと財務データテーブルでの金額入力の設定

予測および実績のコストおよびベネフィット、承認された予算を財務サマリ

で入力する場合や、予測および実績のコストおよびベネフィットを財務デー

タテーブルで入力する場合は、特定の形式で金額を入力します。

server.conf 設定ファイルのBUDGET_IN_WHOLE_DOLLARS パラメータと

BUDGET_IN_THOUSAND_SHOW_DECIMALパラメータの設定に基づいて、整数値

(デフォルト)、千単位の整数値、千単位の整数値と小数桁、で入力できます。

表 4-20を参照してください。

server.conf設定ファイル内のパラメータ名は「DOLLARS」となっていますが、すべての

通貨に適用されます。
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表 4-20. 財務サマリでのserver.confパラメータに基づいた金額の入力

金額入力
形式

説明

BUDGET_
IN_WHOLE_
DOLLARS
の値

BUDGET_IN_
THOUSAND_
SHOW_
DECIMAL
の値

整数

デフォルト設定です。値は整数で表示さ

れます。たとえば、123456 と入力する

と、123,456を表します。

BUDGET_IN_THOUSAND_SHOW_

DECIMALパラメータは無視されます。

小数点以下を入力した場合、値はそのま

ま保存はされますが、四捨五入した整数

値が表示されます。たとえば、123456.5
と入力すると、保存される値は123456.5
ですが、表示は123457となります。

TRUE 適用されません

千単位

金額は、千単位の整数値で表示されます。

たとえば、123と入力すると、123,000を
表します。

小数点以下を入力した場合、値はそのま

ま保存されますが、四捨五入した整数値

が表示されます。たとえば、123.5と入

力すると、123,500を表します。保存さ

れる値は123.5、表示される値は124とな

ります。

FALSE FALSE

千単位、小数

点以下あり

金額は、整数と小数部で表示されます。

たとえば、123.456と入力すると、

123,456を表します。

入力された値がそのまま保存および表示

されます。

FALSE TRUE
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財務サマリと財務データテーブルのアクセス許可

表 4-21は、次に示すFinancial Managementのカテゴリに含まれるアクセス許可

のまとめです。

 財務サマリおよび財務データテーブルのコストセキュリティ

 財務サマリおよび財務データテーブルの予測コストと実績コスト

 財務サマリおよび財務データテーブルの予測ベネフィットと実績ベネ

フィット

 財務サマリの承認された予算

 レコードの計画として使用するスナップショットの設定

アクセス許可は、アクセス権限と組み合わせることにより、表 4-21で示す操

作をユーザに許可します。アクセス権限については、以下を参照してください。

 「ライフサイクルエンティティの財務サマリの表示および編集に必要なア

クセス権限」 (84ページ ) 

 「プログラムの財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (117
ページ) 

 「組織単位の財務サマリの表示および編集に必要なアクセス権限」 (129
ページ) 

 「財務データテーブルの表示および編集に必要なアクセス権限」 (142ペー

ジ ) 
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表 4-21. Financial Managementの財務サマリのアクセス許可 (1/4ページ )

アクセス許可 説明

承認された予算に対するアクセス許可

承認された予算の編集

財務サマリの承認済み予算を編集することを許可します。

次の許可または権限も必要です。

 財務サマリの [財務サマリのアクセスの設定 ] ページにある 
[承認された予算の編集 ] アクセス権限。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「財務サマリ

のコストの表示」アクセス許可を参照 )。

全財務サマリの承認済

み予算の編集

システム内にあるすべての財務サマリの承認済み予算を編集す

ることを許可します。

このアクセス許可は、[全財務サマリのコストの表示 ] または [全
財務サマリの実績の編集 ] のアクセス権限と組み合わせる必要が

あります。

コストに対するアクセス許可

コストセキュリティの

編集

財務サマリまたはリクエストの財務データテーブルの [財務デー

タへのアクセス権限の設定 ] ページで、ユーザやセキュリティグ

ループの追加および削除、アクセス権限の変更を許可します (プ
ロジェクトの場合、[プロジェクト設定 ] の [プロジェクトセキュ

リティ ] ポリシーで、コストの参加者を選択する許可が与えられ

ます )。

次の許可または権限も必要です。

 財務サマリまたは財務データテーブルの [財務データへのア

クセス権限の設定 ] ページにある [セキュリティの編集 ] アク

セス権限。

 財務サマリのコスト表示または財務データテーブルのコスト

表示に必要な権限 (この表の「財務サマリのコストの表示」ア

クセス許可を参照 )。

全財務サマリのコスト

セキュリティの編集

システム内にあるすべての財務サマリおよび財務データテーブ

ルのコストセキュリティを編集することを許可します。
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全財務サマリの実績の

編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 システム内にあるすべての財務サマリの予測コストと実績コ

ストを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 システム内にあるすべての財務サマリのスナップショットを

作成および表示。

 システム内にあるすべての財務サマリのついて、[統計 ] セク

ションにある [名前 ] フィールドと [説明 ] フィールドを編集。

 システム内にあるすべての財務サマリの財務サマリ設定を

編集。

 システム内にあるすべてのリクエストの全財務データテーブ

ルのコストを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 システム内にあるすべてのリクエストの全財務データテーブ

ルについて、[統計 ] セクションにある [名前 ] フィールドと 
[説明 ] フィールドを編集。

財務サマリの実績の

編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務サマリのコストを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 財務サマリのスナップショットを作成および表示。

 財務サマリの [統計 ] セクションにある [名前 ] フィールドと 
[説明 ] フィールドを編集。

 財務サマリの設定を編集。

 リクエストの財務データテーブルでの予測コストと実績コス

トを編集 (コスト明細の追加、更新、削除 )。

 リクエストの財務データテーブルの [統計 ] セクションにある

[名前 ] フィールドと [説明 ] フィールドを編集。

財務サマリまたは財務データテーブルの [アクセスの設定 ] ペー

ジにある [コストの編集 ] アクセス権限も必要です。

全財務サマリのコスト

の表示

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 システム内にあるすべての財務サマリについて、予測コスト

と実績コスト、承認された予算、スナップショットの予測コ

ストを表示。

 システム内にあるすべてのリクエストの全財務データテーブ

ルで予測コストと実績コストを表示。

表 4-21. Financial Managementの財務サマリのアクセス許可 (2/4ページ )

アクセス許可 説明
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財務サマリのコストの

表示

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務サマリで、予測コストと実績コスト、承認された予算、ス

ナップショットの予測コストを表示。

 リクエストの財務データテーブルの予測コストと実績コスト

を表示。

財務サマリまたは財務データテーブルの [アクセスの設定 ] ペー

ジにある [コストの表示 ] アクセス権限も必要です。

注記 : 財務サマリの親となる上位ライフサイクルエンティティの

コストの参加者には、[コストの表示 ] アクセス権限が自動的に付

与されます。

ベネフィットに対するアクセス許可

すべての財務ベネ

フィットの編集

次の操作を許可します。

 システム内にあるすべての財務サマリでベネフィットを編集

(ベネフィット明細の追加、更新、削除 )。

 システム内にあるすべての財務サマリのスナップショットを

作成および表示。

 システム内にあるすべてのリクエストの全財務データテーブ

ルで財務ベネフィットを編集。

財務サマリのコストまたは財務データテーブルのコストを表示

する権限も必要です (この表の「財務サマリのコストの表示」ア

クセス許可を参照 )。

財務ベネフィットの

編集

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 財務サマリのベネフィットを編集 (ベネフィット明細の追加、

更新、削除 )。

 リクエストの財務データテーブルのベネフィットを編集。

次の許可または権限も必要です。

 財務サマリまたは財務データテーブルの [アクセスの設定] ペー

ジにある [ベネフィットの編集 ] アクセス権限。

 財務サマリのコスト表示または財務データテーブルのコスト

表示に必要な権限 (この表の「財務サマリのコストの表示」ア

クセス許可を参照 )。

表 4-21. Financial Managementの財務サマリのアクセス許可 (3/4ページ )

アクセス許可 説明
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すべての財務ベネ

フィットの表示

ユーザは次の操作を実行できるようになります。

 システム内にあるすべての財務サマリのベネフィットを表示。

 システム内にあるすべてのリクエストの全財務データテーブ

ルでベネフィットを表示。

財務サマリのコストまたは財務データテーブルのコストを表示

する権限も必要です (この表の「財務サマリのコストの表示」ア

クセス許可を参照 )。

財務ベネフィットの

表示

財務サマリまたはリクエストの財務データテーブルでベネ

フィットを表示することを許可します。

次の許可または権限も必要です。

 財務サマリまたは財務データテーブルの [アクセスの設定] ペー

ジにある [ベネフィットの編集 ] アクセス権限。

 財務サマリのコスト表示または財務データテーブルのコスト

表示に必要な権限 (この表の「財務サマリのコストの表示」ア

クセス許可を参照 )。

レコードの計画としてスナップショットを設定するためのアクセス許可

財務サマリのスナップ

ショットをレコードの

計画として設定

財務サマリのスナップショット一覧で、レコードの計画としてス

ナップショットを指定することを許可します。

次の許可または権限も必要です。

 財務サマリの [アクセスの設定 ] ページにある [レコード計画

の設定 ] アクセス権限。

 財務サマリのコスト表示に必要な権限 (この表の「財務サマリ

のコストの表示」アクセス許可を参照 )。

全財務サマリのレコー

ドの計画の設定

システム内にある任意の財務サマリについて、スナップショット

一覧にあるスナップショットをレコードの計画として指定する

ことを許可します。

表 4-21. Financial Managementの財務サマリのアクセス許可 (4/4ページ )

アクセス許可 説明
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財務サマリの比較

[財務比較 ] ポートレットでは、1つまたは複数のライフサイクルエンティティ

に関する予測またはレコードの計画 (POR) と、同じまたは異なるライフサイ

クルエンティティの予測または実績とを比較します。

[財務比較 ] ポートレットの [プリファレンスの編集 ] ページでは、ポートレッ

トによるフィルタ処理とデータ表示で使用するパラメータを選択できます。

表 4-22はパラメータの一覧です。

使用される現地通貨が財務データごとに異なるため、[財務比較 ] ポートレットでは、財務デー

タは常に基本通貨で表示されます (プリファレンスで通貨を設定した場合も同様です)。

表 4-22. [財務比較 ] ポートレットのパラメータ (1/2ページ )

フィールド名 説明

財務の比較元リクエスト

1つまたは複数の

リクエスト

複数の選択が可能なオートコンプリートフィールド。1つまた

は複数のアクティブなライフサイクルエンティティを選択で

きます。

予測の使用
選択したアクティブなライフサイクルエンティティの予測

データを比較します。

PORの使用
選択したアクティブなライフサイクルエンティティのPORを

比較します。

財務の比較先リクエスト

上で選択したリクエストの

予測

[財務の比較元リクエスト ] セクションで選択したアクティブ

なライフサイクルエンティティのPORと、同じエンティティ

の予測データを比較します。

上で選択したリクエストの

実績

[財務の比較元リクエスト ] セクションで選択したアクティブ

なライフサイクルエンティティの予測データまたはPORと、

同じエンティティの実績データを比較します。

1つまたは複数の

リクエスト

複数の選択が可能なオートコンプリートフィールド。ライフサ

イクルエンティティを1つまたは複数選択し、[財務の比較元リ

クエスト ] セクションで選択したアクティブなライフサイクル

エンティティの財務データと比較します。
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予測の使用

[財務の比較元リクエスト ] セクションで選択したアクティブ

なライフサイクルエンティティのPORと、[財務の比較先リク

エス ] セクションで選択したアクティブなライフサイクルエン

ティティの予測データを比較します。

実績の使用

[財務の比較元リクエスト ] セクションで選択したアクティブ

なライフサイクルエンティティの予測データまたはPORと、

[財務の比較先リクエス ] セクションで選択したアクティブな

ライフサイクルエンティティの実績データを比較します。

期間

財務サマリの対象期間
ポートレットの表示範囲を、アクティブなライフサイクルエン

ティティで選択された財務サマリの期間に限定します。

次の日から : ___ 次の値ま

で : ___
表示期間を選択します。

表 4-22. [財務比較 ] ポートレットのパラメータ (2/2ページ )

フィールド名 説明
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予測と実績の比較

[財務比較 ] ポートレットは、ライフサイクルエンティティの予測データと実

績データを比較します。

1つのライフサイクルエンティティの予測データと実績データを比較できます。

サンプルを図 4-11に示します。[財務比較 ] ポートレットの [プリファレンス

の編集] ページで、[財務の比較元リクエスト ] セクションにある [1つまたは複数

のリクエスト ] フィールドでライフサイクルエンティティを 1つ選択し、[予測

の使用 ] を選択します。[財務の比較先リクエスト ] セクションで [上で選択したリ

クエストの実績 ] を選択します。

図 4-11. 1つのプロジェクトの予測と実績を比較

図 4-11では、財務サマリの最初の 3か月は実績値が予測値を上回っています

が、最後の月は予測値が実績値を上回っています。
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このポートレットでは、複数のライフサイクルエンティティの予測データと

実績データを比較することもできます。サンプルを図 4-12に示します。[財務

比較 ] ポートレットの [プリファレンスの編集 ] ページで、[財務の比較元リクエ

スト ] セクションにある [1つまたは複数のリクエスト] フィールドでライフサイ

クルエンティティを2つ選択し、[予測の使用 ] を選択します。[財務の比較先リ

クエスト ] セクションで [上で選択したリクエストの実績 ] を選択します。

図 4-12. 複数のプロジェクトで予測と実績を比較

図 4-12では、ほとんどの月で 2つのプロジェクトの予測値が実績値を上回っ

ていますが、6月と8月は実績値が予測値を上回っています。
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エンティティ間での予測の比較

[財務比較 ] ポートレットは、ライフサイクルエンティティの予測データを別

のエンティティの予測データと比較することができます。サンプルを図 4-13
に示します。

[財務比較 ] ポートレットの [プリファレンスの編集 ] ページで、[財務の比較元

リクエスト ] セクションにある [1つまたは複数のリクエスト ] フィールドでライ

フサイクルエンティティを1つ選択し、[予測の使用 ] を選択します。[財務の比

較先リクエスト ] セクションにある [1つまたは複数のリクエスト ] フィールドで1
つまたは複数のライフサイクルエンティティを選択し、[予測の使用 ] を選択し

ます。

図 4-13. 複数のプロジェクトの予測を比較

図 4-13では、Whirlwindプロジェクトの予測を、APO-PilotプロジェクトとCRM
One Worldプロジェクトの予測データの合計と比較しています。
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財務サマリと財務データテーブルの比較

[財務サマリと財務データの比較] ポートレットは、1つまたは複数のライフサ

イクルエンティティと財務データテーブル間で、予測データまたは実績デー

タを比較します。比較対象となるライフサイクルエンティティと財務データ

テーブルは、リクエストタイプが同じでなければなりません。

[財務サマリと財務データの比較] ポートレットの [プリファレンスの編集] ペー

ジでは、ポートレットのフィルタ処理とデータ表示で使用するパラメータを

選択できます。表 4-23はパラメータの一覧です。

使用される現地通貨が財務データごとに異なるため、[財務サマリと財務データの比較 ] ポート

レットでは、財務データは常に基本通貨で表示されます (プリファレンスで通貨を設定した場

合も同様です )。

表 4-23. [財務サマリと財務データの比較 ] ポートレットのパラメータ(1/2ページ )

フィールド名 説明

* 次のリクエストタイプの

財務を比較

オプションを1つ選択できるオートコンプリートフィールド。

比較対象となるライフサイクルエンティティと財務データ

テーブルのリクエストタイプを選択します。比較対象となるラ

イフサイクルエンティティと財務データテーブルは、リクエス

トタイプが同じでなければなりません。

財務の比較元リクエスト

*比較元リクエスト

複数の選択が可能なオートコンプリートフィールド。1つまた

は複数のアクティブなライフサイクルエンティティを選択で

きます。選択したリクエストタイプのライフサイクルエンティ

ティが一覧表示されます。

予測の使用
選択したアクティブなライフサイクルエンティティの予測

データを比較します。

実績の使用
選択したアクティブなライフサイクルエンティティの実績

データを比較します。
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財務の比較先リクエスト

*財務データテーブルの

選択

複数の選択が可能なオートコンプリートフィールド。財務デー

タテーブルを1つまたは複数選択します。これが、[財務の比較

元リクエスト ] セクションで選択したアクティブなライフサイ

クルエンティティの財務データと比較されます。選択したリク

エストタイプの財務データテーブルが一覧表示されます。

予測の使用

[財務の比較元リクエスト ] セクションで選択したアクティブ

なライフサイクルエンティティの予測または実績と、[財務の

比較先リクエスト ] セクションで選択した財務データテーブル

の予測データを比較します。

実績の使用

[財務の比較元リクエスト ] セクションで選択したアクティブ

なライフサイクルエンティティの予測または実績と、[財務の

比較先リクエスト ] セクションで選択した財務データテーブル

の実績データを比較します。

期間

財務サマリの対象期間
ポートレットの表示範囲を、アクティブなライフサイクルエン

ティティで選択された財務サマリの期間に限定します。

次の日から : ___ 次の値ま

で : ___
表示期間を選択します。

表 4-23. [財務サマリと財務データの比較 ] ポートレットのパラメータ(2/2ページ )

フィールド名 説明
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エンティティ間での予測の比較

[財務サマリと財務データの比較 ] ポートレットは、ライフサイクルエンティ

ティの予測データと、財務データテーブルにある複数の予測データを比較し

ます。サンプルを図 4-14に示します。

[財務サマリと財務データの比較] ポートレットの [プリファレンスの編集] ペー

ジで、[財務の比較元リクエスト ] セクションにある [比較元リクエスト ] フィール

ドでライフサイクルエンティティを1つ選択し、[予測の使用 ] を選択します。

[財務の比較先リクエスト] セクションにある [財務データテーブルの選択 ] フィー

ルドで1つまたは複数の財務データテーブルを選択し、[予測の使用 ] を選択し

ます。

図 4-14. 予測の比較

図 4-14では、Whirlwindプロジェクトの予測とFD_whirlwindプロジェクトの予

測を比較しています。
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第 5 章 プロジェクトコストのトラッキング

と分析
プロジェクトコストのトラッキングと分析の概要

計画に関連したコストデータをトラッキングする際、プロジェクトの実施中

に発生したコストデータをさまざまな方法でキャプチャすることができま

す。このようにキャプチャしたコストデータは、財務サマリに記録されてい

るデータと比較できます。

この章では、プロジェクトやプログラムで実際に発生したコストデータを

キャプチャする方法と、その分析方法について説明します。

コストデータの計算と式

HP Financial Managementでは、プロジェクトの計画コストと実績コストの情報

をキャプチャおよびトラッキングすることにより、プロジェクトのパフォー

マンスを財務的な視点から把握することができます。プロジェクトやタスク

でキャプチャできる基本的なコスト情報を表 5-1にまとめます。

一部のコストデータは、プロジェクトのアクティブなベースライン作業計画

から算出されます。ベースラインの詳細については、『HP Project Management
ユーザーガイド』を参照してください。
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表 5-1. コストデータの項目と計算式 (1/4ページ )

項目 定義 式

計画人件費

作業項目 (通常はタスク ) のコストであり、

タスクでスケジュールされた工数にかかる

金額の指標になります。この金額は、タス

クごとに計算され、プロジェクトレベルで

ロールアップされます。

計画人件費＝ (スケ

ジュールされた工数×タ

スクごとにコストルール

で規定されたレート ) の
合計

計画非人件費

作業項目を完了するために必要になる非人

件費。作業項目に費やされた工数の直接的

な指標ではありません。この金額は、タス

クごとに計算され、プロジェクトレベルで

ロールアップされます。

手入力

計画コスト 作業項目ごとの計画コストの合計です。
計画コスト＝計画人件費

＋計画非人件費

ベースライン

人件費

プロジェクト作業計画で使用するアクティ

ブなベースラインにおける作業項目の人

件費。

ベースライン人件費＝

ベースライン時点での計

画人件費

ベースライン

非人件費

プロジェクト作業計画で使用するアクティ

ブなベースラインにおける作業項目の非人

件費。

ベースライン非人件費＝

ベースライン時点での計

画非人件費

ベースライン

コスト

作業項目で使用するアクティブなベースラ

インで示される合計コスト。

ベースラインコスト＝

ベースライン人件費＋

ベースライン非人件費

実績人件費 作業項目で実施された作業のコスト。

実績人件費＝ (実績工数

×作業項目ごとにコスト

ルールで規定されたレー

ト ) の合計

実績非人件費 作業項目の実施上、発生した非人件費。 手入力
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実績コスト 作業項目の実施上、発生したコストの合計
実績コスト＝実績人件費

＋実績非人件費

計画価値 (PV)

計画価値 (PV) は、server.confファイ

ルのPV_USE_ACTIVE_BASELINE_
DATESパラメータの設定によって、2とお

りの計算式で求めることができます。設定

については、PPM Centerシステム管理者に

お問い合わせください。

PV_USE_ACTIVE_BASELINE_DATESパラ

メータのデフォルト設定は falseです。した

がってデフォルトでは、ベースラインコス

トのうち、プロジェクトの開始日から現在

の日付までの支出として計画された部分と

なります。

PV＝ベースラインコス

ト× [(現在の日付－開始

日 ) / (終了日－開始日 )]

PV_USE_ACTIVE_BASELINE_DATESパラ

メータを trueに設定すると、計画価値は、ス

ケジュールされた日付ではなく、プロジェ

クトのアクティブなベースラインの日付に

基づいて計算されます。

注記 : PV_USE_ACTIVE_BASELINE_
DATESを trueに設定した後、プロジェクト

計画価値更新サービスの初回実行時に、ス

ケジュールされた日付とアクティブなベー

スラインの日付の両方が過去の日付になっ

ているプロジェクトは、計算から除外され

ます。

PV＝ベースラインコスト

× [MIN (現在の日付、ベー

スラインの終了日)－ベー

スラインの開始日] / (ベー

スラインの終了日－ベー

スラインの開始日 )

表 5-1. コストデータの項目と計算式 (2/4ページ )

項目 定義 式
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アーンドバ

リュー (EV)

アーンドバリュー (EV) は、

server.conf ファイルの EV_ALLOW_
PRORATINGパラメータの設定によって、2
とおりの計算式で求められます。設定につ

いては、PPM Centerシステム管理者にお問

い合わせください。

EV_ALLOW_PRORATING 

server.confパラメータのデフォルト値

はtrueです。したがってデフォルトでは、

アーンドバリュー (EV) は、プロジェクト全

体のベースラインコストのうち、現在まで

に費やされた部分であり、これまでに実施

された作業量に基づいて計算されます。

EV＝ベースラインコスト

×達成率 (%)

server.conf ファイルの EV_ALLOW_
PRORATINGパラメータがfalseに設定さ

れている場合、タスクまたはプロジェクト

が100%完了しないとEVの値は計算されま

せん。つまり、タスクまたはプロジェクト

が100%完了していない状態では、EVの値

は0になります。 タスクまたはプロジェクト

が100%完了すると、EVの値は、タスクま

たはプロジェクトのベースラインコストと

等しくなります。

達成率 (%) が100未満の

場合、EV＝0

達成率 (%) が100の場合、

EV＝ベースラインコスト

コストパフォー

マンス指数 (CPI)

実績コストに対するアーンドバリュー (EV)
の比率であり、コスト効率を示します。ま

た、CPIは、プロジェクトの計画実績コスト

を計算し、コスト超過額を予測する際にも

使用されます。

CPI＝EV / 実績コスト

スケジュール実

績指数 (SPI)

計画価値 (PV) に対するアーンドバリュー

(EV) の比率であり、スケジュール効率を示

します。SPIは、作業計画または計画された

スケジュールの達成度を、コストに換算し

たものです。

SPI＝EV / PV

表 5-1. コストデータの項目と計算式 (3/4ページ )

項目 定義 式
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[プロジェクト設定 ] でのプロジェクトコスト計算の設定

プロジェクトのコストデータをトラッキングするには、HP Financial 
Managementに関連したプロジェクト設定を行う必要があります。

コストの差異

プロジェクトまたはタスクについて、アーン

ドバリュー (EV) と実績コストの差を表し

ます。完了した作業について、アーンドバ

リュー (EV) と実際に発生したコストを比

較することにより、計画コストと実績コス

トを客観的に把握することができます。比

較した結果は、コストの差異と呼ばれます。

CV＝EV－AC

スケジュールの

差異

プロジェクトまたはタスクについて、アー

ンドバリュー (EV) と計画価値 (PV) の差を

表します。計画価値 (PV) とアーンドバ

リュー (EV) の比較によって、計画した作業

の価値金額と、完了した作業の価値金額を

比較できます。比較した結果は、スケジュー

ルの差異と呼ばれます。

SV＝EV－PV

計画実績コスト

作業項目の最新のベースラインが示す合計

コストと、コストパフォーマンス指数 (CPI)
の比率です。

計画実績コスト＝ベース

ラインコスト /CPI

表 5-1. コストデータの項目と計算式 (4/4ページ )

項目 定義 式

次の点に注意してください :

 すべてのコスト情報は、HP Project Managementによって自動計算されます。

 SPIの計算には、プロジェクトの予測ベースラインコストが使用され、実績コストは使用さ

れません。

プロジェクト設定は、プロジェクトタイプから継承されるプロジェクトポリシーに基づきます。

プロジェクトポリシーは固定的なものなので、プロジェクトの作成に使用したプロジェクトタ

イプによっては、編集できない内容も含まれています。
プロジェクトコストのトラッキングと分析 165



プロジェクトの設定を開くには、[プロジェクトの概要 ] ページで [プロジェク

ト設定 ] をクリックします。

[プロジェクト設定 ] ページが開き、プロジェクトのさまざまな項目を管理す

るポリシーが表示されます。たとえば [コストと工数 ] ポリシーでは、次の内容

を設定できます。

 プロジェクト /タスクレベルでの人件費の計算方法

 ユーザによるデータ入力

[コストと工数] ポリシーでは、HP Time Managementで工数をトラッキングする

方法も定義します (HP Project Managementと統合している場合 )。詳細につい

ては、『HP Project Managementユーザーガイド』または『HP Time Management
ユーザーガイド』を参照してください。

図 5-1は、[コストと工数 ] ポリシーの [Financial Management] セクションの例

です。

図 5-1. [コストと工数 ] ポリシーの [Financial Management] セクション

[コストと工数] ポリシーの [Financial Management] セクションで、[作業計画の

Financial Managementを有効にする ] チェックボックスを選択すると、下位オ

プションを選択することによって、HP Financial Managementをプロジェクトで

使用できるようになります。

プロジェクトの財務サマリに関連するオプションを以下に示します。詳細に

ついては、「財務サマリでのプロジェクトの設定」 (78ページ ) を参照してくだ

さい。

 [このプロジェクト上で資産計上されたコストを許可します] (SOP 98-1に基づい

て資産計上したコストのトラッキングについては、第 6 章「SOP 98-1への

準拠」 (181ページ) を参照してください )。

実績非人件費は、自動計算されませんが、いつでも手入力できます。
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 [作業計画のFinancial Managementを有効にする ] 

 [スタッフィングプロファイルから予測人件費を計算します ] 

 [作業計画とタイムシートから、実際の人件費を計算します (作業計画用に

Financial Managementを有効にする必要があります )]

 [作業計画から、実際の非人件費を計算します (作業計画用にFinancial 
Managementを有効にする必要があります )]

[コストと工数] ポリシーの [Financial Management] セクションでは、[作業計画

のFinancial Managementを有効にする ] チェックボックスを選択した場合、財

務サマリ設定に関連しないオプションも指定する必要があります。以下で説

明するように、このオプションでは、作業計画に関する人件費の計画値およ

び実績値について、自動計算や手入力の設定を行います。

 [作業計画上の計画人件費は以下のようになります ]: 

o [スケジュールされた工数とレートを基に自動的に計算される ]: タスクの計

画人件費は、作業計画で入力されたスケジュール工数と人件費レート

から自動計算されます。HP Project Managementでのコスト計算のサン

プルは、「コストルールの例」 (22ページ) を参照してください。

計画人件費を自動計算するには、[コストと工数 ] ポリシーの [リソース

負荷の設定 ] セクション、[作業計画でのスケジュールされた工数 ] サブセ

クションにある [計画中はスケジュールされた工数を使用 ] オプションを

選択します。

o [タスクに手動で入力され、サマリタスクにロールアップされる ]: タスクの

計画人件費は、プロジェクトマネージャなど適切なアクセス許可を

持ったほかのユーザが作業計画で入力します。

いずれのオプションを選択する場合でも、作業計画の計画人件費はタスク

からサマリタスク、サマリタスクからプロジェクトへ自動的にロールアッ

プされます。

作業計画の実績値は、プロジェクトの財務サマリにただちに反映されない場合があります。コ

ストのロールアップは、HP Financial Managementがシステム全体を対象に定期的に実行しま

す。詳細については、付録 A「コストの計算間隔の設定」 (195ページ ) を参照してください。
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 [作業計画上の実際の人件費は以下のようになります ] 

o [実績工数とレートを基に自動的に計算される ]: タスクの実績人件費は、作

業計画で入力された実績工数と人件費レートを元に自動計算されま

す。HP Project Managementでのコスト計算のサンプルは、「コストルー

ルの例」 (22ページ ) を参照してください。

実績人件費を自動計算するには、[コストと工数 ] ポリシーの [リソース

負荷の設定 ] セクション、[作業計画での実績工数 ] サブセクションにある

[リソースアサインごとに実績工数をトラッキングする ] オプションを選択

します。

タスクの実績人件費は、ユーザが記録したHP Time Managementのタイ

ムシートからも自動計算されます。詳細については、「実績人件費をタ

イムシートからロールアップ」 (170ページ ) を参照してください。

o [タスクに手動で入力され、サマリタスクにロールアップされる ]: タスクの

実績人件費は、プロジェクトマネージャなど適切なアクセス許可を

持ったユーザが作業計画で入力します。詳細については、「作業計画で

の実績人件費の手入力」を参照してください。

いずれのオプションを選択する場合でも、作業計画の実績人件費はタスク

からサマリタスク、サマリタスクからプロジェクトへ自動的にロールアッ

プされます。
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作業計画での実績人件費の手入力

タスクまたはサマリタスクで実績人件費を手入力するには、[タスクに手動で入

力され、サマリタスクにロールアップされる ] オプションを選択します。実績人件

費は、[タスクの詳細 ] ページで入力できます。

タスクの実績人件費を入力するには、次の手順を実行してください。

1. プロジェクトを開きます。

2. [プロジェクトの設定 ] ページの [コストと工数 ] ポリシーで、タスクまたは

プロジェクトの実績人件費の入力が許可されていることを確認します。

HP Financial Managementが有効であり、[作業計画上の実際の人件費は以下の

ようになります: ] オプションが [タスクに手動で入力され、サマリタスクにロー

ルアップされる ] に設定されていることを確認してください。

3. [完了 ] をクリックします。[プロジェクトの設定 ] ページが閉じて、[プロ

ジェクトの概要 ] ページに戻ります。

4. [作業計画の編集 ] をクリックします。

5. 変更するタスクを選択し、[タスクの詳細 ] アイコンをクリックします。

[タスクの詳細 ] ページが開きます。

6. [コスト ] タブをクリックします。

7. タスクの明細に実績人件費を入力します。

8. 変更内容を保存します。

[保存] をクリックすると、タスクの変更内容が保存され、編集作業を続行

できます。[完了 ] をクリックすると、タスクの変更内容が保存され、[タ
スクの詳細 ] ページは閉じます。

9. [完了 ] をクリックして、作業計画の変更内容を保存します。
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実績人件費をタイムシートからロールアップ

HP Time Managementがインストールされている場合、HP Project Management
と統合し、タイムシートを使って工数のトラッキングを行い、さらに [コスト

と工数 ] ポリシーでのFinancial Management設定によって実績人件費をタイム

シートからプロジェクト作業計画にロールアップすることができます。ロー

ルアップされた数値は、さらにプロジェクト財務サマリにロールアップでき

ます。

タイムシートから人件費をロールアップするには、[コストと工数 ] ポリシーで

次のオプションを設定する必要があります。

 [リソースアサインごとに実績工数をトラッキングする ] ([リソース負荷の設定 ]
セクションの [作業計画での実績工数 ] サブセクション )

 [Time Managementを使用して、このプロジェクトに対して実績をトラッキング

する ] ([Time Management] セクション)

 [作業計画のFinancial Managementを有効にする] ([Financial Management] セ
クション )

HP Time Managementに関連する [コストと工数 ] ポリシーの設定については、

『HP Project Management ユーザーガイド』または『HP Time Management ユー

ザーガイド』を参照してください。

財務サマリへのコストのロールアップ

計画と実績の人件費と非人件費は、以下で説明するデータソースからプロ

ジェクト財務サマリにロールアップできます。ロールアップオプションの詳

細については、「財務サマリでのプロジェクトの設定」 (78ページ ) を参照して

ください。

計画人件費をスタッフィングプロファイルからロールアップ

スタッフィングプロファイルから計画人件費を自動計算するには、[プロジェ

クト設定 ] ページで、[コストと工数 ] ポリシーの [財務サマリのコスト ] セクショ

ンにある [スタッフィングプロファイルから予測人件費を計算します ] チェック

ボックスを選択します。自動計算を行うためには、このプロジェクトにスタッ
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フィングプロファイルが存在する必要があります。詳細については、「財務サ

マリでのプロジェクトの設定」 (78ページ ) を参照してください。

実績人件費と実績非人件費のロールアップ

すべてのタスクは、次のカテゴリごとにグループ化されています。

 人件費または非人件費

 資本または運用 (資産計上トラッキングが有効になっている場合。「SOP
98-1トラッキングの有効化」 (182ページ ) を参照してください )

財務サマリのコスト明細も、上記のカテゴリに基づいてグループ化されます。

[プロジェクト設定 ] ページにある [コストと工数 ] ポリシーの [財務サマリのコ

スト ] セクションでは、次の処理を設定できます。

 実績人件費を、作業計画とタイムシートから財務サマリにロールアップす

るかどうか

 実績非人件費を作業計画からロールアップするかどうか

詳細については、「財務サマリでのプロジェクトの設定」 (78ページ ) を参照し

てください。

プログラム財務サマリへのコストのロールアップ

[プログラム設定 ] ページ ([プログラムの概要 ] ページからアクセス ) で [この

プログラムのFinancial Managementを有効にする] オプションが選択されている

場合、プログラム内にあるすべてのコンテンツ (提案、プロジェクト、資産 )
のコスト (およびベネフィット ) データは、各財務サマリからプログラム財務

サマリにロールアップされます。詳細については、「プログラムの財務サマリ」

(90ページ ) を参照してください。
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プロジェクトコストの分析

HP Financial Managementには、プロジェクトのコストデータを視覚的に把握で

きる便利なインタフェースがあります。ここでは、主な視覚化ツールを紹介

します。

プロジェクトの累積コストメトリクス

プロジェクトの [累積コストメトリクスの分析 ] ページを表示するには、次の

いずれかの手順を実行します。

 メニューバーで、[開く ] > [Financial Management] > [コストの分析 ] > [プロ

ジェクトの累積コストメトリクス ] を選択し、フィルタ条件を指定してプロ

ジェクトを選択します。

 プロジェクトが開いていてベースラインが設定されている場合、[プロジェ

クトサマリ ] タブを選択し、[EVサマリ ] セクションの [分析 ] をクリックし

ます。
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図 5-2. [累積コストメトリクスの分析 ] ページ

[累積コストメトリクスの分析] ページでは、表 5-2に示すフィルタ条件を指定

できます。
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[累積コストメトリクスの分析] ページでは、さまざまなコスト変数を使ってプ

ロジェクトのパフォーマンスを時系列で評価できます。HP Project Management
は、プロジェクトの [計画実績コスト] フィールドの値を、ベースラインコスト

/CPIという式で計算します。計算結果は、グラフの上に表示されます。

[累積コストメトリクスの分析 ] ページで最新データを表示するには、保留中

のコストアーンドバリュー更新サービスを有効にする必要があります。サー

ビスを変更するには、[システム管理者 : サービススケジュールの編集] という

アクセス許可が必要です。

表 5-2. [累積コストメトリクスの分析 ] ページのパラメータ

フィールド名 説明

プロジェクト 分析対象となるプロジェクト。

サマリタスク 分析対象となるサマリタスク。

期間 グラフの時間軸が示す期間。指定できる値 : 会計週、会計月、会計年

開始日 グラフ表示を開始する日付。

終了日 グラフ表示を終了する日付。

グラフで表示されるデータ : 

計画価値 (PV)
ベースラインコストを、プロジェクトの開始日と各データポイント

間の期間ごとに表示します。

アーンドバリュー 
(EV)

プロジェクト全体のベースラインコストを、各データポイントで消

費された金額を理論値で表示します。計算式については、162ペー

ジの表 5-1を参照してください。

実績コスト (AC)
プロジェクトの合計コスト (実績人件費と実績非人件費の合計 ) を
表示します。

財務サマリの予測
プロジェクトで予測される財務サマリの値を、データポイントごと

に表示します。

財務サマリの実績
実績値が入力されている場合、各データポイントでの財務サマリの

実績値を表示します。
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サービスを変更するには、次の手順を実行してください。

1. 標準インタフェースのメニューバーで、[ 開く ] > [ 管理 ] > [サービスのスケ

ジュール ] を選択します。

2. 変更するサービスの行をクリックします。

3. [ステータス ] ([有効 ] または [無効 ])、[スケジュールタイプ ]、[スケジュール ]
を必要に応じて変更します。[スケジュールタイプ ] の詳細については、オ

ンラインヘルプを参照してください。

4. [保存 ] をクリックします。

プロジェクトの現在のコストメトリクス

[プロジェクトの現在のコストメトリクスの分析 ] ページを表示するには、メ

ニューバーで [開く] > [Financial Management] > [コストの分析] > [プロジェクト

の現在のコストメトリクス ] を選択します。
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図 5-3. [プロジェクトの現在のコストメトリクスの分析 ] ページ

[プロジェクトの現在のコストメトリクスの分析 ] ページでは、表 5-3に示す

フィルタ条件を指定できます。
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表 5-3. [プロジェクトの現在のコストメトリクスの分析 ] ページのパラメータ

(1/2ページ )

フィールド名 説明

プロジェクト 

プロジェクト ページで表示するプロジェクト

サマリタスク 

プロジェクト ページで表示するプロジェクト

サマリタスク 指定したプロジェクトに含まれるサマリタスク

その他の基準 

プロジェクトマネー

ジャ
指定したプロジェクトマネージャのプロジェクトを表示

プログラム 指定したプロジェクトのプログラムを表示

作業計画ステータス 指定したステータスを持つ作業計画のプロジェクトを表示

実績コストのアーンド

バリューからの超過額
コスト差異が指定した金額を超えるプロジェクトを表示

計画価値のアーンドバ

リューからの超過額
スケジュール差異が指定した金額を超えるプロジェクトを表示

CPI < CPIが指定した値より小さいプロジェクトを表示

SPI < SPIが指定した値より小さいプロジェクトを表示

予測コスト > 予測コストが指定した金額を超えるプロジェクトを表示

ベースラインコスト > ベースラインコストが指定した金額を超えるプロジェクトを表示

予算の実績値 >
実績コスト (財務サマリの値 ) が指定した金額を超えるプロジェ

クトを表示

レベル1およびレベル2
サマリタスクを含める

作業計画の階層のレベル 1 またはレベル 2 のサマリタスクを含

める
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[プロジェクトの現在のコストメトリクスの分析 ] ページでは、1つまたは複数

のプロジェクトのサイズとコストのヘルスを比較できます。

このページは、[プロジェクトの現在のコストメトリクス ] ポートレットでも

表示されます。

プロジェクトのアーンドバリュー分析の表示

[アーンドバリュー ] の作業計画ビューでは、プロジェクト作業計画のアーンド

バリュー (EV) 分析データが表示されます。表 5-4は、このタブにあるフィー

ルドの説明です。

バブルのサイズの意味 

財務サマリからの予測
財務サマリの予測の大きさに基づいて、プロジェクトを示すバブ

ルの大きさを変えるオプション

財務サマリからの実績

コスト

財務サマリの実績コスト (入力されている場合 ) の大きさに基づ

いて、プロジェクトを示すバブルの大きさを変えるオプション

作業計画ベースライン

コスト

最後の作業計画のベースラインコストの大きさに基づいて、プロ

ジェクトを示すバブルの大きさを変えるオプション

完了時の計画実績

コスト

完了時の計画実績コスト (ベースラインコスト /CPI) の大きさに基

づいて、プロジェクトを示すバブルの大きさを変えるオプション

表 5-3. [プロジェクトの現在のコストメトリクスの分析 ] ページのパラメータ

(2/2ページ )

フィールド名 説明

[アーンドバリュー ] の作業計画ビューのフィールドは、すべて読み取り専用なので変更できま

せん。
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表 5-4. [アーンドバリュー ] ビューのフィールド

フィールド名 説明

シーケンス 階層内でのタスクの番号。

コストのヘルス コストサマリ条件の設定に基づくコストのヘルス。

名前 タスクの名前。

計画価値

ベースラインコスト (作業計画の最新のベースライン ) の一部であり、プ

ロジェクトまたはタスクで開始日とステータス日の間に予算化されたコ

スト。

アーンドバ

リュー

プロジェクトまたはタスク全体に設定されたベースラインコストの一部

であり、作業の達成率に対するコスト。計算式については、162ページの

表 5-1を参照してください。

コストの差異

プロジェクトまたはタスクについて、アーンドバリュー (EV) と実績コス

トの差を表します。この値は、アーンドバリューから実績コストを差し

引いて計算します (CV＝EV－AC)。完了した作業について、アーンドバ

リュー (EV) と実際に発生したコストを比較することにより、計画コスト

と実績コストを客観的に把握できます。比較した結果は、コストの差異

と呼ばれます。

スケジュールの

差異

プロジェクトまたはタスクについて、アーンドバリュー (EV) と計画価値

(PV) の差を表します。この値は、アーンドバリューから計画価値を差し

引いて計算します (SV＝EV－PV)。計画価値 (PV) とアーンドバリュー

(EV) の比較によって、計画した作業の価値金額と、完了した作業の価値

金額を比較できます。比較した結果は、スケジュールの差異と呼ばれ

ます。

CPI

コストパフォーマンス指数。実績コストに対するアーンドバリュー (EV)
の比率であり、コスト効率を示します。この指数は、コスト超過の予測

に使用します。値は、アーンドバリューを実績コストで除算して求めま

す (CPI＝EV / AC)。

SPI

スケジュール業績指数。完了したアーンドバリュー (EV) の計画価値 (PV)
に対する比率で、スケジュール効率を示します。計画したスケジュール

が実際にどの程度完了したかを示します。この値は、アーンドバリュー

を計画価値で除算して求めます (SPI＝EV / PV)。

実績コスト
所定の期間中、タスクまたはプロジェクトを完了するためにかかった合

計コストです。
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プログラムコストの分析

プログラムに関するコストデータをトラッキングすることができます。コス

トトラッキングを有効化する設定は、プログラムの新規作成時または既存の

プログラムを変更する際に行います。コストトラッキングの有効化に関する

詳細は、『HP Program Managementユーザーガイド』を参照してください。

プログラムのコストデータを分析するには、次の手順を実行してください。

 メニューバーで、[開く ] > [Financial Management] > [コストの分析 ] > [プロ

ジェクトの現在のコストメトリクス ] を選択し、[その他の基準 ] でプログラム

のフィルタオプションを選択します。

 [プログラムの概要] ページで [EV分析 ] タブをクリックします。

ここで表示される分析データは、プロジェクトのコストデータ分析の内容と

同じです。コストの視覚化に関する詳細は、「プロジェクトコストの分析」 (172
ページ) を参照してください。

さらに [プログラムの概要 ] ページの [プログラムコスト ] セクションでは、プ

ログラムの計画コストと実績コストが人件費と非人件費の内訳で表示され、[コ
ンテンツ ] セクションではプログラムに含まれる提案、プロジェクト、資産の

コスト情報が表示されます。

[プログラムの概要] ページを開くには、プログラムを検索するか、HP 
Program Managementのポートレットからドリルダウンしてください。
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第 6 章 SOP 98-1への準拠
SOP 98-1の概要とHP Financial Management 

SOP (Statement of Position) 98-1は、米国の会計基準であり、社内利用目的のソ

フトウェア開発で発生する費用の資産計上を規定します。SOP 98-1では特に、

社内利用のソフトウェアを資産計上するための条件を規定しています。 HP
Financial Managementでは、次に示す機能を使って、プロジェクトの計画と実

施をSOP 98-1に基づく方法で最適化できるようにサポートします。

 プロジェクトとタスクの各フェーズで発生するコスト (費用) は、運用コス

トではなく、資産計上可能な資本コストとして処理します。プロジェクト

テンプレートで計上方法の区別を指定することで、常に資産計上を行うプ

ロジェクトを作成できます。

 資本支出と運用費は、プロジェクト、プログラム、ポートフォリオの各レ

ベルで参照でき、分析も可能です。

資産と運用の各カテゴリにコストデータを振り分けるためには、SOP 98-1トラッキングを有効

にする必要があります (「SOP 98-1トラッキングの有効化」を参照してください )。
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SOP 98-1トラッキングの有効化

プロジェクトで資産計上する費用情報をトラッキングするには、SOP 98-1ト
ラッキングを有効にする必要があります。PPM Centerシステム管理レベルで

有効化してから、次にプロジェクトで有効化してください。

SOP 98-1トラッキングはプロジェクトの資産計上を目的とした機能ですが、

PPM Centerでは、提案と資産でも資産計上を行うことができます。

システム管理レベルでSOP 98-1トラッキングを有効化

PPM Centerのインストールが完了したら、SOP 98-1トラッキングを有効にす

るかどうかを検討してください。SOP 98-1トラッキングを有効化するには、

server.confファイルでCOST_CAPITALIZATION_ENABLEDパラメータをtrue
に設定します。

プロジェクトでのSOP 98-1トラッキングの有効化

SOP 98-1トラッキングをプロジェクトで有効化するには、[プロジェクト設定]
ページの [コストと工数 ] を使用します。

SOP 98-1 (資産計上) トラッキングの表示と指定の手順や、プロジェクトの財務

サマリの設定については、「財務サマリでのプロジェクトの設定」 (78ページ )
を参照してください。

通常、server.conf設定ファイルにアクセスできるのはPPM Centerシステム管理者のみで

す。SOP 98-1トラッキングの有効化については、システム管理者に問い合わせてください。

このパラメータは、インストール時に管理者が設定します。PPM Centerの使用開始後は変更

しないでください。

プロジェクト設定は、プロジェクトタイプから継承されるプロジェクトポリシーに基づきます。

プロジェクトポリシーは固定的なものなので、プロジェクトの作成に使用したプロジェクトタ

イプによっては、編集できない内容も含まれています。

提案での資産計上のトラッキングについては、「財務サマリでの提案の設定」 (76ページ ) を参

照してください。

資産での資産計上のトラッキングについては、「財務サマリでの資産の設定」 (81ページ ) を参

照してください。
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アクティビティを使用した資本コストのトラッキング

アクティビティは、設定エンティティの1つであり、資産計上対象のプロジェ

クトやタスクで使用します。プロジェクトやタスクは、資産計上の対象アク

ティビティに関連付けられると、資産計上対象として認識されます。このア

クティビティは、SOP 98-1トラッキングが無効の場合でも使用できますが、資

産計上対象としてマークすることはできません。また、プロジェクトやタス

クをアクティビティに関連付けても資産計上データのトラッキングは行われ

ません(リクエストとパッケージは資産計上できませんが、アクティビティと

関連付けることは可能です)。

アクティビティの設定

アクティビティの作成と編集 (管理) は、メニューバーから行います。

アクティビティのアクセス許可

表 6-1は、アクティビティの表示と設定に必要なアクセス許可の一覧です。い

ずれも、設定カテゴリに含まれます。

表 6-1. アクティビティの設定に必要なアクセス許可

アクセス許可 実行可能なアクション

アクティビティの

表示
アクティビティを表示できますが、作成、編集、削除はできません。

すべてのアクティビ

ティの編集
アクティビティを作成、編集、削除できます。
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アクティビティの作成

SOP 98-1で使用するアクティビティを作成するには、次の手順を実行してく

ださい。

1. 標準インタフェースのメニューバーで、[作成 ] > [管理 ] > [アクティビティ ]
を選択します。

[アクティビティの作成 ] ページが開きます。

2. 各フィールドに、次の表で示す内容を入力します。

フィールド名 説明

名前
アクティビティの名前 (フィールドの選択肢として表示さ

れます )。

説明 アクティビティの説明。

使用対象

アクティビティを関連付ける対象となるエンティティを

指定します。

HP Time Management では、エンティティでアクティビ

ティを有効化すると、そのエンティティのタイプ (作業項

目 ) のタイムシート明細をアクティビティに基づいて分類

できます。タイムシートと作業項目の詳細については、『HP
Time Managementユーザーガイド』を参照してください。

SOP 98-1カテゴリ

アクティビティの分類先となるSOP 98-1カテゴリを指定

します。このフィールドに入力できるのは、[使用対象 ] で
タスクまたはプロジェクトを選択し、システムレベルで

SOP 98-1トラッキングが有効になっている場合のみです。
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SOP 98-1カテゴリの選択と項目の資産計上を行うためには、SOP 98-1機能

を有効にする必要があります。詳細については、「SOP 98-1トラッキング

の有効化」 (182ページ ) を参照してください。.

3. [作成 ] をクリックします。

既存のアクティビティの変更

既存のアクティビティを編集するには、次の手順を実行します。

1. 標準インタフェースのメニューバーで、[検索 ] > [管理 ] > [アクティビティ ]
を選択します。

[アクティビティの管理 ] ページが開き、[アクティビティの選択 ] に既存の

アクティビティが一覧表示されます。

資本化可能

アクティビティの資産計上を指定するオプションです。こ
のフィールドに入力できるのは、[使用対象 ] でタスクまた
はプロジェクトを選択し、システムレベルでSOP 98-1ト
ラッキングが有効になっている場合のみです。

有効
アクティビティを有効化するオプションです。無効にする
と、このアクティビティはタスクで選択肢として表示され
ません。

フィールド名 説明

アクティビティの定義言語がセッション言語に設定されます。アクティビティは、定義言

語のみで変更可能です。詳細については、Multilingual User Interface Guideを参照してく

ださい。
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2. [アクティビティ名 ] の列で、目的のアクティビティをクリックします。

[アクティビティの編集 ] ページが開き、作成時と同じフィールドが表示さ

れます。

3. フィールドの内容を適宜変更し、[保存 ] をクリックします。

アクティビティが保存されます。

アクティビティの無効化

アクティビティは削除できませんが、不要なものは無効にすることができま

す。アクティビティを無効にしても、そのアクティビティを現在使用してい

るタスクやタイムシートには影響しません。ただし、そのアクティビティを

使ってタスクやタイムシートを新規作成することはできなくなります。

アクティビティを無効化するには、次の手順を実行してください。

1. 標準インタフェースのメニューバーで、[検索 ] > [管理 ] > [アクティビティ ]
を選択します。

アクティビティの定義言語とセッション言語が異なる場合、アクティビティの変更はでき

ません。詳細については、ヘッダの [理由 ] をクリックして、「Multilingual User Interface

Guide」を参照してください。
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[アクティビティの管理 ] ページが開き、[アクティビティの選択 ] に既存の

アクティビティが一覧表示されます。

2. [アクティビティ名 ] の列で、目的のアクティビティをクリックします。

[アクティビティの編集 ] ページが開きます。

3. [今後の使用は無効 ] オプションを選択します。

4. [完了 ] をクリックします。

このアクティビティは、これ以降使用できなくなります。

アクティビティとタスクの関連付け

アクティビティをタスクにアサインするには、[タスクの詳細 ] ページを使用

します。このページは [作業計画の定義 ] ビューから開くことができます。

アクティビティとタスクを関連付けるには、次の手順を実行してください。

1. プロジェクトを開きます。

2. [作業計画の編集 ] をクリックします。

作業計画の [スケジュールビュー ] が開きます。

アクティビティの定義言語とセッション言語が異なる場合、アクティビティの変更はでき

ません。アクティビティを編集する詳しい方法については、ヘッダの [理由 ] をクリック

し、『Multilingual User Interface Guide』を参照してください。
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3. タスクを選択し、[タスクの詳細 ] アイコンをクリックします。

[タスクの詳細 ] ページが開きます。

4. [タスクの詳細 ] ページで、[アクティビティ ] を選択します。

5. [保存 ] をクリックします。

アクティビティの継承

タスクとサマリタスクは、上位プロジェクトからアクティビティを継承する

ことができます。これにより、プロジェクト内にあるタスクやサマリタスク

ごとにアクティビティを設定する必要がなくなります。アクティビティは、次

の規則に従って継承されます。

 プロジェクトまたはサマリタスクにアクティビティ (親) を設定する場合、

同じアクティビティが子に継承されます。子は、親のアクティビティをそ

のまま継承します。子を別の親に移動すると、この子は、移動先の親のア

クティビティを継承します。

 親とは異なるアクティビティを持つ子が見つかると、その時点で継承は停

止し、子のアクティビティは保持されます。子を別の親にインデント、ア

ウトデント、切り取り、貼り付けした場合でも、子のアクティビティは保

持されたままになります。

 親と子が同じアクティビティを持っている場合、親のアクティビティを変

更すると、それに合わせて子のアクティビティも変更されます。

 子のアクティビティを手動で空にした後、アクティビティを持つ親に移動

すると、その親のアクティビティを継承します。

HP Time Managementを使用する場合、アクティビティが関連付けられたタスクをタイムシー

トに追加してタイムシートを保存すると、そのタスクのアクティビティは変更できなくなり

ます。
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プロジェクトでの資本支出と運用費データの表示

プロジェクトの資本支出と運用費の内訳は、プロジェクトの財務サマリの

PPM Dashboard、[プロジェクトの概要 ] ページの [EV サマリ ]、各ポートレッ

トとぺージ、レポートで参照できます。

タスクの資本支出と運用費の内訳は、[タスクの詳細] ページで参照できます。

コストデータは、次の内容を元に表示されます。

 プロジェクトの財務サマリ

 作業計画から計算されたコストデータ

プロジェクトの [財務サマリ ] セクションと [EVサマリ ] セクション

プロジェクトの [プロジェクトの概要 ] ページにある [プロジェクトコスト ] セ
クションには、プロジェクトの財務サマリを表示するボタンがあります。財

務サマリでは、プロジェクトの財務サマリ設定に基づいて、資本と運用のカ

テゴリ別にコストデータが表示されます。それぞれのカテゴリには、さらに

人件費と非人件費の内訳があります。また、財務サマリには、予測コストと

実績コストが表示されます。

プロジェクト作業計画のベースラインが1つでも取得されていると、プロジェ

クトの [プロジェクトの概要 ] ページには [EVサマリ ] が表示されます。[EVサ

マリ ] セクションには、そのプロジェクトに関するアーンドバリュー分析デー

タが表示されます。

[プロジェクトの概要 ] ページにアクセスするには、プロジェクトを検索する

か、HP Project Managementのポートレットからドリルダウンしてください。
SOP 98-1への準拠 189



[タスクの詳細 ] ページ

[タスクの詳細] ページの上部に、タスクのアクティビティが表示されます (図 6-1
を参照してください)。

図 6-1. [タスクの詳細 ] ページ

[タスクの詳細 ] ページの [コスト ] タブには、タスクのコストデータと、人件

費と非人件費の内訳が表示されます。

[タスクの詳細 ] ページを開くには、[マイタスク ] ポートレットからアクセス

する方法、タスクを検索する方法、プロジェクト作業計画でタスクを選択し

てから [タスクの詳細 ] アイコンをクリックする方法があります。

プログラムの資本支出と運用費データを表示

HP Program Managementでは、SOP 98-1機能を使って、プログラムに関する資

本支出と運用費の内訳を表示できます。表示には、PPM Dashboardの [プログ

ラムコストサマリ ] ポートレットを使用します。コストデータは、プログラム

ロールアップの財務サマリのデータです。

[プログラムコストサマリ ] ポートレットは、コストデータを資本および運用

カテゴリの内訳で表示します。それぞれのカテゴリには、さらに人件費と非

人件費の内訳があります。ポートレットは、PPM Dashboardに追加することが

可能です (『スタートアップガイド』を参照してください )。

このポートレットでデータ表示するには、HP Financial Managementを有効にする必要があり

ます。プロジェクトの財務サマリを使用しない場合は、プロジェクト作業計画のコスト情報が

使用されます。
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ポートフォリオの資本支出データを表示

HP Portfolio Managementでは、SOP 98-1機能を使用して資本リスク (進行中の

すべてのプロジェクトの現時点までの資本支出の総額) を表示できます。日付

の表示にはHP Portfolio Managementのポートレットを使用します。このポート

レットは、SOP 98-1トラッキングを有効にすると使用可能になります。この

ポートレットは、ポートフォリオの資本リスク情報を表示する機能として設

計されています。

[トータルリスク ] ポートレット

[トータルリスク ] ポートレットは、ポートフォリオ内のすべてのプロジェク

トの資本支出を、プロジェクトヘルス別に円グラフで表示します。

このポートレットでは、表 6-2に示すフィルタ条件を指定できます。

表 6-2. [トータルリスク ] ポートレットのフィルタフィールド

フィールド名 説明

プロジェクト名 指定したプロジェクトが選択されます

プロジェクト

マネージャ
指定したマネージャのプロジェクトが選択されます

ビジネス目標 指定したビジネス目標を持つプロジェクトが選択されます

プロジェクト

ステータス
指定したステータスのプロジェクトが選択されます

プロジェクトヘルス 指定したヘルス状態のプロジェクトが選択されます

開始日が次の日から 指定した日付より後に開始されるプロジェクトが選択されます

開始日が次の日まで 指定した日付より前に開始されるプロジェクトが選択されます

完了日が次の日から 指定した日付より後に完了するプロジェクトが選択されます

完了日が次の日まで 指定した日付より前に完了するプロジェクトが選択されます

最小計画資本
計画した資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクト

が選択されます

最小帳簿価格
実際の資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小計画コスト
計画したコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小実績コスト
実際のコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが選

択されます
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[減損リスク ] ポートレット

[減損リスク ] ポートレットは、[トータルリスク ] ポートレットで表示される

円グラフのスライスから、ドリルダウンすることによって表示される円グラ

フです。[減損リスク ] ポートレットのスライスは、各プロジェクトの資本支

出に対応し、[トータルリスク ] ポートレットで選択したスライスの内訳を示

します。

このポートレットでは、表 6-3に示すフィルタ条件を指定できます。

表 6-3. [減損リスク ] ポートレットのフィルタフィールド

フィールド名 説明

プロジェクト名 指定したプロジェクトが選択されます

プロジェクト

マネージャ
指定したマネージャのプロジェクトが選択されます

ビジネス目標 指定したビジネス目標を持つプロジェクトが選択されます

プロジェクト

ステータス
指定したステータスのプロジェクトが選択されます

プロジェクトヘルス 指定したヘルス状態のプロジェクトが選択されます

開始日が次の日から 指定した日付より後に開始されるプロジェクトが選択されます

開始日が次の日まで 指定した日付より前に開始されるプロジェクトが選択されます

完了日が次の日から 指定した日付より後に完了するプロジェクトが選択されます

完了日が次の日まで 指定した日付より前に完了するプロジェクトが選択されます

最小計画資本
計画した資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクト

が選択されます

最小帳簿価格
実際の資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小計画コスト
計画したコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小実績コスト
実際のコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが選

択されます
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[資本化されたプロジェクトタイムライン ] ポートレット

[資本化されたプロジェクトタイムライン ] ポートレットは、ポートフォリオ

内にある資産計上されたすべてのプロジェクトのタイムラインをガント

チャートで表示します (デフォルト)。

このポートレットでは、表 6-4に示すフィルタ条件を指定できます。

表 6-4. [資本化されたプロジェクトタイムライン ] ポートレットの

フィルタフィールド

フィールド名 説明

プロジェクト名 指定したプロジェクトが選択されます

プロジェクト

マネージャ
指定したマネージャのプロジェクトが選択されます

ビジネス目標 指定したビジネス目標を持つプロジェクトが選択されます

プロジェクト

ステータス
指定したステータスのプロジェクトが選択されます

プロジェクトヘルス 指定したヘルス状態のプロジェクトが選択されます

開始日が次の日から 指定した日付より後に開始されるプロジェクトが選択されます

開始日が次の日まで 指定した日付より前に開始されるプロジェクトが選択されます

完了日が次の日から 指定した日付より後に完了するプロジェクトが選択されます

完了日が次の日まで 指定した日付より前に完了するプロジェクトが選択されます

最小計画資本
計画した資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクト

が選択されます

最小帳簿価格
実際の資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小計画コスト
計画したコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小実績コスト
実際のコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが選

択されます
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[資本化されたプロジェクトの内訳 ] ポートレットの内訳

[資本化されたプロジェクトの内訳] ポートレットは、ポートフォリオ内にある

資産計上されたすべてのプロジェクトの情報を表示します (デフォルト )。[残
存資本的支出 ] 列は、次の式で求められます。

計画資本支出－帳簿価格＝残存資本的支出

このポートレットでは、表 6-5に示すフィルタ条件を指定できます。

表 6-5. [資本化されたプロジェクトの内訳 ] ポートレットのフィルタフィールド

フィールド名 説明

プロジェクト名 指定したプロジェクトが選択されます

プロジェクト

マネージャ
指定したマネージャのプロジェクトが選択されます

ビジネス目標 指定したビジネス目標を持つプロジェクトが選択されます

プロジェクト

ステータス
指定したステータスのプロジェクトが選択されます

プロジェクトヘルス 指定したヘルス状態のプロジェクトが選択されます

開始日が次の日から 指定した日付より後に開始されるプロジェクトが選択されます

開始日が次の日まで 指定した日付より前に開始されるプロジェクトが選択されます

完了日が次の日から 指定した日付より後に完了するプロジェクトが選択されます

完了日が次の日まで 指定した日付より前に完了するプロジェクトが選択されます

最小計画資本
計画した資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクト

が選択されます

最小帳簿価格
実際の資本支出が、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小計画コスト
計画したコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが

選択されます

最小実績コスト
実際のコストが、指定した最小額よりも大きいプロジェクトが選

択されます
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付録 A コストの計算間隔の設定
コストの計算間隔の概要

次に示すコストデータのロールアップでは、システム全体のデータが定期的

に再計算されます。

 作業計画タスクの実績コストをサマリタスクにロールアップする処理は、

コストロールアップサービスによって実行されます。

 作業計画とタイムシートの実績コストをプロジェクトの財務サマリに

ロールアップする処理は、コストロールアップサービスによって実行され

ます。

 提案および資産でタイムシートの実績データを財務サマリにロールアッ

プする処理は、コストロールアップサービスによって実行されます。

 ライフサイクルエンティティの予測コスト、実績コスト、財務ベネフィッ

トをプログラムの財務サマリにロールアップする処理は、財務サマリロー

ルアップサービスによって実行されます。

 コストルールの変更は、為替レート更新サービスによって実行されます。

 財務為替レートの変更は、コストレートルール更新サービスによって実行

されます。

ロールアップ計算は定期的に実行されるため、計算のタイミングによっては、

依存関係のあるエンティティのコストデータに矛盾が発生することがあり

ます。

上記のサービスの詳細については、「コスト計算サービス」を参照してください。
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コスト計算サービス

定期的なロールアップ計算はシステム全体で実行され、PPM Serverで実行さ

れる次のサービスによって制御されます。 サービスの詳細を表 A-1にまとめ

ます。

表 A-1. 定期的なコスト計算を行うサービス (1/2ページ )

サービス 説明 デフォルト値

コストレート

ルール更新

サービス

コストルールの更新後にコストを再計算

したかどうかを確認します。また、コスト

ルールの更新の有無やコストの再計算を

チェックする頻度を確認します。

ステータス : 有効

スケジュールタイプ : 単純

スケジュール : 時間ごと

コストロール

アップサービス

コストの定期的なロールアップ計算が実

行されたかどうかをチェックし、再計算の

頻度を確認します。

デフォルトでは、3650日 (10年 ) を超える

プロジェクトではコストのロールアップ

計算は実行されません。このしきい値は、
PROJ_COST_ROLL_UP_DURATION_

IN_DAYSパラメータで設定します。

注記:管理者は、COST_ROWS_BATCH_
SIZEパラメータの値を管理コンソールで

設定して、コストロールアップサービスの

バッチサイズを指定できます。この値は、デ

フォルトでは1000に設定されています。

コストロールアップサービスでメモリを

消費しすぎていることがわかった場合は、

小さい値を選択できます。

ステータス : 有効

スケジュールタイプ : 単純

スケジュール : 時間ごと
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データの更新後、ロールアップサービスがまだ実行されていない場合、ロー

ルアップデータが最新の状態ではないというメッセージと、ロールアップ

サービスの実行予定時刻が表示されます。

サービスを変更するには、[システム管理者 : サービススケジュールの編集 ] と
いうアクセス許可が必要です。

サービスを変更するには、次の手順を実行してください。

1. 標準インタフェースのメニューバーで、[開く ] >  [管理 ] >  [サービスのス

ケジュール ] を選択します。

2. 変更するサービスの行をクリックします。

3. [ステータス ] ([有効 ] または [無効 ])、[スケジュールタイプ ]、[スケジュール ]
を必要に応じて変更します。[スケジュールタイプ ] の詳細については、オ

ンラインヘルプを参照してください。

4. [完了 ] をクリックします。

財務サマリの

ロールアップ

サービス

プログラムの予測コスト、実績コスト、財

務ベネフィットを再計算したかどうかを

チェックし、再計算の頻度を確認します。

このサービスの実行対象は、Financial
Managementが有効になっているプログラ

ムと、処理対象としてマークしたプログラ

ムのみです。プログラムコンテンツが変更

された場合 (ライフサイクルエンティティ

の予測コストおよび実績コストの変更、ラ

イフサイクルエンティティの財務ベネ

フィットの変更、ライフサイクルエンティ

ティの削除など )、そのプログラムは処理

対象としてマークされます。

ステータス : 有効

スケジュールタイプ: 重負荷

スケジュール : 3時間ごと

為替レート更新

サービス

財務為替レートの更新後に再計算を行っ

たかどうかをチェックし、財務為替レート

ルールの更新の有無をチェックする頻度

とコストを再計算する頻度を確認します。

ステータス : 有効

スケジュールタイプ : 単純

スケジュール : 2時間ごと

表 A-1. 定期的なコスト計算を行うサービス (2/2ページ )

サービス 説明 デフォルト値
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